















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ『光あれ』






【──その地じ獄ごくのような惨さん劇げきを起こした後、彼かの者ものはこう言った。




「産んで、増やして、地を満たせ。地の全ての獣けもの、空の全ての鳥、地に這はう全てのもの、海の全ての魚はおそれおののいてお前たちの支配を受け入れるだろう。




　でも、肉喰くうときはちゃんと血ち抜ぬきしてから喰うんだぞ。これ生活の知ち恵えな。

　あと人間同士の殺し合いはキホンＮＧ。そりゃあ俺おれも、あんまり細かいところまでは目が届かんけど、大規模な戦争みたいなのやるのはゆるさんからな。天てん罰ばつとか下すし。

　あ、そうそう。

　今回の一件で例のクソッタレどもはほとんどくたばったはずだし、もう二度と俺発信で大規模な虐ぎやく殺さつとかしないんでよろしく。

　ぶっちゃけちょっとやり過すぎたなァって思ってる。

　連中の命なんてそれこそゴミみたいなモンだと思ってたけどさ。思ったより気が滅め入いるんだもん。しょーじき引いたわ。

　……え？　だったら最初からするなって？

　まあそういうなって。

　俺も少し反省してさ。代わりにこの世界にスゲえ綺き麗れいなもん残しておいたから。

〝虹にじ〟って言うんだけどな。

　雲の上から地上に向けてサーッと降りてくる七色の光なんよ。

　これ見るたび、俺も思い出すからさ。

　邪じや悪あくな連中っつっても、無む下げにぶち殺して回るのは良くないってさ。




　これ、約束っていうか契けい約やくな。

『ルールブック』に書き込んどいたから。

　じゃ、俺、会社に戻もどるから。

　また時とき々どき様子見に来るんで。たぶん。

　達者でな、──ノア】





　　　　▼






　かくして〝人族〟の繁はん栄えいが始まった。




〝魔ま王おう〟討とう伐ばつに生き残った勇者は六名。

〝鉄てつ腕わんの勇者〟　リカ・アームズマン、

〝反はん魂ごんの勇者〟　ライカ・デッドマン、

〝不殺の勇者〟　ユーシャ・ブレイブマン、

〝無敵の勇者〟　アキラ・ソードマン、

〝最初の勇者〟　ノア・リードマン、

　そして、名無しの少女。

　彼の者に命ぜられた通り、勇者たちは世界中に散らばり、それぞれが居場所と決めたところを領土と決め、彼らに付き従った人族と共になり、産み、増やし、地に満ちた。

　いっぽう、滅ほろぼされたはずの魔ま族ぞくたちも一応、まだ生き残ってはいた。

　ある者は地の底の迷宮へと逃にげ込こみ、

　ある者は世界の果てを住すみ処かとし、

　またあるものは人族の中に紛まぎれて。

　とはいえ、彼らの新たな住処は決して心地よいとは言えない。

　ある者は食料を失い、

　ある者は希望を失い、

　またある者は人族に狩かり殺ころされ、

　少しずつその数を減らしていった。

　そうして世界に光が満みち溢あふれ──崩ほう壊かいが始まる。

　ちょうど、陽ひを浴あびすぎた植物が枯かれるように。




　このような事態に陥おちいった世界は廃はい棄き処しよ分ぶんにされるのが通例だ。




　プラスに傾かたむきすぎた天てん秤びんがひっくり返るように、世界を支える支柱が根本からぽっきりと折れかけている。

　調整が必要だった。

　それとあと、前ほど無能でない、新たな管理者も。

　とはいえ、ここから逆転劇を起こすのは生半可なことではない。

　奇き跡せきを起こす必要があるのだ。

　と、なると、選ばれる人材は限られている。

　奇跡を起こすのは、生まれつき万能の力を与あたえられた強者の役目ではない。

　いつだってそれは、──ちっぽけな人間の仕事だ。

　白羽の矢が立ったのは、とある男である。

　彼の名は坂さか本もと京きよう太た郎ろう。

　東京都練ねり馬ま区く桜さくら台だい駅えきから歩いて八分ほどのボロアパートに住まう三十二歳さい。

　今、財布の中にある最後の百円玉を、チョコミント味のアイスに使ってしまうかどうかで三十分ちかく悩なやみ続けている、目もつ下か休職中の男だ。




　物語は、彼がとあるビルの求人広告に目をとめたところから始まるだろう。

　そこには、大きく、わかりやすい文字でこう書かれていた。




『異世界管理人　急きゆう募ぼ！』




　と。






第一話






『異世界管理人　急きゆう募ぼ！




　仕事内容：異世界の保守・管理業務

　勤務地：採用後、面接によって規定　※希望がある場合、担当エリアを考こう慮りよします

　雇こ用よう形態：正社員

　就業時間：９：００～17：００（実働８時間）

　休日：土日祝日（年間休日１２４日）

　応おう募ぼ資格：不問。地元で長く働きたい方、歓かん迎げいします！

　給きゆう与よ：月収30万～　※経験、能力を考慮の上、詳しよう細さいな支給額を決定

　初年度年収：３６０万～５００万円

　備考：服装の規定はなし　私服面接ＯＫです

　電話番号：○○‐××××‐△△△△


（株）金の盾たて異界管理サービス』







　　　　▼






　近所のコンビニの帰り道。

　目下求職中の男、……坂さか本もと京きよう太た郎ろうは一人、眉まゆを寄せていた。

　──異世界の管理業務……？

　冗じよう談だんだろうか。

　あるいは何かの業界用語、とか。

　例えば〝異世界〟みたいな名前の、どこかのテーマパークの管理人、的な。

　あり得る話だ。

　──まあ、そーいうのも悪くないか。

　親しん戚せきの紹しよう介かいで就職したＩＴ系企き業ぎようを退職して、三年経たっている。

　すでに貯金はない。

　左手には、チョコミント味のアイスが入ったコンビニ袋ぶくろがぶら下がっていた。財布の中にある最後の百円玉で買ったものである。

　──ってことはアレかな。ミッ○ーとか、○ナルドとか。ああいう連中と同どう僚りようになるってことだよな。

　うまくやっていけるだろうか？　そういえばあいつら、普ふ段だんなに喰くってるんだ？　勝手に飲みに誘さそったら上司に怒おこられるかな？

　どこか夢心地でそう考えていると、

「オヤ？　アナタ、ワタシタチの仕事にキョーミ、おありで？」

　片かた言ことの日本語で声をかけられた。

　振ふり向むくとそこには、ネイビーブルーのスーツを身にまとった、モデルのような金きん髪ぱつ碧へき眼がんの優やさ男おとこがいた。

「ヤアヤア、ドーモドーモ。ワタシ、ソロモンとイイマス」

　気安く話しかけてきたその男は、目ま映ばゆいまでに白い歯を見せて、京太郎の空あいた右手を握にぎってきた。彼かれの指に嵌はめられたゴツゴツした指輪がひんやりと冷たい。

「えっ……あ……わ……」

　一いつ瞬しゆん、言葉が出てこない。ここ数年、ゲーム実じつ況きよう者しやの下へ手たくそなプレイに文句を言う以外、まともに口を開いてこなかったせいである。

「ええと、……わ、わ、わ、私ですか？」

　愚ぐ問もん中の愚問であった。相手は手を握ってこちらの目を見て話しているというのに。

「モチロン。その求人、トッテモ真しん剣けんに見ていたデショウ？」

「ええ……まあ……ちょっと今、求職中でして」

「デハ、ちょうどイイ。さっそく面接シマショ？」

「えっ。……良いんですか？　まだ履り歴れき書しよも見てないのに」

[image: ]

「イーンデスイーンデス。うち、ソノヘン甘あま々あまなトコロあるんで」

　そんな馬ば鹿かな。どんな企業だよ。

　反射的に京太郎は身み構がまえる。

　──こいつアレか？　……詐さ欺ぎ師しとか、……なんか、そーいう類たぐいの人間じゃないのか？

　一方、どうせこちらにはだまし取られるような金などないのだ、なんでもやってやろう、という気持ちもあった。

「では、とりあえず家に戻もどって着き替がえてきますんで……」

「あ、それはダイジョーブ。ソノママの格好でオーケー」

「いや、さすがにそういうわけには」

「ソノママの格好で」と言われても、今の京太郎はヨレヨレのＴシャツにサンダル履ばきという、カジュアルすぎるファッションである。

「どうせ歩いて数分のとこに住んでますんで。ちょっとだけ待ってもらえません？　……その。……私、さっきコンビニでアイス買っちゃいましたし」

「フフフ！」

　ソロモンは魅み力りよく的てきに笑って、

「後で食べればダイジョーブ！　すぐ済すむカラ！」

　──すぐ済む……って。

　まるで最初から結果が決まっているみたいな言い方だ。

　──ますます怪あやしい。絶対、幸運の壺つぼとかイルカの絵とか、そーいうのを売りつけられる羽目になる。絶対にだ。

　眉み間けんにしわを寄せていると、ソロモンはかなり強きよう硬こうな姿勢で京太郎の手を引く。

「ホラ、ハヤクハヤク！」

「ちょ、ちょ、ちょっと……」

　手を振ふり払はらおうかとも思ったが、結局、彼の意向に従うことにした。

　理由は自分でもよくわからない。

　強しいて言うならば、好こう奇き心しんに負けてしまったから、とか。

　何にせよ、そのとき京太郎は、何かの物語が始まる気がしていた。

　そしてその物語の主人公は、──きっと自分自身で。

　思えばそれは、仕事を辞めてから、心の底でずっと待ち望んでいた展開ですらあったかもしれない。





　　　　▼






　そのビルは古い建物で、いかにもレトロな雰ふん囲い気きだった。

　灰色のリノリウムの階段を昇のぼると、白色蛍けい光こう灯とうに照らされた廊ろう下かが見えた。

　廊下の左側にはガラス張りの扉とびらが並んでいて、掃そう除じと空調が行き届いた落ち着いた雰囲気の空間だった。耳を澄すまさなければ、誰だれの話し声も聞こえないほどに。

「ちなみに、このビルはどこも、ウチに似た業者が入ってるんデスヨ」

「へえ……」

　その頃ころにはすでに、そこそこ覚かく悟ごは固まっていた。

　何が起こっても、自分の裁量でうまく切きり抜ぬけられる気がしていたのだ。その自信が現実的かどうかは別として。

「ところでその、イセカイ？　カンリ？　というのは、具体的にどういう……」

「難しく考える必要はナイんデス。坂本サンは、思った通りに行動すればいいだけデスカラ」

「はあ……」

　ボンヤリ応こたえて、「あれ？　名乗ったっけ？」と、疑問に思う。

　まあ、彼が名前を知っているということは、名乗ったということだろう。ここ最近、物忘れが酷ひどくて困る。

　ソロモンはニコニコ笑顔を崩くずさず、さっさと先へ進む。

「ところでこれ、何かのドッキリとかじゃないですよね？」

〝三十過ぎた無職のオッサン、異世界って言葉見かけたら思わず飛びついちゃう説〟とか、なんかそんなの。

「エエト、……その、ドッキリ、というノハ？」

「何か……バラエティ番組の企き画かくじゃあないんですか？」

「んなワケないデショ。曲がりなりニモ世界の命運がかかってるワケデスから。ワレワレはシリアスデス」

「そう言われても、だったら具体的に何をするか教えてもらわないと」

　そこでソロモンが足を止めた。

　特に目印となるような看板もないその扉を開くと、空調の匂においが鼻につく。

　中を覗のぞくと型の古いＰＣが五、六台並んでいて、ごくごく一いつ般ぱん的てきな〝中小企業〟といった感じのオフィスが見えた。

　少なくとも、得え体たいの知れないヤクザ者が飛び出してきそうな雰囲気ではない。

　働いている社員は、見たところ一名。

　その姿を見て、思わず「あっ」と声を上げそうになる。

　驚おどろいたのは、その女性社員の不思議な髪色のためであった。

　彼かの女じよの髪は、──アニメのキャラクターを思わせる、明るいピンク色だったのである。

　初見では染めているのかと思われたが、どうやら地毛らしい。よく見ると眉まゆや睫まつ毛げまでピンク色だったからだ。

　──赤毛の一種だろうか？　変わってるなぁ。

　ピンク髪の彼女は、数秒ほどまじまじとこちらに視線を向けていたが、別段挨あい拶さつするでもなく、ぷいっと自身のデスクへと向き直った。あまり社交的なタイプではないらしい。

　京太郎も、頭を軽く下げるだけで声は出さず、応接室の扉を開く。

　彼を招き入れたソロモンは、相変わらずニコニコ笑っているだけだった。





　　　　▼






　その後、ソロモンから受けた面接は以下のようなものである。




「えーっと。マズ、……お名前カラ」

「坂本京太郎です」

「ナルホド。では坂本さん、以前のご職業は？」

「ＩＴ系の企業で営業職をしていました」

「辞めた理由は？」

「……上司と折り合いがつかず。あと、休きゆう暇かと就業時間が労働基準法に反していたこともあって」

「イワユル、ブラック企業ってヤツ？」

「そんなとこです」

「ヘェー。大変ダッタネ」

「……どうも」

「ジャ、自己紹介、オネガイ」

「ええと、……大学時代は映画研究会で副部長、してました。裏方として頑がん張ばってきたんで、粘ねばり強づよさには自信があります」

「スゴイジャナイ。映画撮とってたの？」

「はい。いちおう、当時の映画はネット配信サイトにアップロードしてますよ」

「ヘー、じゃ、今度観とこうカナ」

「ありがとうございます。……まあ、身内しかアクセスしてない動画ですけど」

「オーケイ。ナンカ、自己ＰＲとかアル？」

「ええとその。……失礼ながら、御おん社しやの業務内容すらわからない状態でここにいますが、やる気はあります。なんでもやるつもりでいるんで、よろしくお願いします」

「なんでもやるって、本当になんでも？」

「……はあ。もちろん、法律に違い反はんしない範はん囲いで、ですが」

「ナルホド。……あとはソーダネー。……自分を動物に喩たとえると、ナンダと思う？」

「……犬、でしょうか」

「最近読んだ本ハ？」

「夢ゆめ野の久きゆう作さくの『ドグラ・マグラ』ですね」

「アー……。あの小説、フシギチャンの娘こ以外で読んでるヒト、初めて会ったヨ」

「案外、読んだら面白かったですよ。一応ミステリーですし」

「イイねえ。……ワタシも謎なぞ解ときはダイスキだ」

「ですか」

「じゃ、最後のシツモン。アナタの将来の夢はナンデショウか？」

「……誰かを笑顔にする仕事がしたいです」

「よし。オーケイ。リョーカイ。ワカッタ」

　そうして、ソロモンは両の手をぱちんと打ち鳴らし、立ち上がった。

「終わり……ですか？」

　これまで数十件以上の面接を受けてきたが、ここまで短いのは初めてだった。

　たぶんだが、それがどういうことかはわかっている。

　戯たわむれに面接してみたが、見込みはない、ということだろう。

「ソンジャ、明日には連れん絡らく行くとオモウから。今日のトコロは帰ってダイジョブよ」

　内心、少し落らく胆たんしながら席を立つ。

　──やっぱりそんなに上う手まい話はない、か。

　応接室を後にすると、コーヒーを口にしている例の美人と再び目が合った。

　彼女に会え釈しやくして、逃にげるようにしてビルを出る。

　──失敗だったな。こんな近くの会社に落とされたら、今後、ここの社員の人と顔合わせづらいじゃないか。

　そんな風に思いつつ、ずっと握りしめたままのコンビニ袋を開く。

　溶とけかけたチョコミント味のアイスは、ほとんど歯は磨みがき粉こみたいな味がした。





　　　　▼






　その次の日のことである。

『オッケー。採用。今から出勤してもらってイイカナ？』

　そんな電話が、ソロモンからかかってきたのは。

　一人暮らしの男の生せい活かつ汚よごれがこびりついた、薄暗い四畳じよう半はんの一室にて。

　自分の耳を疑うこと数秒後、

「今……？　今からですか？」

『ウン』

「しかし……」

　うそだろ。だまされないぞ。何をさせるつもりだ。

　そう言いかけて、──思い直す。

　昨日見た求人広告には、確かに『月収30万～』と書かれていた。

　そしてその金は、都内で生活していく上で絶対に不可欠のものである。

「わかりました。三十分後に着きます」

『ワオ、素早い動き。感心デス』

　電話を切り、ふた月は出しっぱなしの布団を抜け出し、手探りで眼鏡めがねを摑つかむ。

「三十……四十分……って言えば良かったな」

　おぼつかない足取りでシャワー室へ突とつ撃げきし、歯を磨き、ざっと身体からだを洗せん浄じようした後、制せい汗かん剤ざいを身体に振りまき、少しくたびれたスーツを着込んだ。

　──服装は自由、らしいけど……。

　初日くらいはキッチリした格好で行くべきだろう。

　だらしなくて怒られることはあるが、馬ば鹿か丁てい寧ねいで叱しかられることは少ない。前の会社で学んだ数少ない教訓の一つだった。

　十分で準備を完かん了りようさせ、ボロアパートを飛び出す。

　一応、革の鞄かばんを手に持っていたが、中にはミント味のタブレットと財布、くたびれたポケットティッシュが入っているだけだ。

　足早に外に出ながら、昨晩まで自分の周りにまとわりついていた、漫まん然ぜんとした不安が徐じよ々じよに振り払われていくのを感じる。

　──〝異世界管理人〟か。

　どういう仕事かはよくわからない。恐おそらくビルとかアパート、あるいは何らかのイベントの管理をさせられるのではないかと思われた。

　だが、どんな仕事にせよ、──きっと人並みに勤め上げて見せる。

　そのときの京太郎の心には、そうした熱意が満ち満ちていた。





　　　　▼






　それから数十分ほど後。




　坂本京太郎三十二歳さいは、異世界にいた。




　何かの比ひ喩ゆではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の異世界である。

　カッチリしたスーツ姿で、ファンタジー系の世界に。

　顔面の筋肉が許す限り限界まで目を見開き、京太郎は辺りを見回す。

「………………………………………は？」

　そこは、──どこかの巨きよ大だいな都市の一部、といった感じの空間であった。

　とはいえ、人が住んでいる気配はない。

　見たところ、廃はい墟きよのようだ。

　右を見ても左を見ても、一面、鮮あざやかな緑色。

　暴力的ですらある草木の侵しん食しよくにより、室内まで蔦つたが入り込んでいるのが見える。

　生命の息吹いぶきに満ち満ちた地下空間。

　それが、京太郎の常識ではありえぬ、──明らかな異常を示している。

「……………………………………なんだ、これ」

　言葉は辺りに反はん響きようし、空むなしく消えていった。

　空を仰あおぐ。

　多様な植物に覆おおわれた天てん井じようが見える。

　どうやらこの都市は、地下、あるいは巨大な洞ほら穴あなの中に作られているらしい。

　太陽は見えなかったが、暗くはなかった。

　謎の発光体が都市上部を浮ふ遊ゆうしていて、辺りを昼のように照らしていたためだ。

「噓うそ…………………だろ？」

　少なくとも噓ではなかった。

　テレビの企画でもあり得なかった。

　もしこれがテレビの企画なら……いくらなんでも予算が掛かかりすぎている。

　ざっと見み渡わたしただけでもこの場所は、半径数キロ四方の洞ほら穴あなに作られていた。

　一般人を騙だますのに、ここまで手間をかける理由はない。

「じゃ、……説明したとーりダカラ♪　ガンバッテネー」

　振り向くと、半開きの扉からソロモンが手を振っているのが見えた。

「し、しかし、」

　頭に浮うかんだ洪こう水ずいのような質問に答えることもなく、金髪碧眼の優男は扉を閉じてしまった。

　すると、最初からそこに何もなかったかのように扉は消失してしまう。

　京太郎はというと、狼ろう狽ばいのあまり数歩よろめいた後、がっくりと膝ひざをつく。

「あ、あ、あ、あ、……あ、ああああ、ありえんだろ、こんなの……」

　異世界の管理。

　そんな、何かの冗談みたいな求人が、……正しよう真しん正しよう銘めいのホンモノだ、とか。

　確かに昨日、新しい物語が始まるような気がしていたが。

　それはもっとこう、現実世界が舞ぶ台たいのドラマであったはず。

　ここまで突とつ飛ぴな展開が待ち受けているとは、考えも及およばなかった。

　なんとなく、鞄の中のタブレットを三粒つぶ、口に含ふくむ。

　口の中いっぱいにミントの味が広がって、すっきりした。

　それだけだった。





　　　　▼






　京太郎が冷静さを取り戻したのは、それから十数分後である。

　──まあ……こうしてうずくまってても、しゃーない、か。

　人間、こうした超異常事態にも対応できるものかと我ながら感心する。

　──まあでも、金もらえるんなら大たい概がいのことは辛しん抱ぼうせんとな。

　などと単純に思いつつ、あたりを見回す。

　気温は……寒すぎず、暑すぎず。

　少し湿し気けているが、まずまず過ごしやすかった。

　今、京太郎がいるのは、かつて陶とう磁じ器きを専門に取とり扱あつかっていたと思おぼしき建物の店先である。古びた白色で縁ふち取どられた看板は京太郎に読めない未知の文字が書かれていたが、店の奥おくの陳ちん列れつ棚だなに割れた壺や皿などが並んでいた。

　──異世界っていっても、見たとこ文明レベルは高そうだな。

　しかし、このようにしっかりとした建物が放置されているのはどういう理由だろう。

　嘆たん息そくしつつ、店内から古びた椅い子すとテーブルを持ち出し、通りが見渡せる場所に腰こしかける。

　しかめ面つらでぼんやり外を見ていると、持ち前の能天気さが蘇よみがえってきた。特に根こん拠きよはないが、なんとかなりそうな気がしてくる。

　というかそもそも、どうとでもなるからこそ、自分が送り込まれたのだと思われた。

「……よしっ」

　小さく自分を奮ふん起きさせ、ペンとメモ書きを取り出し、現在自分が保有している情報をまとめにかかる。

　──ええと。ソロモンさんはさっき、なんと言っていたか。

　思いつくまま、情報をメモに書き込んでいく。




【私の仕事＝異世界の管理。

　今いるこの世界は、とても危険な状態？　にあるらしい。

　どれくらい危険かっていうと、あと百年くらいで世界が滅ほろびてしまうくらい。

　それを回かい避ひするためには、……〝マ族〟（恐らくＲＰＧとかで言うところの、魔ま族ぞくってとこか）を救きゆう済さいする必要がある。】




　文章にしてみると実に簡かん潔けつである。

　要するに異世界の救世主になれ、ということだ。物語の登場人物みたいに。

「……………フウム」

　現状を一つ一つ、嚙かんで含めるように確認していく。

　──それにしても、魔族か。

　いかにも、どこかのＲＰＧを下した敷じきにしたみたいな名めい称しようである。

　ちなみに京太郎はまだ、その魔族とやらがどういう存在かも教えてもらっていない。

　少なくとも、ゲームの世界では大たい抵てい、物語の悪役として登場して、肌はだが紫むらさき色いろだったり角つのが生えていたり、……あと、ときどき娯ご楽らく目的で人を殺したりするヤツだが。

　──せめて、話が通じるくらいの連中なら助かるんだが。

　メモを鞄の中にしまい込む。

　そしてその代わりに、一冊の本を取り出した。

　そこには、古びた紺こん色いろの革表紙に金色の文字で、

『Ｒｕｌｅ　ｂｏｏｋ』

　とある。

　裏面を見ると、小さく〝ＷＯＲＬＤ０１４７〟と書かれていた。

　先ほど、何かのついでみたいに『コレ、役立テテネ』と手渡されたものだ。

　その後のざっくりとした説明をすべて真まに受けるとするのであれば、──この『ルールブック』を使うことで、




「この世界のルールを改変できる、か……」




　京太郎はまず、『ルールブック』を精せい査さする作業から始めることにした。

　その中身をぱらぱらとめくり、最初に書かれた文字列にざっと目を走らせる。

〝管理者用〟と赤くて大きいハンコを押おされたその本の索さく引いんは六つ。

《基き礎そルール》《時間・空間》《文化・思想》《生命》《技術》《管理情報》。

　このうち、今の京太郎に改変する権限があるのは、《生命》《技術》《管理情報》だけらしい。試ためしにそれ以外のページにテスト感覚で書き込んだところ、すうっと、溶けるように文字が消えてしまった。

「へえ……」

　後なってみれば実に些さ細さいなことであったが、これは京太郎が初めて魔ま法ほうを体験した瞬しゆん間かんである。

　京太郎はまず、自分には弄いじれないという《基礎ルール》の最初の項こう目もくに視線を走らせた。




【名称：天

　番号：ＳＴ‐１

　説明：上の方。この世界の上空には、虚きよ無むのみが広がっている。】




【名称：地

　番号：ＳＴ‐２

　説明：基本的にはランダムに配置された土によって形成されている。地にある全ての存在には生命のエネルギーが宿っており、それらは万物の命の根源である。

　補ほ遺い：この世界は巨大なテーブル状である。】




【名称：光

　番号：ＳＴ‐３

　説明：なんか忘れてると思ったらこれ。全てを照らす神エネルギー的な何か。

　補遺：細かい設定はまた今度考えることにする。】




【名称：闇やみ

　番号：ＳＴ‐４

　説明：光とは真逆のもの。半日周期で光は消しよう滅めつするため、その代わりに世界に満ちるもの。

　補遺：今はまだ構想段階だが、闇を喰って生きる、みたいな、超クールな生命体を考えるつもり。】




【名称：空気

　番号：ＳＴ‐５

　説明：空気とは、ＷＯＲＬＤ０１４７を包む大気の下層部に存在する気体である。

　空気中には生命エネルギーが漂ただよっており、そのエネルギーはこの世界に存在するほぼ全ての生き物の活動に必要不可欠のものである。

　以上の性質から、一定時間空気を身体に取り込めなかった生命は死亡するものとする。】




　──神様ってのはずいぶん、ざっくりとした書き方をするんだな。

　京太郎は唇くちびるをへの字にして途と中ちゆうを読み飛ばし、ぱらぱらとページをめくる。




【名称：人族

　番号：ＳＴ‐１６８

　説明：我われと同じ形のもの。これまで創つくった、魚とか鳥とか地を這はうものは基本、全部コイツらの手下ということにする。つまり強キャラ。

　コイツらは毒とかその辺の例外を除のぞいてなんでも食えるし、他の動物に比べてセックスするとかなり気持ちいいってことにする。なのですごい増える。

　増えすぎるといけないので、我々に比べてすごい死にやすいことにする。

　イメージとしては、一日に千人死ぬけど、代わりに千五百人くらい子供が産まれるとか、そういう感じ？

　補遺：一応、この世界はこいつらで地が満ちるようにする予定。】




【名称：魔族

　番号：ＳＴ‐１６９

　説明：人族と対ついを為なす存在。いろんな形をした愉ゆ快かいで知的な生き物の総そう称しよう。

　精神のエネルギーを物理的に作用させる能力を持っていて、一般的な人族の百倍くらい強い。

　でもその分、あんまり数を増やすのが得意じゃない。】




「精神のエネルギーを物理的に……、か」

　だんだん、文脈がわかってきた気がした。

「なんというか、……ＲＰＧだな」

　この世界をデザインした何者かに少し親近感を覚える。

　恐らくこの『ルールブック』の書き手は、古き良き日本産のロールプレイングゲームを下敷きにしたようなファンタジー世界を創造したかったのだろう。

　不思議とその気持ちはよくわかった。

　自分も十代の頃は、剣けんと魔法の世界で冒ぼう険けんしたいと願ったものである。

　そこでいったん、京太郎は『ルールブック』を読みふけるのを止やめにして、行動を開始することにした。

　──ここでこうしていても始まらないしな。

　そう思えたためだ。

　とりあえず、今いる場所を把は握あくして、世界の情勢を理解する。

　じゃっかん慎しん重ちようさを欠いている気がしたが、無理もなかった。

　もし、自分をこの世界に連れてきた者が何か、……神とか宇宙人とか、そーいう超常的なサムシングなのであれば、怠たい惰だであることが許されるはずがない。

　とにかく今日中に何か一つ、成果を残さなければ。





　　　　▼






　それから京太郎は、一時間ほどその廃はい都とを歩き回った。

　で、わかったことがある。

　なんだか、壮そう大だいに時間を無む駄だにしている気がする、と。

　というのもこの空間、とてつもなく広いのである。

　新宿駅こそがこの世で最も広大な地下迷宮だと思い込んでいたのだが、ここはそれよりも遙はるかに規模が大きい。

　どうやらこの廃はい棄きされた都市は、およそ百メートルごとに区切られた碁ご盤ばん目め状じようになっていて、構造そのものはわりと単純らしい。

　とはいえ、倒とう壊かいした建造物や複雑な高低差が重なって、街はほとんど迷宮と化していることは間ま違ちがいないのだが……。

「おーい、誰かーっ！　誰かいませんかーっ」

　ダメ元で何度か叫さけんでみたが、声は虚空に反響するばかり。

　緑豊かな場所であるにもかかわらず、この辺を根城にしている動物はいないらしい。

「やれやれ」

　少し、くたびれてしまった。ここ最近運動不足であるせいだ。五、六年前であればこのくらい屁へでもなかったというのに。

　──こうなってくると、できるだけ早くこの区域から脱だつ出しゆつすべきか。

　京太郎はスーツが汚れるのもお構いなしに近場の石段に腰こし掛かけ、再び『ルールブック』を取り出す。

　そしてポケットから万年筆を取り出し、ほとんど思いつくままに『ルールブック』の空あきスペースに文字を書き込んだ。




【何か足になるもの】




　しかし、例のごとくすうっと文字が掻かき消きえる。

　──確かソロモンさんは……これを使え、とか言ってたけど。どう使うんだ？

　そこで、先ほど見た文面を思い出し、




【名称：ジテンシャ】




　と書き込む。

　今度は文字が消えなかった。

　──なるほど。ちゃんとフォーマットに沿そって書かないと役に立たないのか。

　そこで、さらに続きを書き込むことに。




【番号：ＳＫ‐１】




　番号の上にくっつけた文字には深い意味はない。単純に、坂本京太郎のイニシャルを使っただけである。




【説明：管理人である、坂本京太郎の足になる乗りもの。ペダルをこぐことで車輪が回り、前進する。

　車体は白色でかなり軽く、こぐのにほとんど力がいらないのが特とく徴ちよう。

　サドルは凸でこ凹ぼこでも尻しりが痛くならないよう、柔やわらかめのクッションにしてほしい。

　あと車輪はかなり頑がん丈じように出来ていてちょっとやそっとでは壊こわれないってことで。】




「あとは……ええと……電動式にすべきかな。ああでも、そうなるとどこで充じゆう電でんするんだって話になるし……」

　などと考え込んでいると、──突とつ然ぜんだった。

　ビシ！　と空気を裂さくような音がして稲いな光びかりが走り、目映い光線を発しながら、京太郎の目の前で何かが形成されていく。

「お、おお！」

　京太郎の胸ぐらいの高さに二つの車輪。

　白く、頑がん強きようそうなボディ。

　そして、──毛むくじゃらの尻尾しつぽ。

「お、おおおっ、……お？」

　時が経つにつれ、それは京太郎が思い描えがいていたのとは少し違ちがう形をとっていることに気づき始める。

『ＭＭＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯ、ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ』

　まずそれは、京太郎の知る〝自転車〟ではなかった。

　どちらかというと、馬……いや、驢ろ馬ばに近い。

　驢馬と決定的に違うのは、その脚きやく部ぶが四つの車輪である点、腹と思おぼしき部位からペダルと思しき部位が生えている点だろうか。

「う、う、うわっ。キモッ！」

　自身の創造物でありながら、思わずそう言ってしまったのも無理からぬ話である。

　京太郎の常識において、身体に車輪が組み込まれている生命体というのは存在しない。

　産み出された新生物のホイール部は、どうやら骨が変化したような物質で構成されているようで、いかにも脆もろそうに見えた。また、地面に接地している部位はちゃんとタイヤ状に変化していて、そこには分厚い皮ひ膚ふが張ってあるらしい。

『ＭＯＯＯ…………』

〝ジテンシャ〟が、どこか哀かなしげに鳴く。

「なッ、な、な、な……」

　なんでこんなことに。

　とてつもなく背徳的な真ま似ねをしてしまったという実感があった。

　喩えるなら、この宇宙に存在する、ありとあらゆる生命体を辱はずかしめてしまったかのような。

　慌あわてて『ルールブック』で確認したところ、原因は明白であった。

　どうやら京太郎は、『ルールブック』内における〝生命〟の欄らんに先ほどの文面を書き込んでいたらしい。

　恐らくだが、〝ジテンシャ〟は〝技術〟あるいは〝管理情報〟に書き込むべき情報であったようだ。

「こ、これはマズい……はやく消さないと……」

　と、先ほど『ルールブック』　に書き込んだ部分を消し去ろうとする……が。

『ＭＭＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ』

　明らかに意思を持った目と目が合う。

「う…………」

　万年筆を握りしめる指が、ぶるぶると震ふるえた。

　いますぐ〝ジテンシャ〟をこの世から消し去ってしまわねば、情が芽め生ばえてしまうのは明白だった。

「う、うう、う……………………うううう…………」

　喉のどの奥から、獣けもののようなうなり声がでる。

「うう………」

『ＭＯ…………』





　　　　▼






　結局、京太郎は〝ジテンシャ〟を消すことは出来なかった。




　十分後、時速五十キロで迷宮都市内を走り回る京太郎の姿がそこにあった。

　乗ってみると、〝ジテンシャ〟は意外なほど快適だった。

『ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ』

　幅はば四、五メートルほどの道路を猛もう烈れつな勢いで進みながらも、尻から伝わってくる衝しよう撃げきはほとんどない。片手を離はなしてスマホを眺ながめる余よ裕ゆうもあるくらいだった。

「いいぞ、……そのまま、人族か魔族のどっちかがいる場所まで案内してくれ」

『ＭＯ！』

　また、〝ジテンシャ〟は人語を解し、ある程度は自律走行が可能らしく、口で説明すればどんなところにも案内してくれるようだ。

　十数分も走った頃には、京太郎はこの不思議な生き物を好きになり始めていた。

　先ほど即行で消そうとした埋うめ合あわせという訳ではないが、

「いやー、君を創って良かったよ！」

　そう言ってやる。

　すると〝ジテンシャ〟は嬉うれしそうに数度、いなないた。

　中学生の林間合宿で馬に乗ったことがあるが、あれもここまで賢かしこい生き物ではなかっただろう。

　せっかくなので、スマホの録画機能を使って馬上（？）の風景を撮りながら、京太郎は口元に笑みをたたえる。

　自分の脳みその中の、異常な事実を受け入れるための部分がもの凄すごい勢いで開かい拓たくされていくような気がしていた。

　──もう今後、どんなことが起こっても驚く気がしないな。

　実のところそれは全くの勘かん違ちがい、ただの思い込みに過ぎないのだが、少なくともそのときの京太郎はそう思う。

　彼が最初の人族、──そして〝魔族〟と出会ったのは、それから数十分ほど走ったころであった。





　　　　▼






　なだらかな石いし畳だたみの上を走っていると、身体に負担がかからない程度に〝ジテンシャ〟が速度を落としていくのに気付く。

「……どうした？」

　独ひとり言ごつと、キィン、キィンと、耳に鋭するどく、金属の打ち合う音が聞こえた。

「おっ、おおっ。やってるやってる」

　どうやら、この先にある区画で大立ち回りが繰くり広ひろげられているらしい。

〝ジテンシャ〟を降り、慎重に身を隠かくしながら様子をうかがう。

　争う者たちの姿は、すぐに見つかった。

　片や、革の鎧よろいに身を包んだ人間たち。

　それに対するのは、──明らかに人外のものだ。

　身体は人間に近い形状だが、首から上が……巨大な蜥蜴とかげのものにすげ替かえられている。

　京太郎は、すぐさまそれが何者か察することができた。

　──ゲームで言うところの……〝リザードマン〟ってとこか。

　そう仮定してみると、意外なほどすんなりその異い形ぎようの存在を受け入れられる。

　全身をびっちりと覆った赤い鱗うろこに、高さ三メートルほどの巨きよ軀く。

　心臓と股こ間かんのみ保護するように造られた鋼鉄の鎧は、それだけで京太郎の手に余るほどの重量感がある。

　その左ひだり腕うでには円形の盾。

　右手には青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうをお化けにしたような剣が握られていた。

　骨、肉、鱗うろこ、尾お、武装。

　どれをとってもリザードマンは鈍どん重じゆうそうな見た目であるのに、その動きは異様なほど俊しゆん敏びんである。

　──なんか……アニメでも観みてるみたいだ。

　距きよ離りが離れているせいだろうか。京太郎にはそれが、とても現実感のある光景には見えない。

　まるで、テレビ画面の中にいる怪かい獣じゆうでも眺めているような気分であった。

　リザードマンの数は三体。

　人間の数は六人。

　戦せん闘とうはリザードマン優勢に見えた。

　なにせこの怪かい物ぶつ、手持ちの剣を振るうだけで強きよう烈れつな風圧を巻き起こし、口からは燃えさかる火か炎えんを吐はいている。

「すっげ……」

　さすがにその光景には心打たれて、しばらく見守っていたい気持ちに駆かられる。

　だが、すぐさま自分の使命を思い出し、『ルールブック』を開いた。

　目を走らせたのは、本の中でも最後の方……〝管理情報〟の項目。

　先ほど簡単に確認したところ、どうやらここは、他ならぬ京太郎自身の性質を決定づけるものらしい。

　ここに来るまでの間、京太郎はすでにいくつかの項目を書き込んでいた。




【管理情報：その１

　管理者の言葉は聞き手の母国語に変へん換かんされる。また、異世界人の言葉も管理者には日本語に変換される。】




【管理情報：その２

　管理者の身体、および管理者の衣服・持ち物（特に眼鏡めがね）は、ありとあらゆるダメージを受け付けない。】




【管理情報：その３

　管理者の精神に干かん渉しようするような術は一切受け付けない。】




【管理情報：その４

　管理者を攻こう撃げきしようとする全ての術は発動しない。】




【管理情報：その５

　管理者の周囲十メートル以内で、管理者に向けて使われた危険物は、全て自じ壊かいする。】




「よし……、と」

　我ながら慎重すぎるだろうかと思う。

　その３と４とか、意味、ほとんど被かぶってるし。

　とはいえ、他ならぬ自分自身の安全のためだ。用心しすぎるということはない。

　念のため、近場にあった棒きれで自分の手を叩たたいてみた。

　すると、棒きれは手に当たる瞬間、塵ちりとなり、空気中に溶けて消えてしまう。

「よし」

　これで一安心。そして大きく深呼吸。

「…………………………………！」

　覚悟を決めて、ゆっくりと歩を踏ふみ出す。

　そこで、人間の一人がリザードマンの一いち撃げきを腹部に受け、血液をぱっと宙に舞まわせた。

「しまッ……！　マルガレーテ！」

　悲鳴。どうやらやられたのはマルガレーテという人族らしい。

　さすがに少し慌てた。歩いていっては間に合わない。

　ので、実に数年ぶりに全ぜん力りよく疾しつ走そうすることになった。

「待て、待て待て待てきみたちっ！　そこまでだ！」

　そう叫びながら両者の間に割って入る。

「一般人っ!?　こんなところにっ？」

　人間の一人、……ふわふわしたブロンド髪が特徴的な女性が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　京太郎はそれを無視して、

「喧けん嘩かはよくない。みんな、落ち着け」

　両者の間に割って入る。間かん髪はつを入れず、その首元めがけてリザードマンの剣が振り下ろされた。間近で見るそれは京太郎の想定を遙かに上回り、素早く、躱かわしようもない。

「────ッ！」

　あまりの迫はく力りよくに、さすがに背筋が凍こおった……が、怪物の一撃は『ルールブック』が示すとおり無効化され、むしろ剣の方が根本から腐くされ落おちていく。

『ナ、ナンダぁ!?』

　野太い声を上げたのは、リザードマンの方である。

　──あ、よかった、こいつらもちゃんと話通じるのか。

　内心ほっとしつつ、

「私は君たちの敵じゃない。だから今回のところは引き下がってくれないかな」

　蜥蜴の頭を持ち、口から火を噴ふく怪物に向けたものとしては、我ながらかなり説得力に欠ける言葉だと思う。

　彼らは京太郎の言葉を無視し、当然の権利と言わんばかりに二度、巨大な剣を振り下ろす。──結果として、彼らの武器が二つ、使い物にならなくなった。

　その様子から一転攻こう勢せいに出たのは、人族の戦士である。

「今がチャンスだ、ソフィア！」

　若い、小こ柄がらな青年が短たん剣けんをとる。

　もちろん、京太郎は彼の前にも立ちはだかる必要があった。

　今の京太郎はどちらかというとむしろ、蜥蜴頭の連中に味方する必要があったためだ。

「だから、喧嘩はやめるんだ。君ら、もっとこう平和的に、じゃんけんとかで決着つけるわけにはいかんのか」

「なっ！　お前、じゃ、邪じや魔まするのか！」

「いや、邪魔とかそういうんじゃなくってさ」

　泥どろと血で汚れた青年が、およそ正気の人間に向けるものとは思えない顔を向けてくる。

　そんな彼の手のひらで、短剣がボロボロと崩れ落ちていった。

「──う、噓だろッ！　俺おれの剣がッ」

　京太郎は苦い表情で両の手を叩き、

「ほらみんな、解散！　解散！」

　そう言ったが、この場を穏おん便びんに引き分けたいと思っているのはどうやら、この世界で坂本京太郎一人だけのようだ。

　武器を失ったリザードマンは、それでもまったく戦意を失っていないらしく、京太郎につかみかかる。

　無力な京太郎は人形のように捕とらえられ、もの凄い力で身体を締しめ付つけられた。

　……が、もちろん痛くもかゆくもない。

　京太郎は、「間近で見るとこの顔、鱗がびっしり生えてて不気味だな」と、思った。

『ナ、ナンダァ!?　オメェ……』

　さすがに不気味に思ったのか、リザードマンの目が見開かれる。

「私は君らの味方だよ。信じてくれ」

　慈じ母ぼをイメージした表情を作ってみる。

　だがどうやらこの場において、京太郎の話す言葉は一切受け入れられないことが決まったらしい。

『オイ、ナニヤッテル！　カセ！』

　しばらく、京太郎はリザードマンの間で人形のように手渡しされ、地面に叩き付けられたり、鋭い爪つめで引っかかれたりした。

　無論、京太郎には傷一つつかない。リザードマンたちの爪が丸くなり、スーツが埃ほこりで少し汚れた程度である。

　その間も京太郎は熱心に和わ平へい交こう渉しようを試みていたが、

『……コイツ、キモチワルイ！』

　不覚にも率直な感想がリザードマンの口から発された時はちょっどだけクスッとした。

「もういいだろ。……痛い想いをする前に、みんな仲良くしなさい」

　勝者の笑みを浮かべつつ、お父さんのように言ってやる。

　とはいえ、目の前の怪物を叩きのめすようなルールは書き込んでいなかったため、そのときの京太郎は、実質的な戦闘能力など皆かい無むに等しいのだが。

『クソッ！』

　リザードマンは、『シーッ、シーッ！』と、独特な呼吸音による合図を発して、一目散に立ち去ってしまった。

　残されたのは、上着をはたく三十過ぎの男が一人。

　そして、どういう表カ情オをすればいいかわからずにいる人族の戦士たちであった。

「助かった……のか……？」

　人族の一人、──茶ちや髪ぱつの青年が呟つぶやく。

　先ほど、京太郎に向けてナイフを振り回そうとした彼だ。

「あんた、何者だ？」

　危機が去ってなお青年は警けい戒かいを解かず、その姿はどこか喧けん嘩か腰ごしの野の良ら猫ねこを思わせる。

　京太郎はさっそくポケットから名めい刺しを取り出そうとして、そういえばその手のものは一切ソロモンから受け取っていなかったことを思い出した。

「どうも初めまして。私は坂本京太郎といいます。以後よろしく」

　こういうときは笑顔と人当たりの良さで勝負するしかない。「どうも」の部分は普段より高めのトーンで、嚙かみつく肉にく食しよく獣じゆうをイメージして笑顔を作るのがコツだ。

「あっ……どーも……俺はロアっす……」

　京太郎の人当たりの良さをどう受け取ったのか、ロアは後頭部をぼりぼりと掻く。

　握あく手しゆを求めると嚙みつかれそうな気配があったので、京太郎は素早く話題を脇わきにそらせた。

　先ほどリザードマンに切り裂かれた女性を指し示し、

「ところで、……その人の怪け我がを治してやりたいんだけど、いいかな」

　すると、ロアは隣となりにいるブロンド髪の女性に視線を向けた。

「おい、こー言ってるけどソフィア、どうする……？」

　どうやら彼女がこのパーティのリーダー的存在らしい。冒ぼう険けん家かのリーダーが女性であることに少なからず驚きつつも、異世界ではそういうこともあるかと勝手に納得する。

〝ソフィア〟は、神経質そうなか細い声で訊きいた。

「……失礼ですが、医い術じゆつの心得が？」

「そうだな。そんなところだ」

　言いながら、京太郎は『ルールブック』を取り出し、




【管理情報：その６

　管理人が『治れ』と言いながら手を添そえた場合、その箇か所しよの傷は全快する。】




　という文章を書き込む。

「……とはいえ、……彼女はもう……」

　わかっている。

　地面に倒たおれ込こんだその女性は、素人しろうと目めにも明らかに死を目前としていた。

　京太郎は、マルガレーテというらしいその娘の傍かたわらに片膝をつき、赤黒いものがはみ出ている部分に手をかざす。

「──『治れ』」

　手が発光するとか、癒いやしのエネルギーが放たれるとか、特にそういう不思議な演出が起こることもなく、致ち命めい傷しようと思われたマルガレーテの怪我は跡あと形かたもなく消え去った。

「これでよし」

「あッ……あんたやっぱり、なんかの魔法が使えるのか？」

「まあ、そんなところだ。……他に怪我を治したい人、いる？」

　すると、彼らは互たがいに目を見合わせ、

「……いや、俺たちは必要ない」

　どうやら、まだ警戒されているらしい。

　──あるいはひょっとしてこの世界じゃ、この手の術は禁きん忌きとされてる、とか？

　いくらなんでも、少し軽率に力を使いすぎただろうか？

　とはいえ、死にかけた人を放っておく選せん択たく肢しがなかったのも事実だ。

「あなた、何者でして？」

　ソフィアが、半ば仲間を庇かばうように立ち、口を開いた。

　彼女らの様子はまるで、京太郎がいま、ダイナマイトの爆ばく破はスイッチを握っているかのようである。

「ええと……私は……」

　しばし、京太郎はなんと応えるべきか迷ってから、

「君らと同じ人間で……ごく普ふ通つうの……一般的な……正義の……魔法使いだ」

「正義の魔法使い？」

「正義」とつけたのは、とにかく相手に危害を加くわえるつもりがないことを伝える必要があったためだ。

　ソフィアは、少しだけ目を丸くした後、

「でもあなた、無認可の一般人でなくって？　〝紋もん章しよう〟もないのに〝迷宮〟の第三階層まで潜もぐるなんて、命知らずにもほどがあってよ」

「ええと……。実を言うと私は田舎いなか者ものでね。この辺のこと、何も知らないんだ。……その、〝紋章〟っていうのは……？」

「〝紋章〟を知らない……？」

　ソフィアはますます変な顔をして、

「〝紋章〟というのは、これのことです」

　すると、六人の人族はそれぞれ、左手の甲こうを京太郎に見せた。

　それぞれの手には、竜りゆうを単純化したと思われるデザインの紋章が刻み込まれている。

「これは、政府公認の探索者スカベンジヤー、──〝勇者の仲間〟である印。これを刻まれた者は不死となり、万一冒険の途中で息いき絶たえても教会で蘇るのです」

「なんだと？　……勇者？　……教会？」

「ええ。異国の人でも、教会に顔を出したことくらいはあるでしょう？」

「……面白いな」

　言いながら、内心では笑いをこらえている。

　どうやらこの世界は、京太郎もなじみのあるゲームの世界観を下敷きにして創られていることは間違いなさそうだ。

「でも心配いらないよ。さっきの戦いを見たろ。私は無敵なんだ」

「そうかもしれませんが、慢まん心しんは禁物です。……言っておきますがあなた、怪我しないうちにさっさと街まで戻ることを助言します。……どうでしょう。仲間を癒やしてもらった恩がありますし、今なら、街までご一いつ緒しよしますが」

「必要ない。私には私の目的がある」

「目的？」

「魔族と接せつ触しよくしたいんだ」

「魔族というと……さきほどの〝亜デ人ミ〟のような？」

　なるほど。やっぱりさっきのリザードマンも魔族の一種なのか。

「そうだな。できれば友好的に話せるようなのがいればいいんだが。……すまないが、そういう魔族に心当たりはないかな」

「ゆ、友好的な魔族、ですか……？」

　まるで「塩しお辛からい砂糖を知らないか」と問われたような顔だ。

「申し訳ありませんが、そのような話は……」

　──やはり魔族は皆みな、敵対的なのが普通なのか。

　この世界がゲームを元に創られているのであれば、それも無理からぬ話ではある。

　例外こそあれ、魔族というと、創作の世界では悪役として登場するのが一般的だ。

　──そうなると、これからやらなければならない仕事は、かなり手間がかかることになる、が……。

　とはいえ、そうでなくてはつまらない、という気持ちもあった。

　ここ数年間ずっと、やり甲が斐いのある何かを探し続けてきたのだ。むしろそれくらいの方が気合いが入るというものである。

「それじゃ」

「お、おい、ちょっと待て！」

　立ち去ろうとする京太郎に向けて、ロアが叫んだ。

　感謝の言葉でも言われるのかと思ったら、

「さっきの戦いで短剣が壊れちまった。……これ、あんたの術のせいなんだろ？　どーしてくれる」

「こ、こらちょっと、ロア！」

　ソフィアが驚いてたしなめる。が、ロアは止まらなかった。

「だってしょうがないだろ！　安物じゃないんだぞ！」

「む。そうだったのかい？」

「ああッ。俺たちが一年かけて貯ためた金で買った〝マジック・アイテム〟だ」

「そりゃ悪いことしたな」

　眉み間けんにしわを寄せる。

　青年の目には、絶対に引き下がらないという決意が感じられた。

「じゃあ、どういう効果のアイテムだったか教えてくれ」

「……。刃はに、北都で育てられたワイバーンの尾が使われてる。……これで切り裂かれた者は、大小問わず、身体がしびれて動けなくなるんだ」

「ふむ」

　京太郎は、『ルールブック』を取り出し、




【名称：スタン・エッヂ

　番号：ＳＫ‐２

　説明：刃は渡わたり二十センチほどの短剣。

　柄えにあるスイッチを入れた状態でこの短剣の刃に触ふれた者は、しびれて五分ほど身動きがとれなくなる。】




　そう書き込み、ぽんっと一本の短剣を産み出す。

　京太郎はそれをロアに渡して、簡単に使い方を教えてやった。

　ロアは、しばらくうさんくさそうにそれを眺めていたが、

「まあ、……悪くない、な」

「それ、世界で一本しかないから、なくすなよ」
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「ああ。サンキュ」

　どうやら納得してもらえたらしい。

〝ワイバーンの尾〟云うん々ぬんの話を全て真に受けたわけではなかったが、仮に噓ならそれでも構わないと思う。

　恐れられるよりは、まだ嘗なめられている方がよっぽど情報を引き出しやすい。

　大切なのは、ここで彼らと友好的な関係を結んでおくことだ。

　いま、京太郎にとってなによりも価値が高いのは、この世界における人脈である。

「本当に、何から何まですいません」

　ソフィアが、弟のワガママに困り果てる姉のように頭を下げた。

　京太郎は苦笑交じりに左手を振って、今度こそ彼らから離れる。

　──多少の情報は得られた……が。

　少し、無駄に時間を取られてしまったかもしれない。

　ソフィアたちから離れたあと、〝ジテンシャ〟に跨またがった京太郎の行く道は決まっていた。

　目指すは一路、──魔族の住すみ処か。




〝リザードマン〟たちの後を追うのだ。






幕間その１　『奇妙な男』






　あの奇妙な男と別れてから、二、三時間ほど歩いた頃だろうか。




　迷宮都市を抜け、第二階層にある〝奈な落らくの水源〟と呼ばれる闇やみ色いろの湖みずうみのそばの休きゆう憩けい所しよを見つけたソフィアたちは、そこでしばしの小休止をとることになる。

　休憩所は探索者スカベンジヤーのために聖者が祝福を施ほどこしたもので、魔ま物ものに襲おそわれる心配もない。

　緊きん張ちようから解き放たれ、仲間たちは思い思いの方法で心と身体からだを休めていた。

　ジョニーは革の鎧よろいを脱ぬぎ、彼の故郷に伝わる不思議な体操を踊おどりながら。

　ロアは、先ほど手に入れたナイフを丹たん念ねんに磨みがいている。

　ラットマンは今回の探索で得た品物をチェック中。

　マルガレーテは、はしたなくも上着を脱ぎ、さきほど切り裂かれた自分の腹部を、丹念に火にかざして確認していた。

　そこで、

「なあ、ソフィア」

　もうそろそろいいだろう、とばかりに、長身のアクシズが口を開く。

「なんです？」

　その押し殺した口調はどこか、まだあの男がこちらを見み張はっていることを懸け念ねんしているかのようだ。

「あいつ……結局何者だったと思う」

「さあ」

　ソフィアは、長いブロンド髪がみを手て櫛ぐしでかき上げて、

「ただ、尋じん常じようの者でないことは間ま違ちがいありませんワね」

「きっと、良いい奴やつさ！」

　ロアが、白い歯を見せながら口を挟はさむ。

「見ろよ、この短剣。……すげえ上物だぜ。こんなのタダで譲ゆずってくれるんだからさ」

「まったく。あなた、危険な橋を渡わたったんですワよ。……なんですか、北のワイバーンって」

「でも、俺おれだってそういう触ふれ込こみで買わされたものなんだ」

「馬ば鹿かねえ。そういう話をしているのでは……」

「それに、〝マジック・アイテム〟云うん々ぬんは噓うそだとしても、あれは俺の宝物だったんだ。思い入れを計算すりゃあ、トントンさ」

「やれやれ……」

　数年前、薄うす汚よごれた酒場の片かた隅すみで虐ぎやく待たいされていたロアと出会ってから、彼のコソ泥どろめいた性格を変えようとソフィアは幾いく度たびも努力してきた。

　だが、カンテラの底にこびりついた油のように、彼の性質も度どし難がたいものであるらしい。

「何にせよ、あれも迷宮の伝説の一つってところか」

　確かにこの迷宮では、人じん智ちを超こえたことがしょっちゅう起こる。

　それも無理はない。ここは、魔ま族ぞくが棲すまう最後の土地なのだ。

「アームズマン家の次男が喜びそうな土産みやげ話ばなしができたってとこだな。そうだろ？」

「あの夢想家の坊ぼうや、ですか」

　ソフィアの口調に苦いものが混じる。彼とは幼なじみで、同じ学校に通っていた時期もあるのだ。

「ところで、マルガレーテはもう万全でして？」

　話題を変えるつもりで、数刻前に致ち命めい傷しようを負った仲間に声をかける。

「……まあね。むしろ迷宮に潜もぐる前よりも元気かもしれない。それが逆に不気味だわ」

「ふむ」

「その、……〝正義の魔法使い〟だっけ？　そいつ、どういう格好のやつだったの？」

「あら。見てなかったので？」

「どうせ死ぬと思ったから、自分から意識を失うことにしていたんだよ」

「……そりゃまた、器用な真ま似ねを」

「死ぬ瞬間が一番嫌いやな感じするからねぇ。……で？」

「え？」

「どういうやつだったんだい？　その魔法使いっての」

　ソフィアは少し迷ってから、〝彼〟の外見を簡単に説明する。

　東方系の人種。黒髪。ぼさぼさ頭に、健康的な肌。死んだ魚のように気力の欠けた眼。

　そして、──上等な革の鞄かばんと靴くつ、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねに、貴族がダンス・パーティに着ていくような、しっかりとした布地で作られたネクタイとスーツ。

「……何だい、それ。ネクタイ？　迷宮探索に？」

「ええ」

「ちょっと信じられないわね」

「実際に目まの当あたりにした我々もそうなのですから、無理もないですね」

「魔族の線は？」

「それはないでしょう。本型のマジック・アイテムを使っていましたから」

　魔法は、古来から魔族が操あやつるものだ。

　人族である限り、マジック・アイテムの助けなしに術を行使することはできない。

「あるいは、怪あやしまれないためにそう見せかけてるだけかも知れない」

　マルガレーテは、その口調にじゃっかんの不安を滲にじませている。

　無理もない。

　ここ最近も、夢魔サキユバスに妙みような術をかけられ、魂たましいが汚お染せんされてしまった探索者が出たと聞いたことがある。

〝勇者〟の祝福を受けたソフィアたちの肉体は基本的に不死だが、決して無敵ではない。

　堕だ落らくし、生きる価値を見失ってしまったものの蘇そ生せいは教会も嫌がるし、仲間も費用を払いたがらないだろう。

　一般に、探索者は情が深く、仲間想いの連中だと思われているが、それは単に仲間に良く思われていないと蘇生費用をケチられる可能性があるために過すぎない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。……少なくとも彼に悪意は感じられませんでしたし」

「馬鹿ねえ。悪意の隠し方が巧うまいのが、魔族ってやつでしょうが」

「ふむ……」

「まあ、リーダーがそういうなら、……あたしは信じるしかないけど？」

　ソフィアは内心、自分の軽率な行動を悔くやむ。

　探索者たちは時に、妙な術をかけられるくらいなら、さっさと自分で命を絶たった方がマシ……という状じよう況きように出くわすことがある。

　もちろん、そういうのはとてつもなく気の滅め入いる行こう為いであるし、できることなら五体満足で街に戻るのがベストなのだが。

「わかりました。マルガレーテは戻り次第、懇こん意いにしている解かい呪じゆ師しに看みてもらうことにしましょう」

「……ふむ。まー、お嬢じよう様さまが金出してくれるなら、安心だけどさ」

　マルガレーテは、そういう言い方が最もソフィアの胸に引っかかるとわかっている。

　とはいえ、この場で言い返す愚ぐを犯すわけにはいかない。探索者にとって一番恐ろしいのは魔族ではない。──仲間割れである。




　信しん頼らいすべき旅の仲間たちの間に、気まずい沈ちん黙もくが生まれていた。






第二話






【名めい称しよう：ジテンシャ

　番号：ＳＫ‐１

　説明：管理人である、坂さか本もと京きよう太た郎ろうの足になる乗りもの。ペダルをこぐことで車輪が回り、前進する。

　車体は白色でかなり軽く、こぐのにほとんど力がいらないのが特とく徴ちよう。

　サドルは凸でこ凹ぼこでも尻しりが痛くならないよう、柔やわらかめのクッションにしてほしい。

　あと車輪はかなり頑がん丈じように出来ていてちょっとやそっとでは壊こわれないってことで。

　補ほ遺い：嗅きゆう覚かくは鋭えい敏びんで、どのような動物の痕こん跡せきも追えるようにする。

　補遺２：やっぱりペダルは不要。自動で動くことにする。あと背もたれもつけて、移動中はゆったり本を読めるような感じで。

　補遺３：タイヤを強化。今より大きめのサイズに。多少の凸凹でも問題なく走行できるようにする。】




〝ジテンシャ〟に関する追加ルールを書き込み、逃にげていったリザードマンの後を追う。

　道中、〝生命〟の欄らんから連中に関する項こう目もくを探してみると、辞書ほどある文面の中から、さほど労ろうせずしてそれを見つけることができた。

　どうやら、頭の中に思い描えがいたワードが自動的に検けん索さくされる仕し様ようらしい。




【名称：リザードマン

　番号：ＧＧ‐１０９６

　説明：蜥蜴とかげ種しゆに魔ま力りよくが宿り、人ひと形がたに変化した魔ま族ぞくの総そう称しよう。

　蜥蜴種は基本的に不老で、かつ無限に成長する生命体であるので、生き続ける限り最終的には必ずリザードマンとなる。

　なお、リザードマンはリザードマンを産まず、中型の蜥蜴種を産むことしかできない。その性質のためか彼かれらは家族を形成することはせず、この世界に存在する多くの生命体と違ちがい、子に対する愛着をほとんど持たない。

　種族的な性格傾けい向こうとしては、縄なわ張ばり意識が強く攻こう撃げき的てきな一方、仲間と認めたものに対しては温情深く、全体主義的な考え方をするものが多い。】




「なるほど……ね」

　全体主義というとあれか。個人の利益よりも社会の利益を優先すべき……、みたいな、そういう考え方のことだよな。

　京太郎は長く嘆たん息そくし、見た目的にも考え方的にも友達になれそうもないと思う。

　とはいえ、こういう世界では、その手の考え方でいる方が生きやすいのかもしれない。





　　　　▼






　都市部を抜ぬけると、今度は苔こけむした広大な洞どう窟くつが広がる一角に出た。

　そこかしこに立ち並んでいる柱のようなものは巨きよ木ぼくかと思いきや、どうやらキノコの一種らしい。見上げると、天てん井じように突つき刺ささるような形で傘かさになっている箇か所しよが覗のぞいている。

　風景が変わっても〝ジテンシャ〟は一切減速することなく、迷宮の中をまっすぐ走り抜けていった。

　途と中ちゆう、敵意むき出しの昆こん虫ちゆうの集団に追いかけられたり、うねうねした触しよく手しゆを持つ食虫（獣けもの？）植物を遠目に見かけるなどしたあたりでようやく、自衛の手段を持つべきだと判断する。

「ええと。……とりあえず、さっきの子に渡わたしたのと同じものでいいかな」

「世界にただ一つ」といった彼には噓うそをつくことになるが、仕方ない。

〝スタン・エッヂ〟を追加でもう一本作りだし、『ルールブック』でこの短たん剣けんのみ例外的に管理者の周辺でも起動を許すことにする。

　短剣を持つと、不思議と少年じみた気持ちが蘇よみがえり、胸が震ふるえた。

　──こういうの、子供の頃ころに持ってたらはしゃいでたんだろうなあ。

　苦笑し、鞄かばんの中に〝スタン・エッヂ〟を丁てい寧ねいにしまう。

　──帰ったらハンズでベルト買ってきて、いつでもナイフを抜けるようにしようか。

　そんな風に考えていると、

『ＭＯＯＯ』

〝ジテンシャ〟が小さくうなって、減速を始めた。

　どうやら目的地が近いらしい。

　さて、ここからだ。自分の器量が試ためされるのは。

　京太郎は内心、気合いを入れる。

　──とにかく情報を得る。できるなら人脈も。

　そんな京太郎の決意を試すように、数本の矢が〝ジテンシャ〟の頭部に突き刺さった。

「──ッ！」

　しまった、〝ジテンシャ〟にも無敵設定を付ふ与よしておくべきだったか。

　一いつ瞬しゆんだけそう思う。

　が、問題はなかった。

　京太郎に向けて放たれた危険物はその効力を失うルールがあったためだ。

　木矢は〝ジテンシャ〟のふかふかの毛に絡からまっているだけで、あっという間に塵ちりと消えていく。

「一時停止ッ！　私が降りたら、安全地帯まで退たい避ひしていなさい」

『ＭＯ…………』

〝ジテンシャ〟は命令に従い、京太郎が降りると即そく座ざにその場を離り脱だつしていった。

　まだ、敵の姿を視界に捉とらえてはいない。

　以前、弓の射程は五十メートルほどだとテレビでやっていたのを見たことがあるから、そこまで離はなれていないはずなのだが。

　──それにたぶん、あのリザードマンの住すみ処かも近いはずだよな。

　京太郎は、苔むした洞窟を慎しん重ちように歩きながら、遮しや蔽へい物ぶつに視線を向ける。

　この洞窟は、横よこ幅はばだけで百メートルはあろうかという広ひろ々びろとした空間だ。そこに背の高い柱にも見える巨きよ大だいキノコが乱立していて、とても視界がひらけているとはいえなかった。

　思考を巡めぐらせている間も、矢が数本、それも正確に心臓を狙ねらったものが突き刺さる。

「うわ、怖こわ……」

　たとえ怪け我がをしないとわかっていても、心臓に悪い。

　京太郎は一人でホラーゲームをやっていてもあまりキャーキャー騒さわぐタイプではないが、この時ばかりは心しん胆たん寒さむからしめるものがあった。

　恐おそらくだが、この矢にはそれだけ明確な殺意が込められているためだろう。

　普ふ通つうに生きていて、ここまで濃のう厚こうな気配を向けられることなどほとんどないに違いなかった。

「こちらは話し合いに来た！　危害を加くわえるつもりはない！」

　両手を挙あげながら前進する。

　とにかく、死角が多いことが気がかりだった。

　いくら無敵だとはいえ、いきなり襲おそいかかられるのは肝きもが冷ひえる。

　当然ながら、暴力で事態を解決するような案は却きやつ下かしていた。

　所しよ詮せん京太郎は雇やとわれの身である。無む闇やみに暴力性を発はつ揮きして良いはずがない、──少なくともその時の京太郎はそう思っていた。

　なお、この心配は全くの杞き憂ゆうであり、たとえこの場にいる魔族を皆みな殺ごろしにしたところで、上司であるソロモンは眉まゆ一つ動かさなかったであろうことを知るのは、それから少し後のことである。

「話を聞いてくれ……聞けよっ、おーい！」

　虚こ空くうに向けて声を荒あららげること、数十回。

　なんだか自分がとんでもない間ま抜ぬけを晒さらしているような気がしていた。

　いろいろなパターンの声かけを試してみたものの、襲しゆう撃げき者しや側の返答はない。

　なんだかひとり芝しば居いをしている気分になりながら、灰色の柱が並び立つ洞窟内を進む。

　洞窟の天井近くには相変わらず謎なぞの発光体が浮ふ遊ゆうしていたが、都市部に比べてその数は明らかに減っており、あたりは少し薄暗くなっているようだ。

「私は、──あんたたちと話がしたいんだがっ。すまんが、誰だれか代表の者と……」

　その時だった。

　のそり、という擬ぎ音おんがぴったり当あてはまる様子で、一人の魔族が顔を出したのは。

　身みの丈たけは京太郎と同じくらいだろうか。

　その魔族の首から上はやはり、人のものではなかった。

　ぴんと真上に立った三角の耳に、暗くら闇やみでもぎらぎらと輝かがやく瞳ひとみ。顔中を覆おおう銀色の毛並みに、口元から覗き見える、鋭するどい牙きば。

　京太郎のファンタジー知識と照らし合わせれば、その正体は自おのずとはっきりしてくる。

　──へえ。人じん狼ろうもいるのか。

　顔を合わせたその怪かい物ぶつは、茶色いチョッキに灰色のズボン、しっかりとした革の長なが靴ぐつを履はいており、いかにも文明人めいて見える。

　彼が間ま違ちがいなく襲撃者の一味だと断言できるのは、その背に矢や筒づつと弓があるためだ。

　とはいえ、少なくとも、──先ほど見かけたリザードマンと比べると、いくぶん話しやすそうには見える。

「あ、どうも……っす」

　一瞬、あまりにも様になっているその立ち姿に目を奪うばわれ、混乱してしまっていた。

　実を言うと、京太郎は数あるファンタジー生物の中でも人狼が世界で一番カッコいいと思っている。

　道ばたでちょっとしたスターに出くわしたような気分で、右手を差し出す。

「私は坂本京太郎だ」

『…………何者だ。何の目的で来た？』

　右手は空気を摑つかむような形になった。

　京太郎はそのまま、

「ある人に頼たのまれて、君たちの手助けに来たんだ」

『…………………はあ？　人族のお前が？』

　そこで気付いたのだが、あるいは『ルールブック』で自分の見た目を変えておけば、ここまで辛しん辣らつな対応を受けずに済んでいたかも知れない。

　とはいえ、今いま更さら後こう悔かいしても遅おそい。京太郎は京太郎の姿のまま、交こう渉しようを続ける必要があった。

「見た目だけ、君たちの敵に近いだけさ。こう見えて私は、こことは違う世界の生まれでね」

『…………………ほう？』

「とにかく、君らの住み処に案内して欲しい。私の望みは、君らの繁はん栄えいを手助けすることなんだ」

『……一応聞くが、……逆の立場だとしてお前、いきなり現れた妙みようなヤツを自分の家に招まねき入いれるか？』

　──ふむ。確かにそれは絶対嫌いやだな。

　そう思う一方で、京太郎は「この狼おおかみ男おとこなら話せばわかる」と確信する。

　先ほどのリザードマンと違って、まだ彼は理性的だと思えたのだ。

「聞いてくれ、私は……」

　その時だった。目の前の〝人狼〟とは別の個体が、京太郎の背後から覆おおい被かぶさるように襲いかかってきたのは。

「うわっ」

　為なす術すべもなく、京太郎は押おし倒たおされる。

　間かん髪はつを入いれず、ぬめっとしたものが口から喉のど元もとにかけて絡みついた。

　ぞおっと背筋が寒くなる。どうやら嚙かみつかれたらしい。

　京太郎は、大学時代に酔よっ払ぱらった部活の先せん輩ぱいに思いっきりベロチューされた時のことを思い出しながら、これは果たして人生二人目のキスにカウントして良いものか、迷う。

『────グッ、グエエエエ………』

　思ったよりも早く拘こう束そくは解とかれた。

　京太郎は苦い顔をして、

「止やめとけって、怪我するのはそっちだぞ」

　どうやら、嚙みついた人狼の牙が壊れてしまったらしい。

『ぐえッ！　ぐうううううッ！』

　声と、胸部の膨ふくらみから判断するに、その人狼はメスのようだった。

　ほっと胸をなで下ろす。

　キスの相手は基本的に女性に限ると常つね々づね思っていたためである。

『──あ、姉あね御ごッ！』『大だい丈じよう夫ぶか！』『この野や郎ろう、何やりやがった！』

　同時に、あちこちの死角に隠かくれていたらしい人狼たちが顔を出した。それぞれ、彼らの体たい軀くにふさわしい長弓で武装している。

　反はん撃げきしたと勘かん違ちがいされる前に、京太郎は素早くメスの人狼にのしかかり、その口こう腔くうに右手を突っ込んだ。

「──治れ」

『ウッグッ、ガッアッ！』

〝姉御〟と呼ばれた人狼はすぐに大人おとなしくなり、やがて『フーッフーッ』と、鼻息荒く京太郎を押しのける。

　右手と口元をハンカチでふきふき、金色の、宝石のように美しい目と目が合う。

『……アンタ、何者だい？』

　眼鏡めがねをくいっ、ネクタイを締しめ直なおしながら、

「坂本京太郎という」

　本日何度目かわからない自己紹しよう介かいをした。

　彼らに本当の意味で言葉が通じたのは、この瞬しゆん間かんであろう。

『……マジで、アタシらとやりあおうって気はない？』

「ああ。神に誓ちかうよ」

『やれやれ』

　京太郎は、そっと手を差さし伸のべる。

　人狼はそれを無視して、自力で立ち上がった。

『さあて。……どう決着つけたものかしら』

「本当に、悪いようにするつもりはないんだけどな」

『わかってないね。タダより高いモンはこの世に存在しないのさ。……あんたが他の人族にアタシらの住み処の場所を売り渡さない理由がどこにある』

「ない」

　京太郎は率そつ直ちよくに言った。

「ただ、ここで引き下がるつもりもない。もしどうしても私を追い返したいのならば、手と品を変え、別のアプローチで君らの住み処に向かうだけだ。……言っておくけれど、その方が君らにとって厄やつ介かいなんじゃないかな」

『…………………そう、かもね』

「わかってくれ。私としては、ただ君らと友好的な関係を築きたいだけなんだ」

『……勝手に人の庭に入り込んで、首根っこ押さえつけるような〝友達〟がいるかね』

「先に手を出したのは君らだろ」

『…………フゥム』

　毛むくじゃらの顔面から、その表情は読み取りづらい。

　だがその時ばかりは京太郎も、彼かの女じよがどういう気持ちでいるかわかる気がした。

『……難なん儀ぎだねえ。こちとら、厄介ごとが溜たまりに溜まってるってのに』

「一応、信しん頼らいは行動で勝ち取るつもりでいる」

『……………ウウム』

　しばし、困こん惑わくと、恐きよう怖ふと、沈ちん黙もくがその場を支配していた。

　京太郎は、百年でもここで粘ねばり続けるつもりでいる。

　その覚かく悟ごが伝わったのだろうか。

　折れたのは、人狼が先だった。

『ついておいで』

　そののち、人狼は名を名乗った。

　セカンドキスの相手の名は、リムと言うらしい。





　　　　▼






　四方を人狼に包囲されながら、ぞろぞろと洞窟内を歩く。

　洞窟、といっても、足下の凹おう凸とつは少なく、舗ほ装そうされた道路とほとんど変わらない。恐らくここも自然に出来たものではなく、先ほどの迷宮都市と同じく、人工的な空間なのだろう。

　とはいえ、ここまで大規模な工事を物理的に行えるとも思えない。

　ここにも何か、人じん智ちを超こえた術が使われていることは間違いなかった。

　道々、盗ぬすむように『ルールブック』で確認したところ、




【名称：ウェアウルフ

　番号：ＧＧ‐１０９１

　説明：人族と狼の子が繁はん殖しよくした種。

　人族は性欲が旺おう盛せいで、男同士、女同士、果ては犬いぬ猫ねこ昆こん虫ちゆう、絵に描かいた餅もちにすら性的興奮を覚える種族であるので、時とき々どきこういうのが産まれても良いことにする。

　ウェアウルフはかなり人族に近しい生命体であり、平均的な知能指数が高く、食性も人族とほぼ同等。亜デ人ミシリーズが群れを形成する場合、基本的にウェアウルフが指導者となることは間違いない。

　補遺：ウェアウルフは人族に化ける術を持っているものが多く、人間の村に紛まぎれて生活している個体もいる。】




　どうやら連中、正式には〝ウェアウルフ〟というらしい。

「人族に化けられる、か……」

　小さく呟つぶやく。

　それは、人間同士であれば聞き逃のがしてしまうようなかすかな音量だったが、

『アンタは化けてるってワケじゃないんだろう？』

　当然のようにリムは応こたえた。

「そうだね。私はこれがありのままの姿だ」

『……あんたが傷つかないのは、そのマジック・アイテムを使ってるからかい？』

　一瞬迷ったが、京太郎は真実を口にする。

「そんなとこだ。……あ、ちなみに忠告しておくが、コレを盗もうったって、痛い思いをするだけだからな」

『わかってるよ。それを予想できないくらい、アタシらは馬ば鹿かじゃない。何かの術がかかってるってことだろ』

「まあね」

　自じ信しん満まん々まんに言うが、実を言うとこれは完全なハッタリだった。いま『ルールブック』を力ちから尽ずくで奪われた場合、京太郎はどうすればいいか見当もつかない。

　素そ知しらぬふりを装いつつ、かつてないほどの速筆で、




【管理情報：その７

　ルールブックはかんりにんいがいさわれません。さわるとビリッとしびれます。】




　と書き込み、大切に鞄の中に仕し舞まう。

『ところで、一つ聞きたいんだがねえ』

「なんでもどうぞ」

『あんたさっき、この場所には仕事しに来てる、……みたいに言ってたよね』

「ああ」

『ってことは、あんたに仕事を依い頼らいした何者かがいるってことだ。違うかい？』

　京太郎は内心、そんなふうに子供に嚙んで含ふくめるように言わなくても良いのに、と思っている。

「そうだな」

『そいつの正体は？』

「それなんだが、私自身、よくわかってないんだ」

『わからない？』

「少し前に、十数分くらいの簡単な講習を受けて、この世界に放り出されたばかりだからね」

　そこで京太郎は一瞬、〝神〟というワードを彼らの前で出すか迷った。

　思うに、あのソロモンと名乗った美形の外国人は恐らく、その手の超ちよう常じよう的てき存在なのではないか。

　だが、確証はなかった。

　ひょっとするとソロモンもまた、京太郎と同じく雇われの身である可能性は捨てきれない。

　適当なことを言って彼らを混乱させるわけにはいかなかった。

「聞いた限りでは……なんでも、魔族が滅ほろびるとこの世界はメチャクチャになってしまって、何もかもおしまいになるらしくてな。それを防ぐ必要があるんだと」

『へえ。そうなのかい？』

「君たちの間で、そういう話は聞かないのかい？」

『……。初耳だね』

「そうか」

『でも、それが事実ならいい気味ってところだ。人族は大喜びでアタシらを殺して回ってるが、結果的にそれは連中の首を絞しめるってことになるワケだろ』

「ああ。……まあ、君の自じ滅めつ願がん望ぼうはともかく、私は君らの置かれている状じよう況きようをひっくり返しに来た、ということだ」

『フウ……ン……』

　辺りが少しずつ暗闇に染まっていく中、値ね踏ぶみするような人狼たちの金色の目だけが輝いて見える。

　恐らく、今の話は半分ほども信用されていないであろう。

　この空気には覚えがあった。

　コミュ力のある友人に誘さそわれて疑ぎ心しん暗あん鬼き系けいのゲームで遊ぶサークルに参加する羽目になったことがある。その時、こっちは完全にシロなのにどれだけ誠意を持って説明しても周囲の信用を得られなかった。

　信頼というのは、言葉で手に入れるものではない。

　行動で勝ち得なければ。

『おい、姉御』

『なんだい？』

『マジで、……この間抜け野郎の与よ太た話ばなしを信じるつもりか？』

　京太郎を取り囲んでいた中の一人が、先導するリムに声をかける。

　ちなみに〝間抜け野郎の与太話〟の部分は、意図的に京太郎に聞こえるよう、声量を上げていた。

『言葉を選びな、フリン』

　京太郎は、〝フリン〟と呼ばれた人狼の外見と名を素早く観察し、記き憶おくする。

　敵意を持って接する者がいるのであれば、むしろそこから信頼を得ていくべきだ。それが自分の立場を明確にする近道だとわかっている。

『だが、村には……余分な食しよく糧りようだってもう、……』

「あ、食べ物なら厄介になる必要はないよ。そんなに腹減ってないし」

『うるせえっ。お前には聞いてないっ』

　──さっきも思ったけどこいつら、怒おこると牙をむくんだな。

『なあ、フリン。もうちょっと前向きに考えなよ。吉きつ兆ちようの可能性だってあるじゃないか』

『しかし……』

『わかってるだろ。長年〝迷宮〟の守護者だった火か竜りゆうのオッサンまで殺やられちまって、……都市部まで人族が入り込んできた以上、アタシ等らは進退きわまってるんだ』

『じゃあ……やっぱりもっと下の階層へ逃げるしか』

『馬鹿言うんじゃない。アタシ等じゃあ下層の怪物どもとは渡り合えない。ガキどもだっているんだよ？』

『それはそうかも、だが……ッ』

　フリンは、この議論に勝つのは無理筋だと気付いたらしく、さりげなく話題を変えた。

『──竜のオッサンはまだ死んじゃいない可能性だってッ！』

『そうだとしても、人族の侵しん入にゆうを止められなくなっちまったんだから一いつ緒しよさ。……頼みの〝魔ま女じよ〟様からの連れん絡らくもないし、……これが、目の前に垂たらされた最後の蜘く蛛もの糸の可能性もある』

　気まずい空気が流れた。

　京太郎は、全身にちくちくするものを感じながら、ただ歩くことしかできない。

　はっきりしているのは、リムが決めた行動は、彼らの種族にとって一世一代の賭かけである、ということ。

　そして、坂本京太郎はできるかぎりその期待に応えるつもりである、ということだった。

　亜人の村に到とう着ちやくしたのは、それから間もなくのことである。





　　　　▼






　木造の粗そ末まつな門をくぐり抜けると、石組みの街が広がっていた。

　レンガ造りの建物が並ぶ家いえ々いえからは、厚手のウールに身を包んだ中世ヨーロッパ風の住人が今にも顔を出しそうに見える。

　とはいえ、中から興味深そうに顔を覗かせているのは、多種多様の魔族──その中でも〝亜人種〟と呼ばれる者たち──である。

　何となく、幼児向けアニメのメルヘンな世界観を現実的に再現したらこんな感じになるかな、と思った。

　京太郎の姿を確認するやいなや、入り口を見張っていたリザードマンが跳はねるようにして現れ、

『オイ！　オイ！　オイ！』

　と、叫さけんだ。

　そんな彼の顔には見覚えがある。さっき間近で見たためだ。

「やあ、さっきはどうも」

　できるだけ親しげに挨あい拶さつしたつもりだったが、リザードマンは一いち瞥べつしただけで視線をそらし、

『ソイツ、キモチワルイ。イレテイイノカ？』

『……どうにも頑がん固こなヤツでね。それに、アタシもコイツにはちょいとばかり興味が湧わいてきてる』

『アネゴガ……ソウイウナラ、カマワンガ』

　それだけで、あれほど獰どう猛もうだったリザードマンは引き下がった。

「へえ。リムって信頼されてるのな」

『……アタシはここの頭とう領りようだからね』

　なるほど、そうだったのか。

　どうりで、さっきもほとんど仲間から反対されなかった訳だ。

「結構若く見えるんだけどな」

　腰こしもきゅっと引ひき締しまっていて安産型だ。……と、いう言葉を飲み込みつつ。

『歳としは関係ない。六年前、アタシの親父おやじが人間に追われた亜人たちのための街を創つくろうって。その後、親父がくたばってからずっとアタシは、……ん』

　そこでリムは言葉を切って、

『……人族に何話してんだろ、アタシ』

「いいじゃないか。興味深いよ」

『ふん』

　京太郎は早足でリムと並んで歩き、村を見回す。

　ちょっと見ただけでも、ここが多様な種族の溜まり場となっていることが理解できた。

　猫顔、犬顔、虎とら顔、イタチ顔、熊くま顔、ウサギ顔。

　とにかく亜人は種類が多いらしい。

　リムによると、その多くは人族が動物と交配して生まれたものだという。

　──この世界の人間、レベル高すぎだろ。

　暗闇から覗き見る、ネズミ顔の亜人の群れを横目に、京太郎はぽっかりと胸に穴が空あいたような気持ちになっていた。

　その感情の在処ありかを探りつつ、ぼそりと呟く。

「どうもみんな、辛しん気きくさい顔してるな」

　よくわからないが、どこか海外の貧民街を歩けば似たような気持ちになるのかもしれない。

『無理もないさ。最近、炊たき出だしの量は減るばっかりだからね。みんな気力を節約してるのさ』

「そんなにマズい状況なのか？」

『まあね。……昔は上層に食べ物を獲とりに行ってたんだが、最近は人族が入り込んでいて、危ないったらありゃしない』

「じゃあ、今は何を食べて生活してるんだい」

『苔こけと茸きのこ。あとは虫やコウモリとか』

「そこら中にいっぱいあるじゃないか」

『食用のとそうでないのがあるのさ。食用のはほとんど狩かり尽つくしちまった』

　なるほど。つまるところ、あまり充じゆう実じつした食生活とは言えそうもない。

「ちなみに、一つ気になるんだが」

『なんだい』

「ひょっとすると、君らにとって私は、おいしそうな今晩のごちそうに見えているのかな」

　リムは京太郎を一瞥して、ぎらりと歯をむいた。

　後で気付いたのだが、それは彼女が笑みを見せた最初の瞬間である。

『……だとしたらどうする？』

「別にどうも。ただ、ちょっと気分が悪いだけだよ」

『安心しな。基本的に人族の血が混じってる亜人は人間を喰くわない。共食いしてるみたいでなんとなくキモチワルイからな。……あんたらだって猿さるは喰わないだろう？』

　どうだろう。

　中国の方では確か、猿を食べる習慣があるって聞いたけど。

『でも、リザードマンとかその辺の連中は時々喰ってるみたいだよ？　あいつら別に、人族の血、混じってないし』

「……さいですか」

　京太郎は苦い表情で顔を背ける。

　自分を捕ほ食しよく対たい象しようとして見ているヤツが周囲にいるというのは、どうも気分的に落ち着かなかったためだ。

　時計を見ると、すでに二時を回っていた。

　──予定では九時五時で仕事は終わるんだよな。

　そういえば、ソロモンからは元の世界への戻もどり方を聞いていなかった。

　一応、「五時過ぎに迎むかえ出だスカラヨロシクネー」とは言われているが……果たして信用できるだろうか？

　まあ、万一迎えが来なくとも、さほど深刻な問題ではないように思える。単に『ルールブック』に『帰き還かんのための扉とびらを創る』とか、そういうルールを書き込めば済む話だ。

　──何にせよ、あと三時間か。

　そう思うと、京太郎の腹から、ぐう、と、冗じよう談だんのように大きな音が鳴った。

『……人喰いの話の後に鳴るもんかね』

「能天気なとこだけがウリなんだ」

『言っておくけれど、アンタに出せる食料はないよ』

「問題ない」

　──頼まれても虫とか食べたくないし。

「自分でなんとかする。……悪いが、そのへんの石いし垣がきで十分ほど休ませてもらっていいかい？」

『いいけど。……何をする気かね』

　京太郎は、近場にある石垣に腰掛けて、『ルールブック』を開いた。

　──さて。ここからが腕うでの見せ所だな……。

　京太郎はまず、〝生命〟か〝技術〟かで悩なやんだ後、〝技術〟の欄に筆を走らせた。




【名称：回復の泉

　番号：ＳＫ‐３

　説明：亜人の集落に一つずつある泉。直径五メートルほどの人工物で、中央部に噴ふん出しゆつ口こうがある。

　一見ただの観賞用の噴ふん水すいに見えるが、飲むと体力が回復するスープが滾こん々こんと湧き出てくるのが特徴。

　スープの味は、

　月曜：トマトスープ

　火曜：コーンスープ

　水曜：オニオンスープ

　木曜：クラムチャウダー

　金曜：味み噌そ汁しる

　土曜：コンソメスープ

　日曜：キノコスープ

　という具合に毎日味が変わることにする。

　なお、スープはその人が不足しているありとあらゆる栄養素を含んでいるが、栄養が十分に満たされると同時にスープは無む味み無む臭しゆうとなる（メタボ対策）。】




「──よし」

『なあ、あんた、何をやって……』

　リムが声をかけた、その時であった。

　京太郎が座っている石垣の前に円形のへこみが出現し、土が盛り上がってきて囲いとなり、中央部から壺つぼに似たオブジェクトが生まれ出で……一つの形を為なしていく。

　やがて、思った通りの噴水が完成した後、シューッと湯気が辺りに満ちていき、……中央部の壺から、透とう明めいな水すい溶よう液えきが湧き出した。

『これはっ………む』

　リムは鼻をひくひくさせて、

『飲み物……スープか』

　京太郎は泉に人差し指を入れ、スープが思ったよりも温ぬるめなことに不満を覚えたが、

　──まあ、猫ねこ舌じたの種族もいるだろうし、これくらいがちょうどいいか。

　そう思い直す。

「これを、この村に置いておく。スープは滋じ養よう強きよう壮そうに良いように設定したから、飢うえた者、病人なんかに飲ませてやってくれ」

『……しかし、』

「わかってる。このままじゃあ味が単調になるだけだろうし、別の食糧も……」

『そういうんじゃない。そういうことを言いたいんじゃないんだ。……ええと……』

　その後は言葉にならない。

　──一応、毒が入ってないことも証明すべきか。

　京太郎は、両手で〝回復の泉〟のスープを一いつ杯ぱいすくって、ごくごくと飲んでみせる。

　見た目は透明な水溶液であるのに、口いっぱいに広がったのは濃厚なコーンの味わいだ。

　──ん。これなら何杯でもイケそうだな。

　ただ、少し塩しおっ気けが足りないと思う。

　最近コンビニ弁当ばかり食べているからかもしれない。

「毒は入ってないから安心してくれ」

　リムはしばらく重おも々おもしい表情で〝回復の泉〟を見ていたが、やがて何事か、仲間の〝ウェアウルフ〟に耳打ちする。

　京太郎はその様子から、

「どうする？　マジで余計なお世話だっていうなら、消すこともできるけど」

　そう言う。

　リムは首を横に振ふった。

『………………………………いや。置いといてくれ』

　そして、数十秒ほどの沈黙の後、さっそく数人分の木皿が運ばれてくる。

　運んできたのは、先ほど喧けん嘩か腰ごしだったフリンという〝ウェアウルフ〟だ。

　フリンは率先して〝回復の泉〟に木皿を差し入れ、スープをすくう。

　そして、ペロリと皿を嘗なめ、

『……なんだかフクザツな味だな』

　京太郎は、彼の尻尾しつぽがふわりと揺ゆれたのを見逃さなかった。

「私の故郷にある、トウモロコシっていう……野菜？　いや穀こく物もつか。とにかくそれを牛の乳で煮にたもの……の、味を再現している」

『牛の乳か。ガキの頃飲んで以来だな』

「ここ、牛は育たないのか？」

『何度か地上のを攫さらってきたことがあるが、迷宮には肉嚙み虫ミート・イーターが多くてな。長生きした例ためしがないんだ』

「……肉嚙み虫というのは？」

『さっき、お前も追っかけられてただろ。時々群れで現れては、村を襲う厄介なやつさ。喰われた子供も一人や二人じゃない』

　ああ、あいつらか。

　獰猛な連中だと思っていたが、そこまで恐るべき生物だったとは。

　京太郎は『ルールブック』を開き、




【名称：ミート・イーター

　番号：ＧＧ‐２３２

　説明：平均体長三十センチほどの昆虫。発達した前ぜん翅しを持ち、ホバリング、高速での方ほう向こう転てん換かんなど高度な飛ひ翔しよう能のう力りよくを持つ。また、口腔内から突き出た二本の採食器官は鉄てつ鎌がまよりも鋭く獲え物ものを切り刻む。

　群れで行動し、同種ではないほとんど全ての大型動物を捕食対象としているため、この世界におけるほぼ全ての知的生命体と敵対している。

　とはいえ、ミート・イーターは、洞窟などの奥おく深ふかくに生息しているため、連中と出くわすのは戦せん闘とう力りよくの高い人族か、洞窟内で生活する魔族ぐらいのものだろうけど。】




　と、そこまで読んで、




【補遺１：今後、この生き物は亜人とその縄張りのものを襲わないことにする。】




　新たにルールを書き込んだ。

　まだ右も左も分からない立場で、そこまで特定の種族に肩かた入いれするのもどうかと思ったが、ソロモンに言われたのは魔族の味方となることだ。

　どうやらミート・イーターは魔族ではないようだし……恐らくこの措そ置ちは間違っていないだろう。

「信じてもらわなくて結構だが、二度とそのミートなんたらが君らを襲うことはないと思うよ」

『…………』

　フリンは、一瞬だけ疑い深そうな視線を向けたが、特にそれについて何かコメントすることはなく〝回復の泉〟のスープのおかわりを口に運んだ。

「気に入ったかい」

『馬鹿野郎。毒味だ、毒味。命がけなんだぞ』

　彼に続いてもう一杯スープをいただいた京太郎は、気付けば町中の人ひと々びとの注目を集めていることに気付く。

　どうやらみんな、スープの匂においに惹ひかれて集まってきたらしい。

　先ほど見かけたネズミ頭の子供たちを見て、

　──よし。せっかくだし、もう一本……。

　と、『ルールブック』を開いた。




【名称：お菓か子しの家

　番号：ＳＫ‐４

　説明：迷宮内部においてランダムかつ極低確率で起こる特とく殊しゆな現象。

　迷宮を冒ぼう険けんしていると、壁かべ、扉、屋根、家財に至るまで全て菓か子し類るいで作られた不思議な一いつ軒けん家やと出くわすことがある。

　それこそ〝お菓子の家〟。ステキなボーナスアイテムの一種だ。

〝お菓子の家〟はとても栄養価が高く、食べれば食べるほどエネルギーが補給され、冒険の傷も癒いえていくことだろう。

　とはいえ、〝お菓子の家〟はみんなのものだ。お菓子を独ひとり占じめしようとする悪い子は、魔女がやってきてオシオキされてしまうぞ。

　補遺１：試供品として一つ、ここに用意してください。】




　単純に「目の前にぽんとお菓子を出す」だけでも良かったが、ちょっとだけディテールに凝こってみた。

『ルールブック』の力がどの程度のものかという、個人的な実験でもある。

　時計を見ると、そろそろ三時を回るころ。

　おやつの時間だ。

「…………よし」

　瞬間、〝回復の泉〟の傍かたわらに、極ごく彩さい色しきの建造物が建ち上がる。

　それは……〝お菓子の家〟というよりはどちらかというと、見上げるように巨大なホールケーキのように見えた。

　自分で産み出しといてなんだが、正気の沙さ汰たとは思えない。

　とにかく、人間が口にするものにしては、全ての分量が尋じん常じようではなかった。

　外がい壁へきは生クリームがたっぷり塗ぬられ、屋根にはチョコレートソースが波状にふりかけられているのが見える。

　扉は恐らく、板チョコか何かだと思われた。取っ手の部分にはキャンデーがあしらわれており、握にぎるだけでべたべたしそうだ。

　透とう明めい度どの低い窓は、どうやら飴あめでできているらしい。

　そこから中を覗くと、最低限一人暮らしするのに困らない程度の家具が見えた。

　もちろん全て、綿わた飴あめとか、プリンとか、キャラメル、シャーベット、シュークリーム、あと名前もよくわからない外国のお菓子を組み合わせたもので創られている。

　少なくとも、京太郎が想定していた〝お菓子の家〟よりも数段美お味いしそうに見えた。

　とはいえ、三十過ぎたおっさんにはちょっと胃のもたれる光景ではあったが。

『わあああああっ！』『すげーっ！』『なにあれ!?　なにあれ!?』

　背中の方から若い歓かん声せいが聞こえて、満足する。

「ちゃんと順番を守って食べさせてやってくれ。……そうじゃないと、ヘンな婆ばあさんが出てきて説教してくるから」

　そう、リムとフリンにいってやる。

　振り向くと二人とも、京太郎が期待した……いや、それ以上に呆あつ気けにとられた表情を浮うかべていた。

『アッ、アッ、アッ……アッ……！』

　自分としては、ほんの少し力を貸してやっているだけなのだが。

　──これは、……ちょっと気分がいいな。

　胸の中に温かいものが流れ込んでくる。

　だから、ちょっとだけ調子に乗ってみたりして。

[image: ]

　ぐっと親指を立てながら。

「それで？　……他の〝厄介ごと〟ってのは何かな？」





　　　　▼






　……と。

　完全なるイキり顔でそう宣言したのがマズかったのだろうか。

　それから数十分後、坂本京太郎は丁てい重ちように軟なん禁きんされることが決定した。

　とはいえ、待たい遇ぐうはあくまで〝お客様〟扱あつかいらしい。

　部屋も亜人たちの住まいの中では一番大きいところで、家具も充実していた。

　ちょっと調べてみたところ、ここの家具は恐らく、先ほど通りがかった迷宮都市から運び込んできたものと思われる。

　どれも少し古びているが、しっかりとした作りだ。

　壁はぎっしりと本が詰つまった棚たなで埋うめ尽つくされており、少なくとも退たい屈くつはしないだろうとわかる。

　扉の外には、小間使いを自じ称しようする亜人（羊顔のメロフというらしい）が始終こちらの様子をうかがっていて、ちょっと用足しに行くだけでも口元を引きつらせる始末だった。

　京太郎は、本の中から適当に一冊とりだして、その中身を読む。

　もちろん、何が書いてあるかは見当もつかない。

　それは、京太郎が知るあらゆる言語とも似ていない形をしているが、どうやら象形文字の一種らしく、文章にあまり規則性がないように思える。

　──これ、イチから覚えたら絶対何年も勉強しなきゃなんだろうな……。

　第二外国語はフランス語だったが、もはや基き礎そ的てきな定型文ですら思い出せない。

　外国語を覚えるのは、万里の道を行くのと同じ努力が必要だとわかっていた。

　だからこそ……ちょっとだけ後ろめたい気持ちになりながら、




【管理情報：その８

　管理人は、この世界の文章を完かん璧ぺきに理解できる。】




　と、書き込む。

　するとどうだろう。文字が、文章が、その意味するところが、すっと頭の中に入ってくるのである。

　どうやらそれは、この世界における聖書のようなものであるらしかった。

　それによると、この世界は〝彼かの者もの〟と呼ばれるものが引き起こした洪こう水ずいによって一度、滅ぼされているらしい。

　上記の一節は、大たい量りよう虐ぎやく殺さつを起こした後、運良く善行を目に留められて生き残ることを許された男に対し、〝彼の者〟が口にした台詞せりふのようだ。

　京太郎はしばらくの間、ぼんやりと形けい而じ上じよう学がく的てきな悩みを弄もてあそんでいたが、やがて扉をノックする音に気付いて、外のものを招き入れる。

『あ、あ、あ、あのォ……ど、どうも』

　そこにいたのは、思わず頭を撫なで回まわしてやりたくなるほど可愛かわいらしい犬顔の、小こ柄がらな亜人である。

　京太郎は努めて親しげに、口元に笑みを浮かべて、

「やあ。どうも。君はカワイイね」

　最後の一言は余計だったか、自分でもよくわかっていない。

　ただ、犬顔の亜人は困ったように笑うだけだった。

『あ、ありがとうございます。……その、魔ま法ほう使つかい、様』

「京太郎でいいよ」

『では、京太郎様』

〝様〟が要いらない、という意味だったのだが。

『ぼ、ぼくはシムと言います。京太郎様のお世話をしろ、と、ね、姉……リムから仰おおせつかっています』

「見張りってことかな」

『い、いいえいえいえ。そういう意味では、決して。……む、村のみんな、あの泉と……あとええと、あの大きなお菓子……を、すごくありがたがっていますよ。ぼくも一口いただきましたが、……お、お、おいしかったです』

「スープのバリエーションは今後、増やすようにするよ。……スマホで色いろんなスープの味をググろうと思ったんだけど、ここ、電波が通じてないみたいでさ」

『……はあ。デンパ？』

　京太郎は細かい説明を抜きにして、

「一応聞くけど、調子が悪くなった人はいない？　君らの身体からだのことはよくわからないけど、案外とうもろこしとか、一部の甘かん味みが苦手な種族もいるかもしれない」

『い、今のところ、そういう話は聞いていませんが』

「ならよかった」

『あなたは、』

　シムは、少し言葉を選んでいる様子で、

『ほ、ほ、ほ、本当に、ぼくたちの村を救いに来たんですか？』

「なんどもそう言ってるつもりだけど。でも、手持ちの情報ではこれ以上君たちを信用させることができないんだ」

『いえ、十分です』

　亜人の少年は、大おお真ま面じ目めな顔で京太郎をまっすぐに見た。

『き、き、き、京太郎さまはリムに、魔族が絶ぜつ滅めつすると、この世界も終わってしまうと、そう言ったそうですね』

「うん」

『そ、それ、……ぼくの考えと一いつ致ちしてるんです。だからリムは考えを改めて、あなたを村に案内することを選んだ。……ほ、本当は、どこか遠くの穴あな蔵ぐらにでも誘い込んで、閉じ込めてしまうつもりだったそうなんですけど』

「そうなの？」

　目を丸くする。

　村までまっすぐ案内されているものと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。

「でも君、なんでそんなことを話すんだい。黙だまってたらわからなかったのに」

『そ、そ、それは、……ぼくと、リムなりの誠意です』

「ふむ」

　京太郎はもっともらしく頷うなずいて、先を促うながす。

　仕事と割り切ってるせいだろうか、それともほとんど他ひ人と事ごとだからか。

　さっきからわりと酷ひどい目に遭あわされているはずなのに、そんなに腹が立たないな。

　そんなふうに思いながら。

『こ、細かい話は省はぶきますけど、……魔族が使う術は、この世界にある種の影えい響きようを与えるんです。そ、そ、それは人間が使う術とは真逆の反応をこの世界にもたらすことがわかってて……つ、……つまり、ま、魔族と人族は、それぞれ同じくらい力を使って初めて、世界の均きん衡こうが保たもたれる、んです』

「ふーん」

　鼻息と共に世界へと溶とけて消えてしまいそうな「ふーん」であった。早口でオタク知識を披ひ露ろうされた一いつ般ぱん人じんがするものと同様のものである。

『あ、あなたはきっと、人族の間では高名な魔ま術じゆつ師しなんです。そして、ぼ、ぼ、ぼくと同じ考えに至った。でも、……知っての通り、人族と魔族の溝みぞは深い。……だ、だから、人知れずぼくたちの味方になるためにここまで来たんだ。そうでしょう？』

「ええと……」

　京太郎は鼻の頭を掻かいて、どう答えたものかと迷った。

　なんだか勝手に都合良く勘違いしてくれているので、「その通りです」と言ってやっても良い気はする。

　とはいえ、向こうが誠意を持って接してくれているというのに、事実を偽いつわるのも気が引ける。

　それに、妙な勘違いをそのままにしていると、長期的な問題が生じる可能性もある。

「確かに私は、かなり色んなことができる魔術師であることに変わりないんだけれども……」

　──実際は、ただのサラリーマンなんだ。

　そう言おうとした、次の瞬間だった。




　じりりりりりりりりりりりりり！




　耳をつんざくようなベルの音が鳴なり響ひびき、京太郎とシムの間に一枚の鉄てつ扉ぴが出現する。

　その扉には見覚えがあった。数時間前、ソロモンに招かれて通った、あの扉だ。

　スマホを覗き見る。午後五時ぴったりだった。

　待っていると、ぎいと音を立て、扉が自然と開く。

　その奥には会社のオフィスが見えた。

　──帰社時刻ってことか。

　鞄を手に取り、なんだか口をぱくぱく開け閉めしているシムに対して、笑顔を見せる。

「……ええと。そういうことだ。定時になったので、私は帰ることにする。また明日、九時に出勤してくるから、リムにはそう伝えておいてくれ」





　　　　▼






　なんだか百年ぶりに戻ってきたかのように懐なつかしい、文明の香かおり。

　エアコンの効きいた社内が、そこにあった。

　何度かその場で足踏みして、床に足がついていることを確認してから、すぐそばに座っていた同どう僚りように向き合う。

　そして……、




　彼女の、化け粧しようっ気けのない、瞼まぶたを半分だけあけた、眠ねむそうな目と目が合った。




　──うわっ。

　たったそれだけで、その日一日で感じたのと同等の衝しよう撃げきを受ける。

　──この人、とんでもない美人だな……っ。

　昨日、ちらと顔を合わせた時も思ったが、間近で見るとさらにその印象は鮮せん烈れつだ。

　彼女の背格好を端たん的てきに表現するならば、全身闇色のスーツを身にまとったキャリアウーマン風の女性。それだけである。しかし彼女の五体は、男の劣れつ情じようを刺し激げきするありとあらゆる要素を内包していた。

　庇ひ護ご欲よくをそそられる小柄な体格、こちらを見上げる藍あい色いろの瞳、艶つやのある、柔らかそうな唇くちびる、きゅっとくびれた腰つき、豊満な胸。

　その特徴的な髪かみは少年のようなベリーショートであるにもかかわらず、彼女の女らしさをこれっぽっちも損そこねていないのが不思議だった。

　時に街角で、思わず目で追いたくなるような美人と出くわすことがあるが、彼女はその比ではない。彼女を目の前にして恋こいをしない男など、この世に存在しないだろうと断言できる。

　もし今後、彼女が男連れで歩いているところを見たら、きっと自分はおかしくなってしまうだろう。

　──なんだ、これ……。

　女性に関してはわりと淡たん泊ぱくな方だという自覚があったので、京太郎は自分の感情に驚おどろく。

　それが可能であれ、不可能であれ、今晩中に彼女と同どう衾きんすることだけが我が人生の目的だと断言できた。

　──オネガイします。子供を産んでください。

　そう言いかけ、慌あわてて理性で押さえつける。

　──落ち着け！　せっかく見つけた仕事先を、こんなことで無茶苦茶にしてたまるか。

　すると彼女は、唇をちょっとだけへの字にして、

「……………………ん？」

　くいっと眉を段だん違ちがいにする。その仕草も実にチャーミングだった。

「ひょっとしてアナタ、コーフンしてる？」

「ええっと……」

　数秒の後、女性はぽんと手を打つ。

「ああ、シッケイシッケイ」

　言葉少なに独ひとり言ごち、素早く自分のデスクから京太郎の『ルールブック』とほぼ同じデザインの本を取り出し、何事か書き込んだ。

　すると、一時期は制せい御ぎよ不ふ能のうかと思われた欲望はみるみるしぼんでいき、──平へい静せいを取り戻していく。

　今の彼女は、そこそこ魅み力りよく的てきな女性とは思えるものの、会って即そく合がつ体たいしたいと思うほどではなくなっていた。

「悪かった。これ、見て」

　彼女は、少し気まずそうに本をこちらに開いて見せる。

　だがそこに書かれているのは、得体の知れないカタカナに少し似た外国語で、その内容は見当もつかない。

「『私が人間を魅み了りようするフェロモンを放つ』ルール。……あなたは例外ってことにしておいたので」

「ルール？」

　オウム返しにすると、

「うん。こことは違う世界のルールだけど。フェロモンの残のこり香が？　みたいなのが残ってたっぽい。あなたがトツゼンえちえちな気分になったのは、そのせい」

　どういう顔をすれば良いかわからず、京太郎はヘンテコな顔のまま首を傾かしげた。

「今のはつまり……なんかの術みたいなのでおかしくされてたってこと？」

「いかにも。すまん」

　深ふか々ぶかと頭を下げられて、京太郎も少し恐きよう縮しゆくした。

「いや、いいよ。別に、悪い気分じゃなかったし」

　口は笑っていたが、内心では恐怖を感じている。

　──『ルールブック』を使えばこんなことまでできるのか。

　これは……やろうと思えば、いくらでも人権を踏みにじるような真ま似ねができるのではなかろうか。

「君も異世界の管理者なのかい？」

「もちろん。この会社の人は必ず、どっかの世界の管理者よ」

「日本語、上じよう手ずだね」

「うん。百年勉強した」

　から笑い。おしゃべりではないが、ユニークな娘むすめだ。

「私、ウェパル。以後、よろしく」

「──ああ。私は……」

「キョータロー・サカモト、でしょ。ソロモンから聞いてる」

「そっか。……ええと、彼に挨拶したいんだけど」

「必要、ない。仕事の時間、終わり。もう帰っていいよ」

「えっ」

　京太郎は少し首を傾げて、

「でも、上司に挨拶しないで帰るわけには」

　別に、社しや畜ちく根こん性じようを発はつ揮きしているわけではない。

　今の京太郎には、彼から聞きたいことが山ほどあるのだ。

　異世界のこと。

　この世界のこと。

　この会社のこと。

　ソロモン自身のこと。

「あいつ、忙いそがしい。会おうと思ったら徹てつ夜やする必要あり。また今度で」

「でも……」

「くどい。あいつはあっちこっち走り回ってるから、中なか々なか会えないのが普通。レアキャラ」

　そういうものなのか。

「じゃあ、……ウェパルさんに話を聞かせてもらっても？」

「えーっ」

　ウェパルはいかにも迷めい惑わくそうに京太郎を睨にらんだ。

「いや、仕方ないだろ。こちとら今日一日で人生観が根本から変わるような体験させられたんだから。タダじゃあ帰れない」

「ふーん。そういうものなの？」

「ああ」

「でも、私からは話せないよ。そういう決まり」

「そんなぁ」

　京太郎は、およそ年下（に見える）の女性に聞かせるものではない、実に情けない声を発した。

　だが構わない。

　京太郎だって馬鹿ではなかった。この、ウェパルという女性が常人ではないことくらい、薄うす々うす感づいている。

「あっ、でも、……これ、渡すように言われてるんだった」

「これ？」

　ウェパルは、すたすたとオフィスの奥の、恐らく配置的にソロモンのものと思おぼしき少し大きめのデスクに歩み寄り、『給料』と書かれた茶ちや封ぶう筒とうを取りだした。

「あぶねーあぶねー。ほい」

「──？」

　ぽん、と手渡し。

「約束の金。一ヶ月分」

「は？　かね？」

　──そんな、ヒットマンの報ほう酬しゆうみたいに渡されても。

　失礼だと知りつつも、その場で封筒の中を見る。

　中には、およそ三十人編成の諭ゆ吉きち軍団が詰まっていた。

　五年働いた前の会社でも見たことがない現金だ。

　──噓だろ。……今どき給料が手渡しって。

　そう思う一方で、異世界の管理会社なのだからこれくらいヘンテコでも普通だという気持ちがあった。

「金は月初めにまとめて支し払はらう。今月は先さき払ばらい。生活、困ってるんでしょ？　とりあえずこれで二ヶ月頑がん張ばって」

「ええと……」

　──なんでこっちの生活のことまでお見通しなんだ。

　というツッコミはさておき。

　顔をしかめつつ、札と一緒に入っていた給きゆう与よ明めい細さい書しよを見る。

　当然の権利とばかりに、所得税・雇こ用よう保ほ険けんなどは空くう欄らんだった。

　──これ、国民健康保険とかに申しん請せいするとき、どうすりゃいいんだ。

　新たな不安の芽が出てきたが、悩んでいても仕方がない。自分でどうにか工夫して切り抜けるしかないと思われた。

　恐らくだが、この会社の人々は、国税局とかその辺の連中とは関わりたがらないはずだから。

「一つ、聞いて良いかな」

「なに」

「この会社、……他の人は？」

「いるよ」

「どこに？」

「いっつもあちこち行ってるから、貴方あなたが顔合わすことはほとんどないかな」

「君は？」

「私はこの時間、ここで鍵かぎを管理してるのがほとんど」

「じゃあ君は、私が話せる数少ない同僚ってこと？」

「……まあ、言われてみりゃそうなる、かも」

　京太郎は息を呑のんだ。

　ということはつまり、この酔っ払いよりもしゃべりにくい女性からあれこれ情報を聞き出さなければならない、ということか。

「ねえ、ウェパルさん。……この会社って、」

「そこまで」

　ぴゃっとウェパルは手のひらをこちらにかざした。

　一瞬、手のひらから地じ獄ごくの火か炎えんみたいなものが放出されるかと思って戸と惑まどう。

　だが、火は出現せず、ただ、彼女がつまらなそうな表情で、

「……私、見習いだから。新人に何か教えてもいい、という命令は受けてない」

「でも、私より先輩だろう」

「ダメなの」

　ウェパルはかたくなだ。何かを恐れているようですらあった。

「余計なことは聞かない、応えない、答えは自分で見つけ出すこと。それがうちの社風ですんでよろしくな」

「なんてこった」

「ただ、一つだけいえるのは」

「ふむ」

「この仕事は、慣れれば百年だって働ける。お給料もグッド。老後も安心」

　給与明細書によると、厚生年金が払はらわれている様子はなかったが。

「だが、慣れなければ一ヶ月で辞める。最初の一ヶ月が肝かん心じん。がんばれ」

　そう言われてしまうと二の句が告げられない。

　京太郎は渋しぶ々しぶ引き下がって、鞄を手に取った。

「……ちょっと」

「？」

「『ルールブック』、持って帰る気？」

「ああ、」

　そういえば、鞄の中に入れっぱなしだった。

「できれば、家で予習しようかな、と」

「仕事を持って帰る、ダメ。それもウチのルール」

　そういうものか。

　京太郎は素直に『ルールブック』を取り出し、

「ここ、あなたのデスク。本はここに置いて帰ること」

　そう言って指し示された、ピカピカの新しい机の上に置く。

　机には紙製の安っぽいネームプレートが貼はってあり、そこには、




『坂本　京太郎』




　と、自分の名前が印字されていた。

　同時に、ほっと安あん堵どする気持ちが生まれる。

　恐らくは、当たり前の会社に、当たり前に就職できたとしても感じたであろう、その気持ち。

　組織に属しているという安心感。

　──頑張ろう。ここを自分の居場所にしよう。

「ウェパル……さん」

「ウェパルでいいよ」

「じゃあ、ウェパル。最後に一つだけでいいから、聞いてもいいかな」

「何」

「今日の出来事はその……私の気の迷いで観た、幻げん覚かくとかではないだろうか」

「アホか」

　その後、何度か馬鹿丁寧にウェパルに挨拶してから、退社する。

　今夜くらい、──ラーメンにチャーシューをトッピングしてもいいかな、などと思いながら。

　鞄の底に〝スタン・エッヂ〟が入れっぱなしであることに気付いたのは、風ふ呂ろに入る前、ミント・タブレットを一粒つぶ食べようとした時のことである。





　　　　▼






　眠る前、両親にメールを送る。

　メールの内容は簡潔で、




『仕事、決まったわ。イベント管理系（？）の会社。』




　そして、すぐさまスマホの電源を切った。

　どうせ、弁護士をやってる兄に比べてどうこう、みたいな返信が来るに決まっていたためである。




　とはいえ、その日は泥どろのように眠れそうだった。






幕間その２　『或る会話』






「おう、おう、おう。──姐あね御ご。マルガレーテの姐御」

「なんだい、ラットマン。こんな夜よ更ふけに。……一発ヤリたいの？」

「ふへ、ふへへへへへ。なんと魅み惑わく的てきなご提案。拙せつ者しや、常つね々づねお相手したいと……」

「冗じよう談だんだよ。……あんたとヤる日が来るのなら、多分呪のろわれて死ぬときとかだね」

「ちっ、ちぇっ。……でも拙者、姐御が許してくれるのであればいつだって……」

「商売女に接するみたいなおしゃべりはよしな。虫むし唾ずが走るわ」

「そんなぁ」

「で、なんだい。ただ口く説どきに来たってだけなら、ソフィアに言いつけるよ。うちのパーティは恋れん愛あい禁止。スッキリしたいなら、街で女を買いな」

「いや、いや、いや！　違ちがうんす！　き、き、聞いてくだせえ！　──お話ししたいのは、うちらの大好きな、……ふへへ。〝これ〟のお話でさあ」

「──金？」

「そういうこと。ふひっ、……ぶっちゃけ、このままソフィアの姉貴と一いつ緒しよに〝迷宮〟を出るのは愚ぐ策さくも愚策ですぜ」

「どういうこと？」

「例の妙みような〝外国人〟。……言ってる意味、わかりますかね」

「……ほう？」

「ソフィアの姉貴は、ほら、金に頓とん着ちやくしねえお方だから黙だまってましたが、……ありゃあウマい案件ですぜ。世間知らずのお坊ぼつちゃん。どこぞの貴族の次じ男なん坊ぼうってとこかな」

「そんなのが、……致ち命めい傷しようを完治させる〝マジック・アイテム〟を持っていた？」

「いや、いや。どうもあの本の使い道はそれだけじゃなさそうだ。どうやら、ロア坊に渡わたしたナイフも、あの場で生み出したように見えた。……他の連中は、ある種の収納装置の〝マジック・アイテム〟だと思い込んでるようだが……拙者の目は誤ご魔ま化かせねえ。ありゃああの時、あの男が考えて生み出したんだ」

「──なんだって？」

「言いたいことわかるでしょ？　……拙者の目が確かなら、あれは〝マジック・アイテム〟を生み出す〝マジック・アイテム〟ってことになる」

「言ってる意味、わかってるんだろーね。……それがホントなら、Ｂ級かるく通とおり越こして、Ａ級のアイテムじゃないか」

「──そう。人生軽く三度は遊んで暮らせるようなシロモノにござる」

「じゃ、盗とっちまおう」

「さすが姐御、話が早い」

「ソフィアにはうまくいっとく。『やっぱりあの外国人が気になるから、ちょっとだけ待っている』みたいにね」

「信じますかね？」

「信じるさ。あいつはお人好しだから」

「じゃ、コトが済すんだら」

「もちろん、誰だれにも連れん絡らくせずに街を去るよ。その後、北の都あたりで遊んで暮らそう」

「ふひひひひ。拙者、その日を夢みてましたぞ」

「でも、リスクとってまで肩かたすかしだったら、笑えないよ」

「それはご安心くだされ」

「──？」

「実を言うと拙者、件くだんの〝マジック・アイテム〟の正体、心当たりがござる」

「何？」

「拙者の祖母から聞いたおとぎ話が元ネタなんですがね」

「はあ？」




「姐御は、──異世界転移者、という言葉に聞き覚え、ありませぬか？」






第三話






　次の日の朝。

　アラームが鳴る前、──七時ごろには目を覚さまし、シャワーを浴あびて歯はを磨みがいて、きっちりひげそりを済すませ、排はい便べん、排ガスの後、ピカピカになった身体からだにデオドラントを吹ふいてから朝食の準備にとりかかる。

　会社帰りに買ってきた八つ切りの食パンにマーガリンを塗ぬり、とてつもない量のハムとオマケ程度のレタスとチーズを挟はさんだものを二つ作り、片方は胃の中に収おさめ、もう片方はサランラップで包んで鞄かばんに詰つめ込こみ、八時には会社に到とう着ちやくするように自宅アパートを出た。

　今でも、昨日の出来事は夢だったんじゃないかと思う。

　だが、〝スタン・エッヂ〟と諭ゆ吉きち三十人分が鞄に入ったままだったので夢ではないという確証は得ていた。

　ビルの前に来て、深呼吸。

　このまま逃にげ出だしても良いんじゃないか、という気持ちがちらと頭をかすめる。

　だが、結局そうしないことは決めていた。

　先さき払ばらいで給料を受け取ってしまったから？　それもある。

　だがそれ以上に、ここで事態を投げ出すような真ま似ねは、京きよう太た郎ろうの主義に反していたのだ。

 ──それにしても、……

　この世界の誰だれが、こんなボロビルに異世界の入り口があると気付くだろう。

　西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せん、桜さくら台だい駅えきをちょっと歩いたところにある小さなビル。

　誰もが通り過ぎてしまうような、何の変へん哲てつもない建物に。

　レトロな雰ふん囲い気きの階段に足をかけ、ぴょん、ぴょんと、十秒もせずに駆かけ上あがる。

　子供のようにしてたどり着いたオフィスは、ピシャリとシャッターが閉まっていてびくともしなかった。

 ──おや？

　首を傾かしげ、普ふ通つう、新人は一時間前に出社しているのが当たり前ではないかと考えていると、オフィスの奥おくからガサゴソ音がして、昨晩ウェパルと名乗った眠ねむそうな目つきの女性が現れる。

「──ああなんだ。坂さか本もとかよ」

「……寝ねてたの？」

「……………ん。……就業時刻前だったし」

　どうやら今日は、本当に眠いらしい。

　鍵かぎをポケットからとりだし、内側からガラガラとシャッターを開けて、

「一つだけ言ってもよろしゅうございますか」

「何？」

「次に勝手に早く来たら、脛すねを蹴ける」

「……そりゃ勘かん弁べんだな」

　ハハハコヤツメ、と軽く笑う。

　だが恐おそらく、今のは彼かの女じよなりのユーモアとかそういうのではなく、本気のようだ。

「でも、君だって早く来てるじゃないか」

「しらん。私、ここに住んでるから」

「住んでる？　……住み込みなの？」

「うん」

　とても生活するスペースがあるとは思えないのだが。

　とはいえ、そういうものなのだろうな、と、簡単に納得する。

　昨日から、すでに〝常識〟という名の壁かべは粉こな々ごなに砕くだけ散ちっていた。

　今の京太郎は、再来週に宇宙人が攻せめてくると言われても素直に信じてしまう自信がある。

　ウェパルに招まねかれて、京太郎はオフィスに入った。

　では早速、昨日の世界へ……と思っていたが、どうやらそうもいかないらしい。

「〝ゲート・キー〟が使えるのは九時からだからね」

　とのこと。なんとも融ゆう通ずうの利きかない話だ。

　やむなく、京太郎は自分のデスクに座ってぼんやりする。

　ウェパルは、そんな彼に恨うらめしげな視線を送っていた。

「……ひょっとして、寝る邪じや魔まをした？」

「した」

　ウェパルはもっちもっちと口の中を鳴らしてから、

「あと、三十分は寝ていられたというのに」

「ごめん。なんならここで寝ててもいいよ」

「君、昨日今日会った異性の前でぐーすか寝られるタイプ？」

「……いや」

　よくわからんところで常識的なヤツだな。

　京太郎はその後も、社内にある珈琲コーヒーを飲んだり、ちょっとコンビニまで出向いてガムと水を買ってくるなどして時間を潰つぶしていたが、やがて我が慢まんできなくなって、

「暇ひま潰つぶしに、一つ聞いて良いかな」

「なに」

「君って、どこの出身？　日本人ではないよね」

　すると、ウェパルは苦い顔を作る。

「えちえちか、君」

「は？」

「そうやって、私のことを丸まる裸はだかにしてナニするつもり？」

「別に、何もしないけど」

　どうにも、彼女との対話がうまくいくイメージがこれっぽっちもつかめないな。

　鈍にぶい京太郎にも、彼女との間に壁があることは感じていた。

　そして、それが決して良くない兆ちよう候こうであることも。

「……昨日言ってたとおり、答えられないことは答えない、と」

「そーいうこと」

　これは仕事だ。別に、仲良しクラブをやりたいわけじゃない。

　とはいえ、一度くらいはそこを目指してみるべきだとも思っている。

　結局のところ、仕事に大切なのは個人の能力ではない。信しん頼らい関かん係けいなのだから。

「なあ、ウェパル。君さえ良ければ、こんど一いつ緒しよに飲みにでもいかないか」

「は？」

　ウェパルはカレーを作っているつもりがおでんが出来あがったみたいな顔をしている。

「……サシで？」

「もちろん、もし他に誘さそえる人がいるなら、その人も一緒で」

「そんなやつ、いない」

「それなら一対一になるなぁ」

「……君、ひょっとして、やりちんか？」

　その時ようやく発見したのだが、このウェパルという同どう僚りようは日本語の選び方があまり得意ではないらしい。

「……私は遊び人じゃないよ。……付き合った女性がいないわけじゃないが」

「ふーん」

　その時だった。

　きーんこーんかーんこーん、と、学生時代に聞き慣れた『ウェストミンスターの鐘かね』が辺りに響ひびき渡わたる。

　その音に紛まぎれて、ウェパルはニヤリと小こ悪あく魔まのように笑って、ささやいた。

「ま、考えとくよ」

　と。

　そしてデスクの棚たなを開き、事務系の文ぶん房ぼう具ぐ屋やにありそうなショボい金庫を取り出す。

「えーっと。〝１イ９ク１イ９ク５ゴー５ゴー〟……と」

「自分から暗証番号を言っていくのか……」

　さすがにちょっと、セキュリティガバガバすぎないだろうか。

「この会社には良い人しかいないから。へーきへーき」

「……信頼してもらえているのは嬉うれしいけれども」

　カパりと金庫を開くと、中には異世界の鍵……と思おぼしき、数字が書き込まれた札ふだ付つきの鍵が整せい頓とんされて入っていた。

「やっぱ異世界って、他にもあるの？」

「あるよ」

「いくつくらい？」

「………………さあ？」

　なんでそんなこと気になるの？　とばかりに首を傾げるウェパル。これは応こたえられないというより、本当に知らないだけのようだ。

　──だが、……昨日見た『ルールブック』には〝ＷＯＲＬＤ０１４７〟とあったな。

　桁けたが四つある、ということはつまり、最低でも千個以上の〝異世界〟が存在することにはならないだろうか。

　もしそうなら……なんだか、頭のくらくらする話だ。

　砂じや利り道みちの小石を一つ拾い上げて、「これがお前の世界だ」と突つきつけられたかのような。

　すこし気がかりだったのは、自分のいるこの世界は、その千個のうちの一つに過ぎないのだろうか、ということ。

　うまく言えないが、自分の故郷であるこの世界は特別なものであってほしいという気持ちがあった。

　とはいえ、──それについてウェパルに訊たずねたところで答えは返ってこないだろう。

　やがて京太郎は、深く考えることを止やめた。そもそも、この宇宙の全ぜん貌ぼうについて考えることなど、人生のうちでもそうそうあることではない。自分の周りにある小さな人間関係を丸く収めるだけでも厄やつ介かいなのだ、目に見えないところまで気を配っている余よ裕ゆうはない、というのが正直なところである。

　ウェパルはぞんざいに異世界の鍵を放り投げ、

「使い方はわかるよね」

「……昨日、ソロモンさんが使ってるのをみたからね。でも、念のためにもう一度教えてもらっていいかな」

「難しくはない。鍵を開けたら、扉とびらの横のフックにかけとくの。そんだけ。……みんなしょっちゅう間ま違ちがって鍵ごと持って行っちゃうんだけど、そうなると誰が仕事中かわからなくなるから。困る」

「なるほどね」

　今どき賃貸物件の裏口にも使いそうにない銀色の鍵をまじまじ眺ながめた後、京太郎はオフィスの奥、──行き止まりの位置にある鉄てつ扉ぴに向かう。

　鍵を鍵穴に差し込むと、扉全体が少し震ふるえた。

　きっといま、この瞬しゆん間かん……この世界と異世界が接続されたのだ。──本能的にそう思う。

　扉の横には鍵をひっかけられる場所があったので、言われたとおり〝０１４７〟と書かれているところにひっかけ、

「じゃ、いってきます」

「うーい」

　扉を開く。

　管理業務、二日目の始まりである。





　　　　▼






　扉を開くとそこは、──昨日、一時間ほど過ごした部屋であった。

　そしてその中央には、ダンゴムシのように丸まっている毛玉がある。

　一いつ瞬しゆんそれが何かわからず、近くによって、──

「うわっ」

　昨日の亜デ人ミ、──シムだとわかった。

「何やってんの」

『お、──お、おっ』

　変なうめき声のあと、

『おはようございましゅ』

　本日二人目の寝ねぼけ眼まなこと目が合う。

　どういう理由かわからないが、どうやら一晩中そこで帰りを待っていたらしい。

　……で、待まち疲つかれて眠ってしまった、と。

「別に、そこまでしなくても良かったのに」

『と、トンデモ、ない、です！　こんな興味深いこと、ぼく、人生で初めてで……！　い、い、一週間だって、ここで粘ねばってるつもりだったんですから！』

　そういうものだろうか。

　目をキラキラさせるシムに首を傾げつつ、

『こ、これからあなたは、世界の歴史にのこるような、い、い、偉い大だいなことを始めるつもりだって、ぼく、わかるんです！　そうでしょう？　あなたは、魔ま法ほう使つかいだなんてとんでもない。……〝神の使い〟なんだ』

「……む」

　京太郎は唇くちびるを尖とがらせて不満げに、

「自分を天使だと思ったことはない。私は仕事をしにきてるだけだ」

『でもでも、……れ、歴史をひもとくと、時代の節目には、あなたのような人が現れて大きな変革をもたらしたって、か、書いてあるんです』

　シムは、あらかじめ用意していたらしい書しよ籍せきを何冊か引っ張り出して、京太郎に見せる。

　そこには、雲間から降ふり注そそぐ光と共に降臨するひげもじゃの男と、彼をあがめる人間の姿が描えがかれていた。

　ひげもじゃの背中の方を注目すると、今し方京太郎が通ってきた扉と似たデザインのものが見える。

「……あー。……なるほど。こりゃきっと、前任者だろうな」

『え？』

「この世界の前の担当ってこと。私は昨日この仕事に就ついたばかりだから」

『そ、そ、そうだったんですか。──ちょっと残念だな。ずっと、造物主と出会ったら、一言言ってやろうと思ってたのに』

「……具体的には？」

『そ、そ、そりゃもう！　なんであなたは、人族ばっかりえこひいきするんですかって！』

「ふむ」

　京太郎は少し腕うでを組んで、

「その機会があるかどうかわからないけど、もし彼に会ったら伝えておくよ」

『お、お願いしま、す！　……あっでも、やっぱり天てん罰ばつとか怖こわいからいいです！』

「どっちやねん」

　数十秒前には寝ていたと思えないほどシムは興奮していた。混乱している、と言いい換かえることもできるかもしれない。

　犬顔の少年は、落ち着きなく部屋をぐるぐる回りながら、

『そ、そ、それよりとにかく、肝かん心じんなことは。……あなたは、数百年の時を超こえてようやく、ぼくたちの手助けをしてくれるってこと。でしょ？』

「まあ、そうだね」

『やったあ！』

　犬顔の少年が両手を挙あげる。

　それは、どことなく餌えさをねだる仔こ犬いぬの仕草を彷ほう彿ふつさせた。

「じゃあ、君もリムを説得してくれるよな」

『そ、そ、そ、それは無理ですね。ぼく、群れではぜんぜん信頼されてないんで。姉……いや、り、リムだって……ぼくを信じてくれるとは、思えないです、はい』

「そうなの？」

『はい。ぼ、ぼく、いわゆる変わり者ってやつですから』

　だろうね、と、小さくうなる。

　正直、出会ったときから少し落ち着きの無い子だとは思っていた。だが、それが異常だとは思えなかったのだ。

　京太郎は未いまだ、この世界での〝普通〟がよくわからないでいる。

「じゃあ、知ち恵えを貸してくれるだけでいい。……正直、私は自分の力を持て余してるんだ。目的だってはっきりしてるんだが、そこにたどり着くまで、どうすればいいかわからないでいる」

　すると、シムは尻尾しつぽと一緒にぴんとその場に直立し、

『一つ、提案があります』

「ふむ？」

『いま、この世界でぼくたちを苦しめてる原因は一つ。──ゆ、ゆ、ゆ、〝勇者〟です。あの〝勇者〟を取り除くことができれば、いまの人族優勢の状じよう況きようから、だ、だ、だ、脱だつ出しゆつできる、ん、じゃないか、という』

「〝勇者〟」

　京太郎は口をへの字にする。

　どういう形であれ、殺しの提案であれば却きやつ下かするつもりでいた。夜、寝る前にお化けが出てくる気がして落ち着かないためである。

『とはいえ、……その、ご存じかも知れませんが……〝勇者〟は殺せません』

「殺せない……？」

　そういえば昨日、ソフィアが言っていたな。

　──〝勇者の仲間〟である印を刻まれた者は不死となり、万一冒ぼう険けんの途と中ちゆうで息いき絶たえても教会で蘇よみがえる。

　とか、なんとか。

　どうにも、物事の道理に反する話だと思えた。

〝死〟なない人間などと。

　ほとんど反射的に、京太郎は『ルールブック』を手に取っている。

〝勇者〟の項こう目もくは、〝基き礎そルール〟で調べるとすぐに見つかった。




【名めい称しよう：勇者

　番号：ＧＧ‐５

　説明：世界に八人いる人族の守護者。

　彼らはそれぞれ、極きわめて優先度の高い現実改変を行うマジック・アイテムを有しており、それがなくとも一人一人が平均的なドラゴンに匹ひつ敵てきするほどに強い。

　また、もれなく全員不死の属性を与あたえられており、魔ま術じゆつによって魂たましいも汚お染せんされないこととする。

　死亡時は肉体が瞬しゆん時じに消しよう滅めつし魂こん魄ぱく体たいとなり、以前に〝セーブ〟した教会まで物理的障しよう壁へきを通とおり抜ぬけて飛んでいく。教会では復活専用の聖せい櫃ひつが祀まつられており、そこに不死鳥の血を落とすことで死者は蘇ることとする。

　補ほ遺い：冒険の途中、仲間が死ぬとめっちゃテンション下がる、というクレームがあったので、〝勇者〟は仲間にも不死を付ふ与よできる能力を与えることにする。

　補遺２：スケベなことばっかりして人族をいじめる〝勇者〟がいるので、〝勇者〟になったものの性欲は常人の十分の一ほどに抑おさえることにする。

　補遺３：あんまり戦せん闘とうに向いてない性格の〝勇者〟がいるので、みんなちょっとずつ好戦的な性格に改変する。

　補遺４：〝勇者〟同士の戦闘は許されない。数キロ圏けん内ないで〝勇者〟に与えられたマジック・アイテムの起動を検知した場合、罰ばつとしてお互たがい〝世界の端っこワールドエンド〟まで転移させられることにする。

　補遺５：〝勇者〟はそれぞれ領地を定め、その領地内でのみ活動するように。

　補遺６：〝勇者〟は戦争をしない。】




【名称：勇者の紋もん章しよう

　番号：ＧＧ‐１５

　説明：勇者たちのクレームにより付け加えられたルール。

〝勇者〟自らの手で紋章（デザインは自由）を刻み込むことにより、人族を不死とする。不死の仕様は基本的に〝勇者〟のそれと一緒。】




　ぱたんと『ルールブック』を閉じ、眉み間けんを軽く揉もむ。

　──やりたいことはわかる、が……。

　こんなルールを作ってしまったらどうなるかなど、想像がつきそうなものなのに。

　ここで問題になるのは、この〝勇者〟のルールが〝基礎ルール〟の項目に書かれている点である。

　すでに何度か試ためしているが、《基礎ルール》《時間・空間》《文化・思想》の部分は京太郎には変へん更こうすることができない。

　つまり京太郎は、「一部の人族は不死である」というハンディキャップを抱かかえたまま、魔ま族ぞくたちを繁はん栄えいさせなければならない、ということで……。

　──マジかよ。厄介だな。

　一番良いのは、ソロモンにお願いしてこのルールを根本的に改変してもらうこと、だが。

　ことはそう単純ではない気もする。

　──もし、……〝勇者を殺す〟という一文を書き込むだけでこの世界の何もかもが解決するっていうのなら……そもそも、私が派は遣けんされる理由がない気がするし。

　もちろんこれは、考えすぎかもしれない。

　だが経験上、そういう嫌いやな予感に限って、──よく当あたるのだ。本当に。
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　──まず、自分の手て札ふだを再検証するところから初めてみる、か。

　京太郎自身、まだ試していない『ルールブック』の利用法があることには気付いていた。

　例えば以下の内容を『ルールブック』に書き込んでみる。




【管理情報：その？

　管理者はこの世界の神として君臨し、万能の力で万物を支配する能力を持つ。】




　とか、




【管理情報：その？

　管理者は〝勇者〟の百億倍強い。管理者のパンチは不死を無効化する。】




　とか。

　結果はＮＧ。書き込んだ内容は、溶とけるように消えてしまった。

　エラーの原因はよくわかっていない。あるいは、何らかのルール違い反はんが発生しているのかも知れない。

　その理由が何にせよ、──残念ながら『ルールブック』が万能の書ではないことは間違いなかった。

　以前も確認したことだが、『ルールブック』の索さく引いんは六つ。

《基礎ルール》《時間・空間》《文化・思想》《生命》《技術》《管理情報》だ。

　何度かのトライ＆エラーの末、京太郎に改変可能なのは《生命》《技術》《管理情報》の欄らんのみだとわかっている。

　そしてどうやら、改変可能な箇か所しよへの書き込みであっても、《基礎ルール》《時間・空間》《文化・思想》の内容と矛む盾じゆんする場合、エラーが発生するらしい。

　例えば、




【管理情報：その？

　管理者が指を鳴らして『夜となれ』と唱えた場合、この世界の昼夜が逆転する。】




　こういうルールを書き込んだ場合も、文字は消えてしまう。

　これはどうやら、昨日チラリと見た〝基礎ルール〟における〝光〟と〝闇やみ〟の内容と矛盾するためらしい。

　──今後は、より上位のルールを意識して『ルールブック』を使うようにせねばいかんな。

『あ、あのぉ……どうかされましたか？』

　しばらく京太郎が〝ルールブック〟に夢中になっていたためか、シムが所しよ在ざいなげな顔を向けている。

　新任の管理者は、努めて顔色を変えず、

「ああいや、なんでもないよ。……それよりひとつ、シムの意見が聞きたい」

『はあ。なんなりと』

「いま、……私にできる術は限られている。一つ、自由に生き物を生み出す術。二つ、自由に道具を生み出す術」

『えっ、おっ、すごっ、いや、えっと、わ、わかりました』

「……この手札で、できるかぎり効率的に君たち魔族を救きゆう済さいしたい。……君ならどうする？」

　すると、シムは興味深い知的パズルを供されたように尾おを振ふって、

『ええと……そ、その。〝自由に〟っていうのは、本当に制限なく、ですか？　例えば、人族の街を一瞬で粉ふん砕さいする爆ばく弾だん、とか』

「〝なんでも〟ってわけじゃないけど、それくらいはできると思う、多分」

『ほ、ほ、ほえぇぇぇぇ……』

「とりあえず今は、君なりに案を出してもらえないかい。けど条件が三つある。なるべく殺人はなし、動どう物ぶつ虐ぎやく待たいもなし、弱い者イジメもなし、だ」

『ハ、ハイ』

　言って、シムはしばらく部屋の中をぐるぐる回り始めた。ブツブツと口の中で独ひとり言ごとを言っているが、京太郎の耳には聞き取れない音量である。

　少しでも自分の優ゆう秀しゆうさをアピールしたいのか、その返答は早かった。

『……そそ、即そつ効こう性せいのあるものならば二つ三つ、案があります』

「やるなあ」

『た、ただ、それはぜんぶ、人族を殺さないまでも、何らかの間接的な打だ撃げきを与えることが前提でして……。ご、ごめんなさい。やっぱり今のは、なし、で。む、難しいです、ね。……一つの種族が繁栄するってことは、別の種族の領地を奪うばうことに繋つながるから……』

「間接的……か」

　京太郎はこっそり落らく胆たんする。

　さすがに無茶ぶりだったか。

「一応、その案も聞かせてもらっていいかな」

『い、いちばん単純なものでは、人族の土地を枯かれさせて撤てつ退たいを促うながし、そこを侵しん略りやくの足がかりにする、というものです。枯れさせるべき土地の提案も、あります。……ち、ち、地上の知識は、村一番の自信がありますので……』

　なるほど。即そつ興きようで考えたにしては……まずまず、といったところか。

『で、で、でも！　それは、そういうのは、ナシってことにし、し、しましょう！　ぼ、ぼくも、人族が苦しむところをみたくないですし、それに、……』

　シムは言葉に詰まって、なんだか泣きそうな顔をつくる。

「それに？」

　京太郎が先を促すと、

『きょ、京太郎さまの……その、できるだけひ、被ひ害がいを少なくしたい、っていう、その、……きもちを、た、大切にしたい、という、か……む、むずかしい、です、けど』

　そう言われると、少し照れくさいが。

「でも私だって、なんの犠ぎ牲せいも払はらわずに世界を変えようとは思ってないよ」

『それでも、……被害は考えられる限り、最小限度、です！』

　理想を追うことは構わないが……。

　正直、それで仕事の効率が著いちじるしく落ちる、というのも困る。

　そんな京太郎に、若い〝ウェアウルフ〟は口ごもりながら……一言一言、岩に刻み込むようにして、言った。

『ち、ち、地上を追われてから、……ね、姉さん、リムは、この村のために、みんなのために、い、いろんなことをぎ、犠牲にして、……それで、……優しかった姉さんは……変わってしまったから……』

　京太郎は何とも言えず、唇をへの字にしている。

『け、け、結果が正しくても、やり方を間違えたら……きっと、京太郎さまも、同じになってしまう、と……思うん、です』

　少年の悲ひ壮そうな顔つきに、京太郎は自分の過去の姿を見た。

　悔くやしいことや、不平等なこと、理り不ふ尽じんなことに対して猛もう然ぜんと立ち向かっていた、若い時代を。

『ぼ、ぼ、ぼくは、……優しい神様がいる世界に棲すみたい……です。ハイ』

　なんだかむしょうにモゾモゾするものを感じ、後頭部を掻かく。

　ちょうどいま、自分には万能の力などないことが判明したばかりなのだが。

　口元には自然、営業向けの作り物でない、本当の笑みが浮うかんでいた。

「……ふう、む」

　そして、この新たな友人の頭を撫なでてやる。少年は心地よさそうに目をつぶる。

「そうだな。私もそう思う」

　大学を卒業してからずっと、厳しい社会の中でどうにか生きていこうと必死に足あ掻がいてきた。

　この世界が残ざん酷こくだと言うことなど、とっくの昔からわかりきっている。

　だからこそ、彼の理想には共鳴するものがあった。

「良い仕事をしよう。人ひと々びとを笑顔にするような、ね」

　思えば、──歳としを取るごとに、同い年の友人は一人、また一人と疎そ遠えんになっていった。

　子供の頃ころのように遊べる仲間は、もはや一人もいない。

　坂本京太郎は内心、シムのような、話せる友人を求めていたのかもしれない。
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　その後、京太郎はシムから、いくつかの情報を得た。

『といっても、う、うちの集落から得られる情報なんて、全体の一ひと握にぎりに過ぎません、けど……』

　とはいえ、ほとんどゼロから情報収集をスタートしている京太郎にとっては、極めて有意義である。

　手に入れた情報は、大きく三つ。

　一つ。現状、この世界に存在する魔族の大半は、人族が迷宮と呼ぶ超ちよう巨きよ大だいな地下迷宮に棲んでいること。

　二つ。迷宮が生まれたのは今から千年以上も前。強力な魔法を操る魔族の王により、最後の避ひ難なん所じよとして創つくられたものであること。

　三つ。迷宮の出入り口には、人族が住む巨大な都市が広がっており、人族は日ひ々び迷宮攻こう略りやくのため不死の人族（一いつ般ぱんには探索者スカベンジヤーと呼ばれている）を送り込んでいること。

「ふむふむ……」

　京太郎は丁てい寧ねいにメモを取りながら、唸うなる。

「一つ、質問いいかい」

『何百個でも、お、お受けします』

「話を聞く限り、人族は不死で、数も多い。対する君たちは、命は一つきりで、数も少ない。……軍隊でも編へん成せいされてしまえば、あっという間に滅ほろぼされてしまうんじゃないかと思うんだが」

『えっと。……り、理由はいくつかありますが、一つは、魔ま女じよさまの御お力ちからなのです』

「魔女、か」

　一度だけリムが口にしていたな。魔女から連れん絡らくがない、とかどうとか。

『魔女さまは、こ、この迷宮を創った〝魔ま王おう〟様のお妃きさき様で、いまも現役で人族と戦っていらっしゃるお方です。その魔女さまが秘密の方法で結界を張ってるんだ、と、き、聞いてます』

「結界？」

『は、はい。魔女さまの固有魔法で、……人族の間では、〝チレヂレの呪のろい〟と呼ばれているようですね』

「散ちれ散ぢれってことかね」

『…………？　エエト……』

　翻ほん訳やくの問題だろうか。上う手まく伝わっていないらしく、なんだか不思議そうに少年が首を傾げる。

　京太郎は「気にしないで、続けて」と笑った。

『ち、〝チレヂレの呪い〟は、探索者たちが軍団を編成できなくするための呪いです。具体的に言うと、一日に六名以上の人族が、この迷宮に侵しん入にゆうしてくることはないのです』

「なるほど。一日に六人」

　京太郎は、手元のToDoリストに『今日の目標：魔女と会う』を書き加えて、

　──言われてみれば、昨日出くわしたソフィアって人たちも六人組だった気がするな。

『そ、そ、それに加えて、迷宮内には無限に増ぞう殖しよく・設置される〝魔ま物もの〟や〝罠わな〟があるので……こ、こ、この数十年間、ぼくたちはそれなりに平和に暮らしてきたのです』

「だが……最近ではそうでもなくなったんだね」

『ええ。……こ、こ、この迷宮は、全部で五階層まであるのですが、その、か、か、階層ごとに……ええと、とっても強い魔族がい、い、いるんです』

「ボスモンスターってとこだな」

『え？　ぼす……？』

「なんでもない」

『とにかく、ここのすぐ上の第二階層には……火を噴ふくドラゴンのおじさんがいて……それがどうも、人族にた、た、倒たおされちゃったんじゃないか、と』

「ふむ」

　京太郎は深く頷うなずいて、

「そりゃ、すぐにチェックしに行かないと」

『ええ……』

　シムは物もの憂うげに応える。

　新たな一行をToDoリストに書き加えて、京太郎は立ち上がった。

「ひとつ。そのドラゴンおじさんの安否を確かめる。ふたつ。魔女と会う。……悪いがシム、案内頼たのめるかい」

『も、も、も、もちろんです光栄です！』

「あ、でも、その前に……」

　時計を見る。あれこれ話し合ったせいで、すでに時刻は昼前だ。

「飯にしようか」

『はい！』

　それは、シムと出会ってから一番元気の良い『はい』だった。
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　部屋を出ると、羊ひつじ頭あたまのメロフと目が合った。

　──いったん家に帰ったりしてたから忘れてたけど、そういや軟なん禁きんされてたんだっけ。

　あるいは、勝手に出て行ってしまうと、彼は罰ばつせられてしまうだろうか。

　京太郎は少し申し訳ない気持ちで、

「今から出かけるけど。いいかい」

『は、は、はひぃ！』

　恐きよう縮しゆくした軍人のように、直立不動の態勢をとるメロフ。

『ほ、本当はその、できるだけ外出は控ひかえていただくよう、お伝えするのが筋すじ、なのですが！　私、あなたの邪魔をしないことに決めたのです！』

「へ……ああ、そうなの？」

　唐とう突とつな宣言に、京太郎は首を傾げる。

　すると彼は、震える声で、唐とう突とつに告白を始めた。

『私、失礼ながらここで、お二人の話をこっそり聞いておりました！』

「ん？」

　京太郎は目を丸くして羊頭の男と見つめ合う。

　亜人にしては表情豊かな彼は、肉にく食しよく獣じゆうに嚙かまれる一秒前みたいな顔でびしっと天てん井じようを見上げ、

『わ、私はあなたを、信じますっ！　からっ！　村のみんなにも！　そう言いますからっ』

「あっ、……うん、ありがと」

『こ、ここ、この世界を救ってください！　みんなが笑って暮らせる世界を！　理想郷の実現をッ！』

　苦笑いしつつ、そろりそろりと彼の隣となりを通りすぎていく。

　さすがに「理想郷の実現」と言われても、肩かたの荷が重すぎる気がした。

　もちろん、そこを目指すべきだということは間違いない、が。

　その背に、甲かん高だかいキイキイ声で、

『ご武運を！』

「う、うん……」

　胡う乱ろんに応えたが、京太郎は内心、自分の武運で何かが解決するような事態にはならないことを望んでいる。





　　　　▼






　京太郎が広場に出ると、〝回復の泉〟の前にはすでに亜人の行列ができていた。

　一部の亜人が音おん頭どを取っていて、村人全員に行き渡るようにスープと付け合わせの、藻もと茸きのこを簡単に炒いためただけの料理が配くばられている。

『あっ、……こ、これきっと、けっこう時間かかっちゃいますね。ぼく、ならんできます！』

「いや、いいよ」

　京太郎は慌あわてて言った。できればあのマズそうな炒め物を間近で見たくなかったためだ。

「新しく……何か出してみよう」

『わあっ。つ、ついにっ、その不思議な本の力が見られるんですね？』

　シムは嬉しそうに歓かん声せいをあげた。

　そんな二人の周囲には、すでに亜人の子供たちが集まってきている。

　どうやら、京太郎が『ルールブック』を開くと美お味いしいものが出てくると、すでに村中に知れ渡っているらしい。

　京太郎はちょっと困った顔で笑って、近くにいられると集中できないから、と、彼らを遠ざけた。

　花に水をやりすぎては枯れる。例のあの猫ねこ型がたロボットだって、ひみつ道具を利用してどら焼きの本格的な量産体制を作らなかっただろう。

　とはいえ、この場では少しくらい大おお盤ばん振ぶる舞まいしたって構わないだろう、という気持ちも生まれている。

　この場所は、明らかに食しよく糧りようが足りていないようだし。

「シム、一つ聞いて良いかな」

『はいっ』

「いまさらだけど……念のため、君たち亜人の食性が知りたいんだ。……例えば……」

　京太郎は子供の頃、犬を飼っていた時期の記き憶おくを思い出して、

「イヌ科なら確か、ネギとかチョコレート、柑かん橘きつ類るいがダメだったはずだろ？」

『い、犬……。えっと、ぼくたちは、犬とは違ちがう生き物なので……もちろん、匂においのきついものが苦手とか、好みはありますが』

「そうか。ならいいんだけど」

　ひょっとすると、亜人を動物扱あつかいするのは失礼に当たるのかもしれない。

　内心反省しつつ、京太郎は『ルールブック』にペンを走らせた。




【名称：加工済み食肉獣

　番号：ＳＫ‐５

　説明：迷宮、第三階層に多く出現する、缶かん詰づめに手足と羽根が生えたような形の動物。外皮は鋼鉄で覆おおわれているが、身体にプルトップ状の部位があり、そこを引っ張るだけで簡単に中身が食べられるようになる。中にはこの世界に存在する様さま々ざまな食用家か畜ちくの肉、魚類、貝類などが美味しく調理されたものが入っている。

　なお、食肉獣は生命というより機械の一種で、繁はん殖しよくなども行わない。運良く見つけられた人は美味しい想いができるという、いわばボーナスキャラのようなものである。

　補遺：試供品として、動かなくなった食肉獣を五十個ほど段ボール詰めにして用意してください。】




　同時に、段ボール箱がぽかんと京太郎の前に落下してくる。

　京太郎は、今朝コンビニで買っていたミネラルウォーターを嘗なめる程度飲んで、段ボールをあけた。

　中には、思った通りのものが入っている。

　直径十センチほどの缶詰ボディに、とってつけたような手足と羽根。

　宇宙人の触しよつ覚かくを思わせる、ぴょこんと飛び出した二本の目玉。

　プルトップを引っ張ってやると、ふわっと湯ゆ気げで眼鏡めがねが曇くもった。

「おおっ」

　中身は、どうやら厚切りのステーキのようだ。一つ、指でつまんで口の中に放り込むと、とろとろの肉が口の中で溶けるように消えていった。塩こしょうの具合もほどよい。わざわざ〝美味しく調理されたもの〟と書き込んだだけはある。

「……ん。こりゃいいや」

　とはいえ、一つ缶詰を食べ終えると、もう十分、という気になっていた。

　普ふ段だんはもっと食べるのだが、やはり状況が状況なこともあって、胃が収しゆう縮しゆくしているのかもしれない。

　京太郎は、弁当代わりに缶詰を二つ鞄に入れて、シムにも三つほど渡した後、残りを、よだれを垂らしてみている亜人の子供たちにプレゼントした。

　同時に、幼い亜人たちがわっと段ボールに殺さつ到とうする。

「いま、足になる生き物を呼ぶから、──食事は道中済ませよう。五時までにその、魔女って人と顔合わせを済ませたい」

『ハ、ハイ』

「……あ、それと、ひょっとするとしばらく帰れなくなるかもしれない。家族に挨あい拶さつしたほうが良いかも知れないよ」

『い、い、いいんです』

　少年は眼を細めて笑って、

『もう、ぼくの命は、京太郎さまに捧ささげると決めましたので』

「……いや、さすがに重いぞ、それ」

　苦く言う。シムはふふふと笑うばかりだった。

　そんな二人が、村の門に行き当たったあたりだろうか。

『待ちな』

　背中から、声が掛かかる。

　振り向くと、──村の頭領、リムであった。

　彼女は、剣けん呑のんな表情で金色の眼を輝かがやかせながら、言う。

『なあ、そこの人族。アタシの弟連れて、──どこ行く気だい』

　そして、一定の距きよ離りをとりながらぐるりと歩き、京太郎たちの行く手を塞ふさぐ。

「どこって、──ええと、彼には魔女の元へ案内してもらおうと思ってさ」

『魔女様……？』

　リムは一瞬、不思議そうに首を傾げて、

『ああ……シムは一度、使いに出たんだっけ』

　と、一人、納得した。

『でも、アンタが人族にこの場所をバラしたりしたら……』

「そんな真似はしないよ。約束する」

『どうだかね』

　リムは少し視線を地に落として、

『……なあ、サカモト。正直に言っていいかい』

「なんだい」

『悪いんだけど、……もう少しだけ、ここにいてもらってもいいかな』

　それは、当初思っていたのとは少し違った申し出だった。

『アタシらだって馬ば鹿かじゃない。ぶっちゃけアンタがそこまで悪い奴やつじゃないってことくらい、なんとなくわかってる。……で、その不思議な力が、──わりと頼たよりになるってことも、さ』

「それは……」

『アンタなんだろ？　昨日、ミート・イーターを縄なわ張ばりに入れなくしてくれたのは」

「え？　……ああ、そうだけど」

『あれから村の仲間と検証させてもらってね。そしたら、マジじゃないかい。縄張り近くに巣を張ってた連中が、丸ごと引ひっ越こしてるときてる。一匹ぴき捕つかまえて縄張りに入れても、狂くるったように暴れ回って、逃げだそうとするんだよ』

「……へえ」

『ひょっとするとアンタの力、……ほとんどなんでもあり、だったりする？』

　一瞬、傍かたわらに立つシムに目め配くばせする。

　シムは、眉まゆを八の字にしながら、首を横に振った。

「いいや。実を言うと、これ以上は術も品切れなんだ」

『噓うそだね』

　薄うす闇やみの中、宝玉のごとき金色が二つ、京太郎をまっすぐに見み据すえている。

『なあ、……これは、アタシの……率そつ直ちよくな頼み事だ。村にはまだまだ問題が山積みなんだ。アンタの力が必要なんだよ』

　村に現れた新参者の、しかも仇かたきであるはずの種族に頭を下げる、などと。

　その言葉を吐はき出すのに、彼女がどれほど悩なやみ、苦しんだかは想像に難かたくない。

　──そうか。こうなるのか。

　京太郎は、グム、と、喉のどの辺りまで出た言葉を飲み込む。

　たった数度『ルールブック』の力を見せただけで、ここまで頼りにされるとは思ってもみなかったのだ。

　内心、迂う闊かつな自分の行動を後こう悔かいしつつ、

「力を貸してやりたいのは山やま々やまだけれど……私には他にも助けを待ってる者がいる。一所にとどまるのは、もう少し情報を得てからの方が良いと思うんだ」

『無理を言ってることはわかってる。だからこうして頼んでるのさ』

「すまない」

　何な故ぜだかそうすべきである気がして、京太郎は頭を下げた。

『そうかい。残念だ』

　リムはふう、と嘆たん息そくして、物わかり良く頷く。

『アタシにそれを止める権利はないね』

　話はそれだけか、と思って胸を撫で下ろしていると、

『……だが、シムは違う。そうだろう』

『えっ』

　シムは目を丸くした。

『ね、ね、ねーちゃん、いまさら何を言って……』

『うるさいねぇ。人前でそんなくすぐったい呼び方するんじゃないよ』

『えっ、えっ、えっ？』

　シムは一瞬、不安げに京太郎を見上げて、すぐリムに向き直る。

『その子はウチの村の仲間だ。アタシの家族だ。──頼む、サカモト、その子を持っていかないでくれ』

『ちょっと！』

　小こ柄がらな〝ウェアウルフ〟が怒ど鳴なる。

　普段の彼のキャラクターから考えて、そこまで感情をあらわにするのは少し意外であった。

『そ、それは……いくらなんでも酷ひどいよ、ねーちゃん！　ぼくはこの人と行くって決めたのにッ！』

『そうかい？　……でもその前に、これまで世話になった人たちに挨拶に出向くのが筋ってもんじゃないか？』

『ず、ずっと放っておいて……い、い、い、今いま更さらッ！』

　シムにはシムの事情があるらしい。

　とはいえ、この場はリムの意見の方が正論に思える。

　京太郎は、──恐らく彼女の思おも惑わく通り、口を挟めないでいた。

『なあ、シム。──覚かく悟ごはできてるんだろ。……村から抜けるなら、例のしきたりに挑ちよう戦せんする必要があるって』

「しきたり？」

　なんだか存在を忘れられそうな気がしたので、一応口を開いて自己主張。

『知っての通り、うちは仲間の裏切り一発で滅びる宿命にある村だ。──だから、村人の出入りは厳しく監かん視しされてる。……もし、弟がマジに村を出たいっていうんなら……』

　リムは、懐ふところから小刀を二本取り出し、片方をこちらに投げた。

『村の頭領に「まいった」と言わせること』

　なんとまあ、野や蛮ばんな風習だろう。まるで一昔前の暴走族ではないか。

「……って言ってるけど、どうする？」

『やります』

　この時ばかりはシムのつかえる癖くせはなりを潜ひそめていて、即そく答とうだった。

「しかし、姉弟きようだい喧げん嘩かに刃は物もの持ち出すとか、正気か」

『ご安心を。ぼくたちはナイフで切り刻まれた程度では死にませんので』

「そ、そうかい……」

　抱だっこしたら持ち上げられそうな体格なのに、見た目の何倍も逞たくましい。

　とはいえ、勝ち目は薄いだろう。

　リムとシムと体格差は一・五倍ほど。それにそもそもシムは、あまり運動が得意なタイプではないように思えた。

「本気でやるのか」

『ハ、ハイ』

「やっぱりまた今度の機会に、ってことにしないか」

『……京太郎さま』

　シムが、すがるような表情でこちらを見上げる。

『ぼくを見捨てて、どこかにいかないでください。ここに置いていかないでください。……ぼくはこの出会いを、一生に一度のチャンスだと思ってるんですから』

　言って、少年は足下に転がっている小刀を拾い上げる。

　せめて、それを〝スタン・エッヂ〟と取とり替かえてやれればよかったのだが、下へ手たに手を貸すほど無ぶ粋すいな真似もない気がしていた。

　京太郎はというと、──完全に困り果てている。

　なんでこんなことになったのか。

　どう立ち回っておけば、このように野蛮な事態を引き起こさずにすんだのか。

『来な』

　リムが短く言う。




　それが開始の合図だった。




　両者、ほとんど同様の動作で小刀を抜き、じりじりと間合いを取る。

　どちらも、柄えをつまむような奇き妙みような持ち手だ。〝ウェアウルフ〟流の構えなのかもしれない。

　気弱に見えたシムは、意外にも果か敢かんに立ち向かっているようだ。その視線に迷いのようなものは感じられない。

　そこで京太郎はふと、根本的な疑問に行き当たった。

　──そういえば魔族って、〝精神のエネルギーを物理的に作用させる能力〟を持っている、とかなんとか『ルールブック』に書いてたよな。

　精神のエネルギーを物理的に。

　京太郎はその時、単純にそれを〝魔法〟的な何かだと解かい釈しやくしたが、具体的にそれがどういうものか、までは調べていなかった。

　すでに一度、それっぽいものを目もく撃げきしてはいる。

　あの、ソフィアという女性のパーティとの戦闘の時、──確かあのリザードマンたちは火を噴いたり、剣けん圧あつで建物を無茶苦茶に破は壊かいしたりしていたと思う。

　ひょっとするとあれが〝魔法〟の一種なのかもしれなかった。

　事態が膠こう着ちやくしている間、京太郎は素早く『ルールブック』をめくる。




【名称：魔法

　番号：ＳＴ‐１８８

　説明：生命の持つ根源的な力を利用し、現実を改変する術。

　単純に人族が行使するものを白魔法、魔族が行使するものを黒魔法と呼ぶ。】




【名称：白魔法

　番号：ＳＴ‐１８９

　説明：この世界における魔法のうち、人族が使うもの。

　その本質は呪じゆ術じゆつに近く、基本的に即効性はない。そのため、術のエネルギーを触しよく媒ばいに溜ため込こみ、呪じゆ文もんと共にそのエネルギーを解き放つ、──といったような使われ方をする。

　補遺：触媒、というワードだとなんか覚えにくいので、単純に〝マジック・アイテム〟と呼ばれるようにする。

　補遺２：一部のマジック・アイテムは『ルールブック』による現実改変の優先度を上回ることがあるため注意。】




【名称：黒魔法

　番号：ＳＴ‐１９０

　説明：この世界における魔法のうち、魔族が使うもの。

　白魔法と違って触媒を必要とせず、もっぱら生命エネルギーを消費することで発動する。故に、使いすぎると餓が死しする危険がある。

　魔族は、後天的に習得する術の他、先天的に固有の魔法を覚えており、これによりかなり優先度の高い現実改変を行うことが可能。なお、固有魔法は血族、種族などとは無関係にランダムで設定される。

　補遺：固有魔法は時として『ルールブック』による現実改変の優先度を上回ることがあるため注意。】




「へえ？　マジック・アイテムに、固有の魔法か」

　これは重要な新情報だった。何事にも好こう奇き心しんを持つものである。

　早速京太郎は、〝管理情報〟のページに新たなルールを書き込む。




【管理情報：その９

　管理人が……】




　少し悩んで、ちょうどいいワードがないか考え込んだ後、




【管理情報：その９

　管理人が「鑑かん定てい」という言葉を口にした場合、視界内にいる〝魔族〟の魔法に関する情報を得る。】




「よし。──鑑定」

　早速そう言ってみると、向き合う二人の情報が頭の中に流れ込んできた。




　──リム

○固有魔法

　《隠おん密みつ化か》……息を止めている間、完全に気配を消す。

○通常魔法

　《擬ぎ態たいⅡ》……自らの姿を完全に人族へと変化させる。

　《毒Ⅱ》……装備している武具に即効性の毒を塗と布ふする。

　《悪運Ⅲ》……敵対的な生物に見つかりやすくなるが、有利な状況で戦闘が始まりやすい。

　《飢き餓が耐たい性せいⅠ》……あまり食糧を摂せつ取しゆしなくとも生命活動を持続可能。

　《火系Ⅱ》……手のひらから火球を生み出す。

　《火系Ⅳ》……手のひらから火か炎えんを放射する。

　《火系Ⅴ》……任意の場所に魔ま方ほう陣じんを描き、そこから強きよう烈れつな焰ほのおの柱を生み出す。

　《雷かみなり系Ⅰ》……手のひらに雷の力を宿す。




　──シム

○固有魔法

　《大おお番ばん狂くるわせ》……彼ひ我がの実力差があるほどに手持ちの武具・魔ま力りよくを強化する。

○通常魔法

　《擬態Ⅴ》……姿を自由に変化させる。自分以外の人・ものに使うことも可能。

　《幸運Ⅱ》……そこそこギャンブルに勝ちやすい。

　《水系Ⅰ》……指先から水を噴ふん出しゆつする。

　《水系Ⅱ》……手のひらから勢いよく水を噴出する。

　《光系Ⅱ》……周囲を明るく照らす。

　《光系Ⅲ》……浄じよう化かの光を放ち、死し霊りよう系けいの魔物を消滅させる。




　なるほど、なるほど。

　見た感じ、リムの方が覚えている術が多い。

　これはつまり、それだけ実力が上、ということだろう。

　とはいえ、シムには《大番狂わせ》と呼ばれる固有魔法があるらしく、そうなってくると勝負はわからなかった。

　京太郎は、万が一のことがあった場合いつでも二人の傷を癒いやせるよう、少し離はなれた場所で控えている。

　ふと気付くと、いつの間にか亜人たちの村から野次馬が集まってきていた。

　皆みな、おおよその状況は察しているらしい。それぞれ固かた唾ずを呑のんで見守っているようだ。

　先に動いたのは、──シムだった。

『──────ッ！』

　シムの手元から、目にもとまらぬ速度で銀色の閃ひらめきが跳はね、ぎい、と、ガラスを引っ掻いたような音が耳に障る。リムの小刀の腹を撫でた音だ。

『甘あまいなあ……ッ』

　リムは余裕を持って攻こう撃げきの軌き道どうを逸そらし、代わりに空あいた左手でシムの顎あごを殴なぐりつける。

『グエ……ッ！』

　不完全な態勢での一いち撃げきであったにもかかわらず、シムは数メートルほど上空に吹き飛ばされた。

　死んだ、──京太郎はそう思った。数十キロの身体が浮き上がるほどの衝しよう撃げきを顎部へもらったのだ。少なくともシムの顔の骨が粉砕したことは間違いない。

　だが、シムは空中で態勢を立て直し、着地と共に再び小刀を振るう。

　どうやら、ほとんど堪こたえていないらしい。

　その後の打ち合いはもはや、常人である京太郎には目で追うのがやっと、というレベルだった。

　──これが魔族の戦いか……。

　これからはシムにあんまり上から目線で話すの、止めとこうかな。

　そう思わせる程度には、二人の動きは人間離れしていた。一度など、小刀がちょっとかすめただけでバターのように巨きよ岩がんが割れたのを目にしている。

『ねーちゃんッ！』

『だから……っ、そう呼ぶなって！』

　斬きり合あいでは勝負が決まらぬ、と、一瞬、二人が距離を取った次の瞬間。

　この戦いにおいて初めて、魔法が使われた。

『──《フレイム・タワー》！』

　シムの足下に赤く輝く円えん陣じんが生まれる。京太郎が心配するよりも遙はるかに早く、シムは背後に跳ねた。

　同時に、三メートルほどの高さの火柱が生まれ、辺りを照らす。

「────うわッ！　すごい！」

　火が持つ、根源的な美しさに目を奪われる。これだけ巨大な火柱となると、見世物でもそうそう見られるものではなかった。

『ひぇっ』

　火柱を前にしてシムが一瞬たじろぎ、尻しり餅もちをつく。その時ばかりは見た目相応におびえの色を見せた。

　むろん、その隙すきを見み逃のがすリムではない。彼女は中空高く跳ね、踏ふみつけるようにしてシムの腹部に一撃を加えた。

『ゴッ……ふ……！』

　シムの口から、弾はじけるように血が噴き出す。

『……その年でまだ火が怖いってんだから、……しょんべんたれのガキなんだよ、アンタ』

　──決まった。今度ばかりは致ち命めい的てきだ。

　傷を癒やすため、京太郎が走る。一方で、せっかく友だちになれそうだった連れ合いともここでお別れか、と、寂さびしく思っていた。

「まてっ、そこまでだっ」

『わかってるって。アタシだって何も殺しをやろうってんじゃ……』

　次の瞬間である。

　リムの脇わき腹ばらから、ぬるり、と、血にぬれた刃やいばが生えてきたのは。

「え」

『なッ……！』

　目をむくリム。彼女の背後には、いつの間にかシムが立っていた。

『こ、こ、子供扱いは止めてって、……ずっと言ってきた……よね。ねーちゃん』

　しゅうしゅうと音と煙けむりを立てて、リムの足下の〝シム〟が変化していく。

　彼女が踏みつけたのは、先ほどシムがバターのように切きり裂さいた巨岩の破は片へんに過ぎなかった。

　──《擬態Ⅴ》……だっけか。あれをつかったのか。

　リムが派手な技を使ってくることを見み越こして、変わり身を用意していたわけだ。

　もし、全て計けい算さん尽ずくで戦略を組み立てていたのなら、──偶ぐう然ぜんとは言え、とんでもない拾いものをした。

　シムがナイフを引き抜くと、リムがその場にくずおれる。

『いつまでもあなたの知ってるぼくじゃない。ぼくの、──勝ちだ』

　シムは、荒あれた息を深く呼吸することで整え、にこりとこちらに血ち塗まみれの顔を見せた。

『ぼ、ぼ、ぼく、……や、やりました。京太郎さま』

　京太郎はというと、彼とは今後、敬語で話した方がいいだろうかと迷っていた。






幕間その３　『うつくしいもの』






「──治れ」

〝彼かの者もの〟、──坂さか本もと京きよう太た郎ろうが、上等な着物が汚よごれるのも構わず片かた膝ひざつき、姉の傷を癒いやしている。

　その様を、シムはほとんど他ひ人と事ごとのように眺ながめていた。

　──勝った。ねえさんに。ぼくは勝ったんだ……。

　怪け我がは一いつ瞬しゆんにして跡あと形かたもなく消え去ったが、彼かの女じよはしばらく身動きをとらず、ただ洞どう窟くつの天てん井じようを眺めて、ぼんやりしている。

　シムは小刀を、彼女の傍かたわらへぞんざいに投げた。

　──これで今日から、この村ともお別れか。

　本当はこうなってほしくなかった。保険をかけておきたかった。

　何もかもダメだった時に、戻もどってこられる場所がほしかった。

　実の姉は、そういう甘あまえた考えを許さなかった、の、かも。

　──いや、無いか。……姉さんはいつも、群れのことしか考えなかった。

　父が死んでしばらくして、母も寝ねたきりになった時も。

　シムの吃きつ音おん癖ぐせが、みんなに馬ば鹿かにされていた時も。

　今回もきっとそうに違ちがいない。

　本人がそうじゃないと言い張っても、いまさら信じるものか。

『き、き、京太郎さまっ。もう、行きましょう』

〝彼の者〟に声をかける。

　さっぱりとした不思議な匂においを放つその男は、少し哀かなしげにシムを見上げた。

「しかし……いいのかい」

『い、いいんです。ぼくはこの人に勝った。だから、好きにして良い権利があるんです』

「ふぅむ……」

　京太郎は少し考え込んで、

「しかし、こんな風に喧けん嘩か別わかれみたいなのは感心しないな。君はこれから正式に私の仲間になるのだから、故郷に泥どろを被かぶせたまま、というのも気分が悪いし」

　ふいに彼の口から〝仲間〟という言葉が出たことで、シムの心は躍おどり上あがった。

　この人に惹ひかれたのは何も、無敵の力を持っているから、だけではない。

『では、少し姉と話してみます』

　シムは事務的に実姉の傍らに立ち、彼女を助け起こした。

『ん。……ありがと』
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　そして、気まずい沈ちん黙もく。

　無理もない。二人はそもそも、しょっちゅうおしゃべりするような間あいだ柄がらでもなかったのだ。

　それでも、何かしゃべらなければならないと思い、

『なんで、──し、しきたりなんか持ち出したの？』

　率そつ直ちよくに訊たずねた。

『む、む、村のしきたりなんて、父さんが酔よった勢いで作ったようなもので、あってないようなものだったじゃない』

　実を言うと、その理由はうすうすわかっている。

　この人は……自分をダシに使おうとしたのだ。

　案内役の自分を引き留めれば、〝彼の者〟の足も止められるであろう、と。

　だが、残念。

〝彼の者〟はきっと、自分の案内などなくとも、自力で魔ま女じよの住すみ処かを見つけただろうし、火か竜りゆうの巣に向かうことだってできただろう。

　この戦いは元もと々もと、無意味な行こう為いだったのだ。

　もちろん、──シム個人にとっては重大な意味を持ってはいた、が。

　答えを期待したわけではなかった。

『さあてね』

　リムも、肩かたをすくめて真実は語らなかった。

『でもアンタ、いつの間にか火が平気になってたのには驚おどろいたよ』

『……ひ、ひ、火が怖こわかったのなんて、……もっともっと子供のころだよ』

『今だってガキじゃないか』

　失礼な。

　シムはアーモンド型の眼を細くして、

『も、も、もう、十四だ。大人だよ』

『そうだね。……そろそろアンタには、嫁よめの世話してやんなきゃって思ってたところだ』

『へ、へえ？　……ふうん。……ち、……ちなみに、誰だれ？』

『フリンとこの次女』

『アーリ？』

『そう』

　ぐぬぬ、と、ちょっとだけ後こう悔かいが生まれた。

　アーリは知的で読書家で、〝ウェアウルフ〟の中ではもっとも話の合う娘むすめであったためだ。

　このまま村に残れば、──アーリと子供を作ることになるわけで。

　脳のう裏りに、幼なじみのあられもない姿を思い浮うかべて、首を激しく左右に振ふる。

『後悔してる？』

　京太郎の手前、シムは慌あわてて言った。

『で、で、で、でも、いいんだ。ぼ、ぼくはいま、子供を作るより他に、やりたいことがある。ぼ、ぼ、ぼくにしかできない……誰かの助けになる、……そんなことを、したい』

『そうかね』

　ふーっ、と、リムは長いため息を吐つく。

　シムは、誇ほこりを持って男の決意を口にしたつもりだった。

　それを口にした以上は、何らかの結果を残すつもりである、と。

　だが姉は、弟の望むようなことは何一つ口にせず、

『じゃあ、行きな。しょんべんたれ。もう二度と帰ってくるんじゃないよ』

　そう言った。

　シムが内心、落らく胆たんしなかったわけではない。

　だが彼女が、いちいち相手の望むようなことを口にするようなウェアウルフではないこともわかりきっていた。

　背を向ける。

　もうこれで十分。〝彼の者〟だって完かん璧ぺきな仲直りなど望んでいないはずだ。そもそも二人は、そういう仲でもなかったわけだし。

　京太郎は、そんな二人をしばらく眺めた後、少しだけ首の後ろ辺りを掻かいて、村の出入り口に向かう。シムもそんな彼に付き従った。

　途と中ちゆう、少しだけ村の方を見る。

　それまで気付かなかったが、村人たちが野次馬として集まっている。

　物心ついた頃ころからずっと住んできた村だ。知らない顔はない。

　仲の良い奴やつも、悪い奴もいる。

　万感の思いがないわけではない。

『き、京太郎様、ひとつ、お願いしてもいいでしょうか』

　姉に聞こえないよう、彼の耳元でそっと囁ささやく。

「なんだい」

『ぼ、ぼ、ぼく、この村のこと、ずっと好きじゃなかったんです。弱い者イジメがまかり通ってるし、恋れん愛あいする自由だってない。……び、病気の人だって、時と場合によっては見捨てられるような、そんな村でした』

「そうか」

『でも、今ちょっとだけ、げ、元気がなくなってるんです。そ、そ、それが不思議で』

「わかるよ。私も前のうんこみたいな仕事辞めるとき、似たような感じだった」

『あ、あ、あのぅ……京太郎様の故郷ではなじみがないかも知れませんが……我われ々われはこういう時、〝魂たましいを賭かける〟と言うんですけど……』

「ん」

『ええと、魂を差し上げる分、こちらの言い分を聞いて下さいっていう……そういうやつなんですけど……』

「……〝一生のお願い〟の別の言い回しってことかな」

『あ、そうです。たぶんそれです。……その……いま、〝魂を賭け〟てもいいでしょうか』

「内容に寄るなあ」

『き、恐きよう縮しゆくなの、ですが。……少しだけでいいんです。京太郎様、ぼ、ぼ、ぼくを、少しだけ、元気づけてもらっても、いいですか？』

　少し子供じみているだろうか？　シムは自問する。

　でも、いいんだ。この人は自分のことを〝仲間〟と言ったのだから。

　仲間であれば、こういう時くらい弱いところを見せてもいいはずだ。

　そういう時に支え合うのが、仲間というもののはずだ。

「ふむ。……元気づける、か」

　京太郎はしばらく考えた後、

「それじゃ、一つ、良いものを出して上げよう」

『え？』

　そして彼は、例の革張りの本を取りだす。

　シムは慌てた。

　耳の付け根の気持ちいいところをこしこし撫なでてくれるとか、首回りをふかふかするとか、その程度で良かったのに。

『ぼぼぼ、ぼくのワガママで、そこまでしていただかなくても』

「安心しろ、大したことじゃない」

　そして京太郎は、シムがそれまで見たこともない、不思議な形の文字を本に書き込んでいく。

「これで、──よしっと」

　その、次の瞬しゆん間かんだった。

　京太郎たちの周囲が、眼にも目ま映ばゆい光に包まれたかと思うと、

『ＧＯＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！』

　天に轟とどろく、巨きよ大だいな生き物の鳴き声が辺りに響ひびき渡わたった。

　今ここで、何か新しい生き物が産み出されたらしい。

　それは、一匹ぴきの巨大な蛇へびのように見えるものだった。

　だが、断じて蛇ではない。まず、蛇に四本の足は生えていないはずだし、髭ひげを蓄たくわえているはずもない。空を飛ぶはずもないし、何より、その理知的な眼は、明らかに知性あるものの──。

　シムは息を呑のむ。

　自分のちょっとしたワガママで、想像を絶する事態になった、と思った。

『ＧＵＵＵＵＵＵＵＵＵＲＲＲＲＲ…………』

『う、わあ……すごい……』

　だが、口から漏もれ出るのは感かん嘆たんのため息のみ。




　何よりシムは、──このように美しい生き物を見たことがない。




　鱗うろこはきらきらと蒼あお白じろく輝かがやき、頭部からは雷らい鳴めいの閃ひらめきにも似た角つのが二本。手足は四つでそれぞれ鷹たかを思わせる鋭するどい爪つめがあり、そのうち左手に当たる部位に金色に輝く宝玉を握にぎっている。

　宝玉は周囲を照らす役割を果たすらしく、薄暗かった村の周辺が、やにわに明るく照らされた。

　その奇き妙みような生き物は、まるで虚こ空くうの中に足場を見いだしているかのように、洞窟の上空を自由に這はい回まわっている。

「私の故郷で、──〝龍りゆう〟と呼ばれる生き物だ」

『リュウ？』

「ああ。今後は、彼をこの階層の守護者とするようにしよう。これで〝火か竜りゆう〟とやらがマズい状態だったとしても、しばらく村が人族に襲おそわれることもないと思う」

『…………な、なるほど』

「心配だったんだろう？」

　京太郎は、明るくそういった。

『え』

「ここに残していく仲間たちが、さ。これで後こう顧こに憂うれいなしってとこだな」

『で、でもその……』

　その先は何も思いつかなかった。

　この人の行動が的まとを射いているのか、それともまったく見けん当とう外はずれなのか。

　自分の中でも答えを見つけられていない。

　実を言うと、もうちょっと個人的なプレゼントを期待していた、というのが正直なところで……。

　それでも、──不思議と、シムの気持ちは軽くなっていた。

　ひょっとすると少年は、〝彼の者〟が自分のために何かしてくれる人だということを確認したかっただけなのかもしれなかった。

　振り返って村を見ると、皆みな、驚きよう愕がくの表情で龍を眺めている。

　仲の良かったやつも。

　仲の悪かったやつも。

　そして、──リムも。

『──あ、ありがとうございます。京太郎さま』

「さまはいいって」

『そういうわけには』

　坂本京太郎は、首に巻いている不思議なヒモをきゅっと締しめ、金色の留め金の位置を直し、不思議な匂いのする丸がん薬やくを口に含ふくんだ。

　シムは彼を見習い、子供の頃から着慣れている革のチョッキについた血と埃ほこりを少し払はらう。




　そうして、二人旅が始まった。






第四話






【名めい称しよう：ジテンシャ

　番号：ＳＫ‐１

　説明：管理人である、坂さか本もと京きよう太た郎ろうの足になる乗りもの。ペダルをこぐことで車輪が回り、前進する。

　車体は白色でかなり軽く、こぐのにほとんど力がいらないのが特とく徴ちよう。

　サドルは凸でこ凹ぼこでも尻しりが痛くならないよう、柔やわらかめのクッションにしてほしい。

　あと車輪はかなり頑がん丈じように出来ていてちょっとやそっとでは壊こわれないってことで。

　補ほ遺い：嗅きゆう覚かくは鋭えい敏びんで、どのような動物の痕こん跡せきも追えるようにする。

　補遺２：ペダルは不要。自動で動くことにする。あと背もたれもつけて、移動中は本を読めるような感じにしてほしい。

　補遺３：タイヤを強化。今より大きめのサイズに。多少の凸凹でも問題なく走行できるようにする。

　補遺４：全体的に巨きよ大だい化かしてもらって、座席を二つに増やしてもらいたい。具体的に言うと、馬車に近い形状がベスト。

　補遺５：荷物置き用のちょっとしたスペースも追加。

　補遺６：強力な自己再生能力を付ふ与よ。】




　もはやそれは、自転車でもなんでもない何かであった。

　あれこれ後付けで設定を追加した結果、〝ジテンシャ〟は今、人じん智ちを超こえた謎なぞの生命体と化しつつある。

〝朧おぼろ車ぐるま〟という牛車ぎつしやの妖よう怪かいをアニメで見たことがあるが、どことなくそれに似てないこともない。──まあ、〝ジテンシャ〟はあれほど顔が大きくないが。

『ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！』

　ひどい魔ま改かい造ぞうを受けたにもかかわらず、〝ジテンシャ〟は上じよう機き嫌げんだった。

「かくあるべし」と生み出された生き物だからか、京太郎の役に立てることだけが〝ジテンシャ〟の喜びであるらしい。

『え、ええと、京太郎さま、このお方？　は？』

　シムは、恐おそる恐る、といった具合に、先ほど草むらからのっそり現れた〝ジテンシャ〟の鼻先に手を置く。〝ジテンシャ〟は満足そうに眼を閉じた。

　いま、彼かれの下半身はぐにょんと肥ひ大だい化かしており、腹部には以前ペダルだった場所が変化したと思おぼしき踏ふみ台だいまである始末。もはや誰だれもこれを、自然のまま生み出された生き物とは思わないだろう。

　京太郎は〝ジテンシャ〟の右側に座って、左側に友人を招く。

　シムがそこに飛び乗ると、早速〝ジテンシャ〟は元来た道を走り出した。

　目指しているのは、──〝火か竜りゆう〟が棲すむという〝迷宮〟第二階層である。

　シムによると、魔ま女じよの住すみ処かは第一階層にあるらしく、先にそちらを目指すのが効率的、とのこと。

〝ジテンシャ〟は身体からだが大きくなった分、スピードは今までより速く、ちょっとした障害物であれば弾はじき飛とばせるよう進化していた。

　また、道中〝ミート・イーター〟の群れに出くわさなかったのは、隣となりにシムがいてくれたためだろう。





　　　　▼






〝迷宮都市〟を抜ぬけ、ソフィアと出会った場所をあっという間に通り過ぎ……今度は彼かの女じよが去って行った方向へと疾しつ走そうする。

〝迷宮〟の構造を正確に把は握あくしているのは魔ま族ぞくの中でも魔女だけらしいが、それでも亜デ人ミたちは調査の末、大まかな全体像を把握しているようだ。

　車上にてシムから話を聞いたところ、〝迷宮都市〟は七、八メートルほどの分厚い壁かべで囲まれているらしい。

　その内部に入り込む道は三つ。

　正門、後門、そして亜人たちによって開かい拓たくされた、洞どう窟くつへ向かう裏道。

　シムは、こっそり村から持ち出してきたという〝迷宮〟の地図の写し（もしこれが人族の手に渡わたったら仲間から処しよ刑けいされるというほど貴重なもの）を眺ながめつつ、

『こ、こ、ここは本来、……色いろんな魔族が平和に暮らせるように作られた場所、なんだ、そうです……』

「ふむ」

『実際、しばらくの間は栄さかえていたそうなんですけど……仲間割れが起こって……、多くの〝魔族〟はここより下層に向かった、と、そう聞いています』

「もったいないな。ちゃんと手入れすれば、まだ住めそうなのに」

『い、今でも一部の〝魔族〟は住んでますよ？』

「え、そうなの？」

『はい。ゴブリンだとか、小こ鬼おにだとか呼ばれる連中で……』

「ああ、ＲＰＧだと序じよ盤ばんに戦うやつか」

『え？』

「なんでもない。……でもここ、しばらく歩いたけどそういう連中とは出くわさなかったなあ」

『彼らは臆おく病びようですから、隠かくれていたのでしょう』

　道は〝ジテンシャ〟が自動的に選んでくれているため、指示する必要はない。

　それに、隣に魔族の一員がいてくれているということが、身分を証明する助けになっているはず。道中は平和に過すぎていった。

　迷宮都市を通り抜けるのにかけた時間は、七、八十分、といったところだろうか。

　京太郎たちは都市の正門へと到とう着ちやくし、一時足を止める。

「これは……」

　そこで京太郎たちの前に立たち塞ふさがったのは、どこまでもどこまでも長く続く階段だ。

　幅はばは六メートルほどだろうか。天てん井じようまでは十メートルほど。

　まずまず、見晴らしの良いところと言える。

　その天井部には例の輝かがやく浮ふ遊ゆう物ぶつ（シムによると、魔女の魔ま法ほうによるものらしい）がふわふわと浮ういており、足下は蛍けい光こう灯とうで照らされているかのように明るい。

　京太郎が息を呑のんだのは、その階段の壁と天井に彫ほられた、実に見事な意い匠しようの彫ちよう刻こくであった。

　彫刻は、人族と魔族が争っているのを天使だか女神だかが天から見守っている、という構図がほとんどで、それが歴史絵巻風に延えん々えんと続いている。

　まるで美術館にいるような、荘そう厳ごんな気持ちを起こさせる空間だった。

　というのに、足下に転がっているのは人族が食べ散らかした残ざん骸がいの山。

　冒ぼう険けん家かにマナーを求めても仕方がないとは言え、京太郎の心にちょっとした怒いかりが生まれた。

「しっかし……」

　眼を細めて、階段の先を覗のぞき見みようとしてみる。目標とするところはほとんど点になっていて、よく見えない。

「すごいな。……私の故郷でもきっと、こんな光景は見られないよ」

『〝無限階段〟と呼ばれる場所です。長さは二、三キロほどだとか』

「……二、三キロ……こんなんまともに昇のぼったら、絶対明日は筋肉痛になるな」

　もちろん、今の〝ジテンシャ〟であればこの程度の段差、楽らく々らく昇ってくれるだろう。

　だが、そろそろ京太郎は、真っ当に生きているこの世界の人々に対して少し申し訳ないような気持ちが生まれてきている。

　実際、これまで観光客気分で通り抜けてきた迷宮は本来、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんを欠かさぬ冒険家たちが入念な計画と準備を進めてようやく辿たどり着つける、といった場所に違ちがいない。

　京太郎の身体は決して同年代の男に比べてだらしがないというわけではないが、──それは別に、彼が日頃から鍛きたえているからではない。単にここ数年、お金がなかったために食事を制限していたためである。──本格的にジム通いとかするべきかな。

『こ、ここを抜ければすぐ、〝奈な落らくの水源〟って場所につ、つ、着きます。そこから火竜の巣へと向かいます』

「オーケイ。……ちなみに、その巣ってとこは、水源から近いのかい」

『ええと、近い、というかなんというか……火竜の巣へ向かうには、少しばかり特とく殊しゆな方法をとらなくちゃいけなくて……』

「特殊？」

『ご、ご、ご安心を。ぼくがおじさんと交こう渉しようすれば、危険なことはない、はずです』

「頼たよりにしてるよ」

『えへへ』

　そこで二人は、いったん休きゆう憩けいをとることに。

〝無限階段〟手前、〝奈落の水源〟と繋つながっているという水路付近で足を止め、〝ジテンシャ〟にたっぷり水をやり、水路を泳ぐハコフグにも似た白い鱗うろこの魚を棒でちょっと突つっついたりして遊ぶ。

　一段落し、十分休ませた〝ジテンシャ〟に乗り込み、先に進むように促うながす……と。

　奇き妙みような出来事が起こった。

　がたがたがた！　と辺りが揺ゆれたかと思うと、突とつ如じよとして周囲の明かりが消え、ぐるんと天地がひっくり返ったのである。

「ん？」

　はてな、と、京太郎は首を傾かしげるばかり。

　状じよう況きようの把握にはそれから数秒が必要だった。

　まず理解したのは、──いま、自分の周囲にはシムも〝ジテンシャ〟もいない、ということ。

　どうやら何者かの術を受けて、空間転移というか、テレポート……的な何かが起こったらしい。

　いま、京太郎はどこか得体の知れない暗くら闇やみの中にいて、ふわふわと宙に浮いているようだった。

「…………ええっと、……なんだ、これ？」

　逆さづりにされているにもかかわらず、坂本京太郎はさほど動じてはいない。

　というのも、




【管理情報：その４

　管理者を攻こう撃げきしようとする全ての術は発動しない。】




　京太郎にはこのルールがあるためだ。

　この術が、京太郎を害するつもりで使われたものでないことはわかっていた。

　とはいえ、これからのことはわからないが。

　ぼぅ、と、焰ほのおの輝きが、暗闇を一いつ瞬しゆんだけ辺りを照らす。

　その瞬しゆん間かん、──

「────う、うおッ」

　心に、根源的な恐きよう怖ふが蘇よみがえった。

　一瞬だけ目が合ったのだ。

　坂本京太郎の身の丈たけほどの、火のような輝きを放つ、巨大な眼球と。

　ちらちらと辺りを照らす焰は、どうやらその眼球の真下、──赤く、分厚い鱗で覆おおわれた口元から不定期に吐はき出だされているらしい。

　──こ、コイツが？

　その正体は、京太郎にも察することができた。

　なにせ、これから会いに行こうとしていた相手なのだ。

　──火竜。

『お前、──名はなんという、かな？』

　全体像すらはっきりしないその生き物の声は、意外なほど人を落ち着かせるバリトンボイスで、そういった。

「こんな格好で失礼。……私は坂本京太郎です」

　とりあえず逆さづりのまま、ぷらぷらと手を振ふってみる。

　その脳のう裏りには、お釈しや迦か様さまの手のひらでハシャいでいる孫そん悟ご空くうの絵え面づらが浮かんでいた。

『そんな格好なの、は──、己おのれの責だが、──お前は、──己れを恐れぬ、ね』

「ええ、まあ。一昨日まではこんなふうになるなんて自分でも思ってなかったンですが……今は前向きに捉とらえています」

『そうか、──』

　そこで京太郎は、足下の方からゆっくり半回転し、……何か、得体の知れないごつごつしたものに座らされる。

　床ゆか暖だん房ぼうのフローリングみたいに暖かいな、と思っていると、どうやらそこは、その巨大な生き物の身体の一部らしかった。あまりに大きすぎて、また、視界が昏くらいせいもあって、それがどの部位かはわからない。

　ただ、手を当ててみると、巌いわおの下に流れる血液の鼓こ動どうを感じることができた。

　──全長は、……六十、あるいは百メートルくらいだろうか。この距きよ離り、このサイズとなると人間の認知能力を超えていて、正確に把握することはできない。

　先ほどシムの希望で生み出した〝龍りゆう〟の比ではない。その怪かい物ぶつは、明らかにこの世界の生命の規格から外れた巨大さだった。

　こいつが噂うわさの火竜だというのであれば、こんなものに人族が立ち向かえるはずがない。……そう思える。

　少なくともあの、ソフィアのパーティはリザードマン三匹びきに苦戦していた。

　彼女たちが平均的な人族よりよっぽど劣おとるというのでもない限り、この怪物は存在するだけで人族の畏い怖ふの対象となるだろう……。

「失礼ですがここ、灯あかりはないんですか？」

『無ない』

「そうですか……ええと、あなたは、なぜ私をここへ？」

『理由は、──いくつかある。己れは……お前に、希望の光を、──見た。だから……話したくなった。……それが、──理由の、一つ、だ』

「希望の光、ですか」

　それならもうちょっと挨あい拶さつの仕方というものがあるのではないか、と、内心思う。事前に招待状を送っておくとか。

　京太郎は念のため、小声で「──鑑かん定てい」と呟つぶやく。情報は多いに越こしたことはない。





　──〝火竜〟フェルニゲシュ

○固有魔法

　《巨大化》……通常の同一種よりも身体が大きい。

　《不老》……老いることがない。

　《火耐たい性せい》……火に対する強力な耐性を持つ。

○通常魔法

　《転移Ⅵ》……周囲五キロメートル圏けん内ないの物体を強制的に転移させる。

　《千せん里り眼がんⅢ》……周囲五キロメートル圏内まで視野を広げることができる。

　《地じ獄ごく耳みみⅢ》……周囲五キロメートル圏内で発された音声を自由に聴きくことができる。

　《美声Ⅱ》……聴く者に心地よい声を発する。音量は自動的に調整される。

　《念動力Ⅱ》……百キロまでの物体を念じただけで動かすことができる。

　《自己再生Ⅴ》……《自し然ぜん治ち癒ゆ》系の強化版。心臓と頭部さえ残っていれば欠損した部位も完全に回復する。

　《火系Ⅰ》……指先に火を生み出す。

　《火系Ⅱ》……手のひらから火球を生み出す。

　《火系Ⅲ》……装備している武具に火属性を付与する液体を塗と布ふする。

　《火系Ⅳ》……手のひらから火か炎えんを放射する。

　《火系Ⅴ》……任意の場所に魔ま方ほう陣じんを描えがき、そこから強きよう烈れつな焰の柱を生み出す。

　《火系Ⅵ》……周囲を焼き尽つくす火炎を口から吐く。

　《火系 Ⅶ》……追つい尾びする焰の矢を生み出し、指定した対象に対して放つ。

　《火系Ⅷ》……自分の周囲に火系の術を無効化するフィールドを作り出す。

　《火系 Ⅸ》……魔方陣を対象の身体に描くことで、回かい避ひ不ふ能のうの火炎の呪のろいを植え付ける。

　《火系Ⅹ》……対象に業ごう火かの呪いを付与する。この呪いは次元を超えて作用する。《火系Ⅷ》を利用することでのみ術の解除が可能。






「へええ」

　どうやら、火系の魔法といっても色々と種類があるようだが、基本的には数字が大きくなるほど強くなる、みたいな感じのようだ。

　リムが覚えている火系魔法がⅤまでだったから……きっとこの怪物はかなり強い、ということだろう。多分。

『お前、──は、魔族、を──害するものではない、……そうだね？』

「ええ、まあ。こう見えて私、異世界人でして。ここには魔族を救うために来たんです」

『わかって、──いる。……シムと、──話していたのを、聴いていた、から』

「なるほど、話が早い」

　フムフムと感心するそぶりを見せて、

「ここには、あなたの状況を確認に来たんです。最近、人族が〝第三階層〟に入り込んでいる、というクレームを受けましてね。話によると、〝第二階層〟はアナタが守護している、と聞いたもので。……そのへん、どうでしょう」

　我ながら、なんだか本当にマンションの管理人みたいな言い方だった。

『己れ？　己れは……もう、──ダメ、だな』

「ダメって、何がダメなんです」

『先日、……戯たわむれとばかりに訪れた──〝勇者〟と戦って、──負けたのだ』

「なんと」

　驚おどろく一方、良かった、ここ来た甲か斐いがあったな、と、安あん堵どする。

「じゃ、急いで治ち療りようしなくては」

『──無む駄だだ』

　大地が震ふるえるような声で、火竜は応こたえた。

「そんなことありませんよ。私が治癒します。傷を見せてください」

『無駄だと言ってる』

　ぼお、と、一際大きい焰が暗闇を照らした。

「────ん？」

　京太郎は一瞬見えたものに違い和わ感かんを覚える。

　あれほど強大に思えた火竜が、思ったほどでもないような気がしてきたのだ。

　それに、……目の前にいた火竜の顔。気のせいでなければ、少し濡ぬれているように見える。

『お前は、……〝管理者〟、──だね？』

「え？　……ああ、そうか。長生きなんですね。前任者を知っててもおかしくないのか。……そうです、私は〝金の盾たて異界管理サービス〟から派は遣けんされてきたものです」

『なら、……よく注意しなさい。……君たちは決して、──無敵ではない』

「へ？」

『〝勇者〟の力は、──異世界人の力を上回る、ということだ。……お前たちの言葉を借りるなら、「現実改変の優先度が高い」、といったところか』

「そうなんですか？」

『ああ。──現に、己れが受けた傷は……』

　その時だった。話の腰こしを折るようなタイミングで、

『き、京太郎さまっ！　いますか!?』

　少年の声が、空くう洞どうの中を反はん響きようする。

『やっぱりここにいたんですね。……言い忘れてました、火竜、……フェルおじさんは時々、そうやって転移魔法を使って、ぼくたち亜人を驚かせることがあるって』

「シム？　シムなのか？」

『ええっ！　〝ジテンシャ〟が急いでくれたんです。……ええと……どっちの方かな』

「こっちだ」

　京太郎は鞄かばんからスマホを取りだし、ライトを点つけ、頭の上で振る。

　ほどなくして、駆かけ足あしのシムと合流した。

『よかった。おじさんに一飲みにされてなくって』

「そんなことはなかった。なかなか紳しん士し的てきな人？　だな、その、火竜おじさんは」

『でもここ……なんでこんな風に暗いんです？　いつもは明るいのに』

　応えたのは、火竜であった。

『もう、──ここに、──灯あかりを点ける必要がなくなったからだよ、──若い〝ウェアウルフ〟。──シムといったな』

『え？』

『魔女のやつ、──死にかけた、……竜に、──割さく、──リソースも、惜おしい、──らしくて、な。まったく、──友だちがいの、──ないやつだ』

『え？　おじさん、なんだか声の調子が……ちょ、ちょ、ちょっと待ってくださいッ。今、明かりを、──《ホーリー・ライト》！』

　洞窟内でよく見られる光源の小型版が生み出され、辺りを明るく照らす。

　同時に、京太郎とシムは息を呑んだ。

　そこにあったのは、──ほとんど首から上だけになった、〝火竜〟フェルニゲシュの無残な姿であったためだ。

「うわっ、思ったよりよっぽどひどい！」

　京太郎はたまげた。首だけになっても口をきく生き物に出会ったのは、これが初めてのことだっためである。

『ははは、──驚いた、──かね』

　蟻ありが人間の悩なやみを理解しないように、──京太郎はまず、その圧あつ倒とう的てきなスケール感に思考停止していた。

　火竜の全体像はこうだ。

　まず、京太郎たちの目の前に、無残に引ひき裂さかれた頭部が転がっている。
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　その下、胸から腹にかけては、大男に嚙かみつかれたように欠けつ損そんしており、血で汚よごれた内臓が、暗闇の中でときおり脈動しているのが見えた。

　また、胴どう体たいにかろうじて接続されている、ほとんどぼろ切れのような手足が痛いた々いたしく、肘ひじから先の部分は千ち切ぎれて火竜の巣のあちこちに散らばっている。

　あまりのことに火竜から目をそらしても、破は壊かいの痕跡はあちこちに広がっていた。

　高さ数百メートルほどの果てしなく高い、灰色の天井。

　その壁へき面めんに、月面のようなクレーターが多数、刻み込まれていた。まるで、ミサイルの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを受けたかのように。

　京太郎がいま腰掛けているものはどうやら、かろうじて神経が繋がっている部分、──鳥に喩たとえるなら、手羽先のあたりらしい。

「これ全部、〝勇者〟が？」

『そういうこと、──だ』

　それだけで京太郎の自宅アパートなど一口に飲み込んでしまいそうな口から、ごぼ、ごぼ、と、焰が漏もれ出る。それがどこか、血を吐いているように見えた。

『いいかな、〝管理人〟。──ゆめゆめ忘れるな。〝勇者〟に警けい戒かいしなさい。……連中には、……〝神殺し〟の能力が与あたえられている、……だから時として、君たちを容よう易いに殺すだろう──』

　ぞわ、と。

　それは、──全身が泡あわ立だつ一言だった。

「なるほど。話はよくわかりました。……ところでそろそろ傷の件、詳くわしくお伺うかがいしたいんですが」

　京太郎は内心、回復の術を試ためすだけでも試させてもらいたいと思っている。意外と上う手まくいくかも知れないし。

『──お前の、……好意は、ありがたい。……が。──これは、治らぬ傷、だろう、な』

「なんでそう思うんです？」

『この傷は、──特別な……〝マジック・アイテム〟でつけられたものだ。感覚的に……わかる。これは、──君の持つ、不思議な本でも、……癒いやせぬ……』

「そんな」

　京太郎は顔をしかめる。

「でもこの本は……なんというか、この世界の創世にも使われたものなんです。それが通用しないとか……」

『知っている。……己れは……四代前の、──〝管理者〟とも、──顔見知り、だから』

「じゃあ……」

　火竜は続きを言わせず、

『〝神殺し〟のルールは、……その、四代前の、──〝管理者〟が、……自分で設定した、──ものだ』

　そして苦しげに言葉を切って、数秒後、

『「その方が面白ぇから」とか、なんとか言って……』

　ずきずきと頭が痛くなる。

　どうやら四代前の前任者はとんでもないヤツだったらしい。

　そしてもう一つ、これでほぼ確定した事実がある。

　その、〝勇者〟に関する設定は恐らく、そう簡単に変へん更こうできるものではない、ということ。

　もし〝管理者を殺す〟ような危険なルールが採用されているのなら、きっと先代か先々代の管理者がそれに手を加えていただろう。

　それができていないということは、……京太郎は深く嘆たん息そくする。

　──とにかく、思い悩むのは後にするか。

　今は、この貴重な情報源を死なせない方法を考えなければ。

「……ところでフェルおじさん、もう一度確認していいかな」

『フェルおじ……む。何、だ──？』

「あなたの傷は癒やせないといったよな。それは、〝勇者〟のマジック・アイテムの効果ってことで？」

『ああ、……〝鉄てつ腕わんの勇者〟、……リカ・アームズマンの攻撃を、──まともに受けてしまった。あれは……あらゆるものに不可逆の崩ほう壊かいをもたらす……殴なぐったものを〝破壊〟するマジック・アイテム、──だ』

「なるほど。それであなたの《自己再生Ⅴ》が機能しなくなっている、と」

『理解が早い。──それでも、なんとか生きながらえていたが、──そろそろ、魔ま力りよく切ぎれ、が……』

「待ってくれ、もうちょっと頑がん張ばってくれ」

　京太郎が手を差し出すと、阿あ吽うんの呼吸でシムが鞄を手渡した。中から『ルールブック』を取り出し、会話中ずっと、頭の隅すみで考えていた文章を一気に書き込んでいく。




【名称：魂たましい運びの指輪

　番号：ＳＫ‐７

　説明：死者の魂を保存しておける指輪。

　指輪の装着者は好きなときに魂と交信することが可能。】




　この内容なら恐らく、上位にあるどのルールとも矛む盾じゆんしないはず。

　何度か内容を確認して、

「よし……」

　呟くと、薄暗がりの中でキラリと輝く金色の指輪が顕けん現げんした。

　装そう飾しよくは最小限。薄うすい青色の宝石が一つ、目立たない程度に嵌はまっているだけのもの。だがそれがむしろ品があって、京太郎は好みのデザインだと思う。

　それを空中でキャッチし、

「この世界の住人の死生観がわからないので、いちおう聞いておく。……どうする？　このままあの世に旅立つこともできるが、……なんなら、君の魂と共に歩んでも良い」

『…………？　なに？』

「いま、君の魂を保存するための指輪を生み出した。これを使えば、この指輪の中に君の意識を封ふうじ込こめ、共に外の世界を歩むことができるようになる」

『……………………』

　その時だった。

　ごおん！　という、もの凄すごい音があたりに響ひびき渡り、京太郎の座っている火竜の羽根が揺れる。そして、その怪かい獣じゆうの、天に轟とどろくような雄お叫たけびが上がった。

『おお、──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　京太郎はびっくりして、

「え、ええッ!?　……私なんか気に障ることいいましたかぁ!?」

『管理者よ！　──慈じ悲ひ深ぶかい男だ、お前は、──』

「そんな、世界中に向けて言うようにしなくっても……」

　どうやら今のは、感謝の気持ちの顕あらわれだったらしい。

『ヒュー！　さすが京太郎さま！　略してさすきょーです！』

　とはいえ、シムにまで褒ほめられて、悪い気はしない。

「ってか、前任の管理者と会ったことあるなら、そのザマになった時点で助けを請こえば良かったのに……なんで首ちょんぱの状態でおしゃべりしようと思ったんだ」

『あり得ぬ、──あり得ぬ。──私の知る限り、……そのように無む償しようで何かをする管理者など、──これまで一人たりとも、──いなかったのだ』

「本当か……？」

　なんだかそうなってくると、自分が一いつ般ぱん的てきな管理者に比べてひどく逸いつ脱だつしているのではないかと、不安になってくる。

　──そういえば前の会社で、出張費が最大一万円まで出るっていうからちょっと良いホテルとったら、後でしこたま経理に怒おこられたことあったな。

　今回も、そういうことがなければいいのだが。

　とはいえ、出したものを今いま更さら引っ込めることもできなかった。

　もしこれで何かのペナルティを負うことになったとしても覚かく悟ごの上……いや、もしそうなったらそうなったで、できるだけしらばっくれた後、みっともなく足あ掻がいたりするだろうけど。

『慈悲深い──管理者よ。……──貴公に──百万の感謝を』

「いや、いいって」

『ところで、……ええと、それで──すまん、そろそろ、──死にそう──なの──だが……己れは、どうすれば、──？』

「え？　……ええと、あ、使い方設定してなかったわ」

『ん？』

「でも、死んだときに自動的に魂を吸い込むとか、そういうのだと思う、多分」

『多分……と言われても、……──なんだか頼りない、──』

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、あとはこっちでなんとかするからさ、そっちは安心してさくっと死んでいただければ……」

『しかし……己れもさすがに、死ぬのは初めてだから……その……安心して、──さくっと……と、言われても……』

　京太郎は少し悩んで、

「ぶっちゃけそっちは、後どれくらいで死にそうなのだろうか？」

『そう、──だな。──残った魔力の感じだと、……あと、二十分くらい、か……』

「結構長いっすね」

『ならば、……いま、すぐにでも、──この命、貴公に捧ささげるとしよう──』

「え？　ちょっとまってくれ。それ、なんだか怖こわい。それだと私発信であなたを死なせたみたいな感じがする」

『しかし……そう言われても……、──』

「せっかくだし、最さい期ごの瞬間まで待ってますよ。……しりとりでもする？」

『なんだ、──その、シリトリ、──というの、──は？』

「すまない、いまのは失言だった。なかったことにしてくれ」

『ふぅ、──む、……』

　ドラゴンの死に立ち会うという荘そう厳ごんな瞬間だというのに、実にぐだぐだした感じになってしまった。

「……ええと、では、一応、肉体を離はなれてこの指輪に宿るということで、いまの気持ちを詩として後世に残すというのはどうかな？」

『──ぬ。後世？　やはり己れは、……消えるのか、──？』

「あ、いや、そんなことはないっす。でも、住み慣れた我が家を別れる時、ちょっと一句詠よみたくなるときってあるだろ。そういう感じで」

『そう言われても……引っ越し先の、──境きよう遇ぐうも、──ーよくわからないし……だいたい、──詩など、これまで詠んだことも、──』

　と、いささか間の抜けた会話劇が続くこと、十数分。

　世界創世の時代から生きながらえてきた偉い大だいな火竜の、辞世の詩が生まれ出いでた。

　その内容は、




『旅人よ、ゆめゆめ忘れるなかれ。




　我、愚ぐ行こうと貪どん欲よく、罪業を見つめ続ける者也なり。

　邪じや教きようを挫くじき、キリストを奉ほうじ。

　誣ふ言げんを語らず、誣言に聽きかず。

　貴君のこころに過ち生まれるたび、我、貴君の背を一呑みにせん。




　我が生しよう涯がい、大地の上にあり。

　世界の序章の観劇者、これより終しゆう焉えんを観る。




　我等、長ちよう寿じゆの者にとり、死は唯ゆい一いつの慰なぐさめ也。

　しかしその展望未いまだ消えず、異い邦ほうの者と共に逝いくことを許し給え。』




　というもの。

　最期の一言は、




『即そつ興きようとはいえ……ちょっと、──イマイチだな、なんだか、──パクりっぽいし、それに──そもそも、──己れは実際に〝世界の序章〟を見た、──わけでは、──ないし。──できるならもう一度ネタ出しから、──』




　であった。




　ちなみに彼の魂は無事、〝魂運びの指輪〟に吸収された。






幕間その４　『鼠小僧の手記』






　奇き妙みような。

　奇妙な女だと思った。

　何のしゃれっ気もない、真っ黒い布みたいなものを身にまとっていて。……たぶんありゃあ、一種の〝マジック・アイテム〟だったんじゃないかな。だって拙せつ者しやも姐あね御ごも、その女の姿を見てなくて、……例えば目。暗くら闇やみの中だってきらっと輝かがやく眼が見えるはずだろ。でもそれが見えなかった。

　今でもヘンテコな気分だわ。




　……話が前後しちまってるかも。

　拙者、数字の足たし引ひきは得意だけど文字を書くのは苦手で。じゃあなんで急に書き始めたかって言うと、なんでかよくわからない。

　ただ、なんとなく書いときたいなって思って。




　結局拙者と姐御は、ソフィアの姉貴と二手に分かれることに決まったんだ。

　名目は人助け。ソフィアの姉貴はさすがの天然で、わりとあっさり、こっちの言うことを受け入れてくれた。まあマルガレーテの姐御と仲良いってのもあるんだろうけどさ。

　ついでに、ロアの野や郎ろうから例の短たん剣けんもいただいている。役に立つかどうかはわからんが、念のためってことで。

　何もかも、あの東洋人（姐御には黙だまっていたが、あいつが極東の島国出身であることはとっくに見み抜ぬいてるんだ）をだまくらかして〝マジック・アイテム〟をせしめるためにしたことだ。まあきっとイイトコのお坊ぼつちゃんなんだろうし、道具が奪うばわれたって喰くうに困るってことにはならんだろ。〝富の再分配〟ってやつだ。




　話がこんがらがってるな、どうも。

　ええと、どこまで書いたっけ。

　ああそうそう。それで二手に分かれて、〝奈な落らくの水源〟あたりの祝福された場所を歩き回ってた時だ。

　姐御が、ちょいとスケベ心出して、水路周辺にある小部屋を調べようって話になった。

　その辺はとっくに何人もの〝探索者スカベンジヤー〟がひっくり返した後だってわかってたけど、時々調べ忘れってのがある。簡単な罠わなに引っかかって死んだ間ま抜ぬけの忘わすれ形がた見みなんかもな。




　その時、姐御は〝風かぜ詠よみの杖つえ〟で〝ゴブリン〟を三匹びきほど殺していた。

〝ゴブリン〟ってのは、──絵がウマかったらここに描かいていたとこだけど、──この辺じゃあ、下から数えた方が早いくらい醜しゆう悪あくな魔ま族ぞくの一種だ。

　とんでもなくずる賢がしこくて、泥どろを塗ぬったように肌が荒あれていて、苔こけむしたような濃こい緑色。

　鼻も、目も、耳も、ちっこい頭に対して異様にでかい。

　育ちの良いお嬢じようさんなんかは、顔見ただけで卒そつ倒とうしちまいそうな連中さ。

　現れた〝ゴブリン〟どもは、なんかの誤りでこの辺まで迷まよい込こんじまった連中らしい。

　少なくない数が、ここいらに潜ひそんでいるようだった。

　もちろん放っておくわけにはいかないから、拙者たちは連中を片かたっ端ぱしから始し末まつしてやろうとした。殺した〝ゴブリン〟の耳は、街に戻もどれば結構高くで売れるからな。




　ええと、なんだっけ。

　そんでまあ、姐御と二人してあの緑色の小こ鬼おにどもを始末しようとしてると……なんだか連中を庇かばうように、女が一人、現れたんだ。

　それが、冒ぼう頭とうに話した、謎なぞの黒ローブの女。

　最初、拙者たちはそいつを魔族だと思った。

　何せ、〝ゴブリン〟が逃にげる手伝いをしてるように見えたからな。

　だが違ちがったんだ。そいつはどうやら、すげえ重要な役目があるって話で。

　拙者たちの目的も知ってるって言ってた。

　目的ってのはもちろん、例の東洋人から〝マジック・アイテム〟を奪うこと。

　で、黒ローブの女はその手伝いをしてくれるんだってさ。

　噓うそみたいな話。

　でも、そいつが噓を吐ついてないって拙者、すぐにわかったね。

　別に、なにか理り屈くつがあってそう思ったんじゃない。

　ただその女……とんでもなく〝白い〟気がしたんだよ。

　黒いローブなのに白いってのもヘンテコな話だけども。

　ただ、あいつの言うことを聞くのが正しいと思えた。

　自分のしていることに、誇ほこりと責任があるように思えたんだ。

　こんな気持ちになったのって、いつぶりだったかな？

　えっと、あれは、……〝鉄てつ腕わんの勇者〟リカ・アームズマンとちょっとだけ話したときだっけ。〝紋もん章しよう〟をもらって、不死の存在になったとき。

　長らく〝探索者〟なんかやって、目先の金目当ての仕事ばっかりやってきたけどさ。

　最初は拙者も違ったんだ。

　拙者だって、世の中が少しでも良くなって行って、みんながニコニコ笑って暮らせるような社会を作る手助けをしたいって。

　いまはその時の気分。




　あの、──東洋人は、〝黒い〟。




　姐御もその考えには賛同してくれた。

　もちろん〝マジック・アイテム〟は奪う。それで拙者たちも幸せになる。

　だが、もう手段は選ばないことにしたんだ。

　だってあいつは、〝黒い〟からな。

　こんなに晴はれ晴ばれとした気分はいつぶりだろう？

　話の流れが前後していてすまねえ……っつって、拙者は誰だれに謝ってるんだって話だけども。

　拙者、数字を足し引きするのは得意だけど、文字を書くのは苦手なんだ。

　じゃ、なんでわざわざこんなことしてる？

　なんだか、頭がぼーっとしてるような。

　わけわからん。まあいいや。




　ともあれ黒いローブの女は、ヤツを始末するための手段を用意してくれた。






第五話






　死した竜りゆうの肉体を背に、京きよう太た郎ろうとシムは〝転てん送そう球きゆう〟と呼ばれるマジック・アイテムを発見した。

　どうやら火竜の巣は、火竜によって招かれるか、彼かれを倒たおして〝転送球〟に触ふれることでしか行き来できない、未知の空間にあるらしい。

　──まあ、そりゃそうか。あんなのが洞どう窟くつの中で暴れたら、一気に何もかも崩ほう壊かいしちゃいそうだもんな。

〝転送球〟は、岩いわ陰かげに隠かくされた白い、真しん珠じゆのような球体で、これを持って念じることで、あらかじめ指定されている座標にテレポートできる、というもの。

　さっそく〝転送球〟に触れ、むむむと念じてみる。

　すると、一いつ瞬しゆんだけ気が遠くなり……次の瞬しゆん間かん、京太郎は〝迷宮〟内へと移動していた。

　──さすがにもう、この程度のことでは驚おどろかなくなってきたな。

　と、自分の成長（？）に感心しつつ。

　転送先には〝ジテンシャ〟が寂さびしそうな表情で待ち受けていた。

『ＭＵＯＯＯＯ……』

　少し撫なでてやると、安あん堵どの吐と息いきを吐はく。

　ここはどうやら、〝奈な落らくの水源〟と呼ばれる地区らしい。湿しつ気けを多く含ふくんだ空気が鼻についた。

　視線を向けると、確かに奈落の暗くら闇やみにも見える、底知れぬ深さの湖みずうみが眼前に広がっている。

「それにしても……」

　京太郎は、ぎゅっと握にぎりしめていた〝魂たましい運はこびの指輪〟を天にかざして、嘆たん息そくする。

　──〝魂の保存〟。……上う手まくいって良かった。

　一応勝算はあった。

　以前、『ルールブック』で〝勇者〟の項こう目もくを確認したとき、

　──死亡時は肉体が瞬しゆん時じに消しよう滅めつし魂こん魄ぱく体たいとなり、以前に〝セーブ〟した教会まで物理的障しよう壁へきを突つき抜ぬけて飛んでいく。

　という一文を目にしている。

　これはつまり、この世界の住人には〝魂魄〟、──つまり〝魂〟が宿っているということに他ならない。

　京太郎が知る限り、〝霊れい魂こん〟あるいは〝魂〟などと言うものはオカルト信者が口にする非科学的な現象の一種だと思っていたが、この世界ではそうでもないらしい。

　で、あるならば、……きっとそれを保存する方法もあるはず。

　そう思ったのである。

　京太郎はしばらく、〝魂運びの指輪〟を眺ながめていたが、

「シム、これ、あげるよ」

　と、気軽にそれを渡わたした。

『え、えっ？　……ええっ？』

「知っての通りの効果だ。死者の魂を吸収し、その人といつでも交信できるようになる」

『そ、……そんな貴重なものを……？』

　まあ、『ルールブック』を開けばいくらでも手に入るので、実際には貴重でもなんでもないのだが。……少なくとも今のところは、世界でたった一つきりのアイテムではある。

「私は彼とそんなに親しかったわけじゃない。君の方が彼の情報を有効活用できるんじゃないだろうか。それに、ここまでの案内も頑がん張ばってくれてるし」

　実際、火か竜りゆうに招かれなければ巣に行けなかったことを考えると、シムがいてくれた恩おん恵けいは大きい。

『あ、……ありがとうございます！　光栄ですっ』

　シムは感激して、ごくごく自然に左手の薬指にそれを嵌はめた。

　一瞬だけぎょっとしたが、考えてみたら結けつ婚こん指輪の風習はこちら側の世界のものに過すぎない。

　でも、ちょっとだけ不安になって、

「なあシム……一つ聞きたいんだが、男同士の恋れん愛あいについてどう思う？」

　と、一応聞いてみる。

　少年の返答は、

『え？　……人それぞれだと思います。あのぉ……ま、まさかとは思いますが、京太郎さま、そちらのケが？』

「私は女体の崇すう拝はい者しやだとも。それも熱ねつ狂きよう的てきな。若い頃ころからそうなんだ」

『で、……ですよねー……』

　ホッと胸を撫で下ろすシムを見て、京太郎も安心した。

　それ以上この話題を掘ほり下さげるのは止やめにして、〝ジテンシャ〟に腰こし掛かける。

「さあ、そろそろ出発……」

　振ふり向むくと、婚こん約やくした乙女おとめのように左手を掲かかげて、指輪をうっとりと眺めているシムがいた。

　──本当に……大だい丈じよう夫ぶ、だよな？





　　　　▼






　ここから先は、いつ人族と出くわすかわからない。

　シムの案内で〝ジテンシャ〟を走らせ、慎しん重ちように〝迷宮〟を進んでいく。

「しかし、──道は本当にこっちでいいのかい」

『ええ、間ま違ちがいないです』

　彼が指さしているのは、〝迷宮〟を昇のぼっていく方角、……要するに入り口までの道のりだ。

「魔ま女じよっていうのはずいぶんと大だい胆たんなヤツなんだな。……ラスボスはダンジョンの一番奥おくにいるのが普ふ通つうなのに」

『……ひ、人族もなんでか、みんなそう思っているようですね。ただ、〝チレヂレの呪のろい〟をかけるには、できるだけ人族に近づく必要があるらしいんですよ』

「ふうん。そういうものなのか」

『はい、そういうものなんです』

〝迷宮〟第二階層には、多くの人族の痕こん跡せきが見られた。

　食い散らかされた動物の骨、地図の切きれ端はし、焚たき火びの跡あと、あちこちに見られる『順路』という文字が添そえられた矢印……。

　シム曰いわく、『この辺はもう、ほとんど〝探索者スカベンジヤー〟の縄なわ張ばりと言って良いかも知れませんね』とのこと。

　また、道中、

『──んむっ？』

　シムの体毛がぶわっと逆さか立だつ場面があった。

『あ、あの……ちょっとこの先は、遠回りしてもらいたく……』

「どうした？」

『し、……祝福が施ほどこされている、……みたいです』

「なんだって？　祝福？」

『は、は、ハイ。……ぼくたちが嫌いやがる匂においのする薬草をいっぱいすりつぶしたものを振りまいてる場所で……近寄るとクラクラするんです』

「そうか……」

　京太郎は一瞬、『ルールブック』を開き、この〝祝福〟とやらを無効化しようとする……が、別にその必要もないように思われた。

　迂う回かい路ろといってもそれほど遠回りではないし、それに、この〝祝福〟の効果を当てにした人族の死者が現れることを恐おそれたためだ。

　フェルニゲシュの一件を受けて、念のため『ルールブック』で確認したところ、




【管理情報：その？

　管理者は、死者を蘇そ生せいさせられる。】




　どうやら、このルールも書き込むことができないことがわかっている。

〝魂の保存〟と〝死者蘇生〟の間には深い溝みぞが横たわっているらしい。

　これはつまり、自分のうっかりミスで死人が出た場合、取り返しがつかない、ということだ。

　──今後、『ルールブック』の扱あつかいは一層注意しなければ。

　というわけで、京太郎は『無敵のパンチ力』だとか『最強の魔ま法ほうを覚える』などのルール追加に消極的になっていた。何かの誤あやまりで無関係な人や仲間、──例えばシムを殴なぐり殺ころすようなことになった場合、恐らく一生自分を許せないだろうと思ったためだ。

『京太郎さま、こちらです』

　シムの言うとおり〝ジテンシャ〟を向かわせ、一行は〝奈落の水源〟に接続された水路沿いに、ゆっくりと進んでいく。

　都市部に続いて、ここも舗ほ装そうされた道路が続いているのには助かっていた。

　車輪が役に立つのはこういう場所に限る。

　どうやら、例の水源から流れる水は〝迷宮〟全体を循じゆん環かんしているらしい。そういう意味でこの空間は〝迷宮〟の心臓部だとわかる。

『ほ、本当はこの場所……破は壊かいされちゃうと、ぼくたち、すっごく困るんですよ』

「そうなの？」

『ハ、ハイ。……ここの水路は最下層まで続いてて、そこの魔ま族ぞくの飲み水にもなってるから……』

「へえ。じゃあ、爆ばく弾だんか何かを使えば……」

『ひ、人族も、それにうすうす気付いてる人、いるらしいんですけど、で、で、でも……それを、しない。なんでだと、思います？』

「さあ？」

『……ひ、一つは、ぼくたち魔族が決死の覚かく悟ごで総力戦をい、挑いどんできたら、〝迷宮〟付近にある都市がめちゃくちゃになって、たくさんの被ひ害がいが出るから』

「他にも理由があるのかい？」

『人族にも一応、〝魔族〟に同情的な人がいる、らしくて。そ、その人が、破壊兵器の持ち込みを禁じているとか、どうとか。もちろん、魔女さまが見張ってくれている、というのもありますけど』

「ふむ……」

　つまりそれは、……魔族たちは人族の恩情にすがって、かろうじて生かされている、とも言える。

　──本当に、首の皮一枚ってとこで滅ほろびてないだけなんだな、この世界は。

　京太郎が、この巨きよ大だいで不思議な建物を観光気分で眺めていると、

「──？」

　ふいに、視界の隅すみを人ひと影かげが横切った気がした。

　小こ柄がらで、華きや奢しやな女の子の人影である。

「なあシム？　いまの、みたかい」

『え？』

　シムが首を傾かしげる。

『ご、ごめんなさい、いま、指輪でフェルおじさんと話してて……』

「いや、いいんだ。……ええと、もう一度確認するけど、この場所は人族の縄張りなんだよね」

『ええ』

「もし、人族に、今の我われ々われの姿を見られると、どうなるだろう」

『それは、……どうでしょう。魔族の一味と思われても……。あ、でもご心配なく。ぼくは魔法で姿を変えられますし。それに人族の匂いもありません。この辺にいるのはみんな魔族か、そうでなくとも魔ま物ものの一種ですよ』

「そうか」

『ちなみに、この辺にはゴーレム種と呼ばれる、魔女さまの手先がたくさん隠れてるはずなんですけど、……まあ、ぼくたちが襲おそわれていないということは、きっとこちらを受け入れてくれるつもりなんだと思います』

「そりゃ有あり難がたいな」

　京太郎は納得して、〝ジテンシャ〟を先に進ませる。

　──しかし、一瞬見えたあの娘むすめ、……。

　ずいぶんと綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつだったな。

　魔女の住すみ処かを見つけたのは、それから数十分後になる。





　　　　▼






　火竜の巣で見たような果てのない感じはしないが、……そこもまた、驚きよう嘆たんすべき広大さであることに違ちがいなかった。

　京太郎たちが目まの当あたりにしているのは、天てん井じようを突き抜けて真上に伸のびていく、巨大な木の幹。そしてそこから複雑に伸びた枝葉、そして根である。

　その全長は計り知れないが、直径はどれほどだろうか。

　目測では、東京ドームより遙はるかに巨大であることしかわからない。

　──直径、数百メートル……あるいは一キロとか。それ以上かな。

　もうそのスケールとなると、京太郎の認知能力を遙かに超こえている。

　水路は、巨大樹へ向かってまっすぐに伸びていた。

　そこに、鹿しかや、猪いのししに似た様さま々ざまな動物が首を伸ばし、水を嘗なめているのが見える。不思議とこちらを警けい戒かいしている様子はなかった。逃にげ足あしに自信があるのかもしれない。

　また、複雑に絡からみ合あう縄のような枝葉の間から、京太郎が見たこともないような多様な生命の営いとなみが見え隠れしていた。

　中でも圧巻なのは、苔こけむした石造りのお相撲すもうさん、といった風ふう貌ぼうの生物。背せ丈たけは六、七メートルほどだろうか。──シムによると〝ゴーレム〟と呼ばれる種族である。

　どことなく愛あい嬌きようの感じられる〝ゴーレム〟たちは、この辺の生き物みんなに好かれているらしく、その足下には様々な草食系動物が安心して眠ねむりについていた。

　彼らを優しく暖めるように、木こ漏もれ日びにも似た緑色の斜しや光こうが照らしている。

「ここは……？」

　視界いっぱいに広がる情報量に、思わず息を呑のむ。祭りの出店を歩くようなもので、ここで起こっていること全てを把は握あくするには、眼球二つだけでは明らかに足りなかった。

　第三階層、第二階層と辛しん気きくさい雰ふん囲い気きが続いていただけに、その光景には心をわしづかみにされるものがある。

『世界樹とか、ユグドラシルとか、……人族はそんなふうに呼んでます、……ええと、京太郎さまは、この世界の形については、ご存じです？』

「ああ。巨大なテーブル状だと」

『ハ、ハイ。そのテーブルを支えているのが、この世界樹なんです。こ、こ、この樹は、たとえ〝勇者〟であっても傷つけられないとされています』

「へえ」

『せ、世界が終末を迎むかえる時は、この大樹の根本が腐くさって折れてしまうときだとされていて───……うん。まあ、そーいう細かいことは、いずれまた。ここまで来れば、魔女さまの家はもうすぐですので』

〝ジテンシャ〟に命じて、やはりその部分だけは綺麗に舗ほ装そうされている道路を走らせると、あっという間に世界樹の根元に到とう着ちやくし、もはや京太郎にはその全ぜん貌ぼうが計はかり知しれなくなってしまった。

「ここには人族が入り込んでいないのかな？」

『……ええ。調査隊は何度かきているようですけど。……ここはゴーレムがいますし、そもそもこちら側には人族が喜ぶような宝物はないと思い込んでいるようなので』

「そうか……」

　シムの案内に従って、洞窟状になっている根の中に入り込んでいく。

　そして、右へ行き左へ行き、ちょっとだけ坂道を上ったかと思うとまた左、そして左、右、左右左右ＡＢＡＢ、……と、京太郎自身来た道がよくわからなくなってきたあたりの、

「つきました」

　とある行き止まりで〝ジテンシャ〟が止まった。

『ここが……？』

「はい」

　そこで京太郎は、足下に箒ほうきが落ちていることに気付く。

　──魔女の箒ってやつか……？

　首を傾げていると、シムはひょいと身軽に〝ジテンシャ〟から飛び降りる。

『すいませぇん！　ウェアウルフのシムです！　ほ、本日はその、世界の運命を握る重要な話し合いをしにきましたぁ！　よろしければ、魔女さまのお目通りをお許しいただきたく！』

　そうシムが叫さけぶと、ぞぞぞ、と、蛇へびが這はうような音がし、ほどなくして木々の根で隠されていた扉とびらが出現する。

　扉は、ほぼ自動的に開いた。

　その先は例の発光体の光で目ま映ばゆく、一瞬視界が塞ふさがれる。

　逆光の中にシルエットが一つ、見えた。

　左さ右ゆう対たい称しように腰に手を当て、いわゆる仁に王おう立だちでこちらを見下ろしている。リボンで縛しばられた、腰よりも長いロングヘアが風でなびいているのが見えた。

　彼かの女じよの髪かみには見覚えがある。

　先ほど、第二階層の水路近くでこちらを覗のぞき見みていた娘だ。人違いの可能性もあるが、あの長い髪は間違いない。

「君は……」

　だんだん目が慣れてくる。

　同時に目をむいたのは、彼女のその、──ものすごい格好のためだ。

　一言でそれを説明するなら、……日曜朝に放映されている女児向けアニメのキャラが着ているフリフリのドレスを、極限まで運動に向くように改良したもの、……と、いうか。

　そもそも、フリル付きドレスというものはあまり身動きするために着るものではない。だというのに、その服は明らかに、跳とんだり跳はねたり、なんなら戦うことすら計算に入れてデザインされているような……そんな、得体の知れないアンバランスさが感じられた。

　肌はだは浅黒い。もともとそういう色なのかと思いきや、袖そでの下からチラリと覗く肌は白かった。どうやら日焼けしているだけらしい。髪は銀髪。瞳ひとみは黒。身体からだのラインはアスリート体型にぎゅっと引ひき締しまっており、女性とのお付き合いに恵めぐまれなかった彫ちよう刻こく家かがドス黒い情熱を燃やして彫ほり上あげた理想の肉体を思わせた。

　とはいえ、一ヶ所だけ奇き妙みような点が見られる。

　耳だ。

　耳が、──京太郎の知る人間のものより明らかに長く、三角形に尖とがっている。

　京太郎のファンタジー知識に照らし合わせるならば、

　──エルフ……それも、健康的なエルフ。なんかイメージ狂くるうけど。

　京太郎は内心、先にウェパルと会って、現げん実じつ離ばなれした美人に対する耐たい性せいができていて良かったと思う。

　そう思わせられる程度には彼女もまた、異性を惹ひきつけずにはいられない魅み力りよくを放っていた。……いや、考えてみれば、昨日会った人族たちも皆みな、そこそこ美形揃ぞろいだったし、この世界の人間は美男美女なのが当たり前なのかも知れない。

『ふうん』

　彼女は、どこか品定めするように京太郎たちを見て、

『あなたたち……が、へえ。なるほどねぇ？』

　なんだかしきりにフムフムと頷うなずいている。。

「やあ、どうも、私は坂さか本もと京太郎という。君は？」

『あたしはステラ。そっちの亜デ人ミは見たことがあるわ。シムね？』

　シムは『はい！』と、元気よく挨あい拶さつした。

　京太郎は小声で、

「ええと。……なあ、シム、彼女がその魔女なのか？」

『へ？　あっ、違います違います。ステラさんは魔女見習いみたいなものです』

　そうか、と、納得して、

「なあ、ステラさん。管理会社の者が会いに来た、と、魔女さまに取り次いでもらえるかな」

『おばあちゃんに？』

「そう」

　ステラは童顔を曇くもらせ、

『別に良いんだけれど……んーむ』

「何か問題が？」

　そこで、シムが言葉を挟はさむ。

『あ、こ、この方が人族ということなら、お気になさらず。この人の身元は、ぼくが保証します』

『それは良いのよ、シム。わかってるから』

　自分の何を『わかってる』というのだろう。妙みような娘だ。

『……ただ、……いまおばあちゃん、少しだけあやふやな状態でさ』

『あ、あや、ふや？』

　シムが不思議そうな顔をする。

「どういうことかな」

『なんていうか、ちょっとだけボケが始まっちゃってるかも』

「そりゃいかんな」

『……朝からずっと、頭の中で声がするっていうのね。で、何度もブツブツ呟つぶやくのよ。「〝お菓か子しの家〟に行かなくちゃ」って』

「……は？」

　一瞬、京太郎はシムに目配せして、さっと『ルールブック』を開く。

　確認したのは、昨日書き込んだ〝お菓子の家〟の一節。




【〝お菓子の家〟はみんなのものだ。お菓子を独ひとり占じめしようとする悪い子は、悪い魔女がやってきてオシオキされてしまうぞ。】




　──悪い魔女がやってきて。

　──魔女がやってきて。

　京太郎はゾッとして、光の如ごとき早さでその一節に取り消し線を引いた。

　その仕草だけで、シムは京太郎が何かやらかしたらしいと気付いたらしく、

『きょ、京太郎様……もしかして……』

「……ふ、ははは……やばい」

　乾かわいた笑いが漏もれる。

　──これ、……ひょっとして、まず土下座するところから初めなくちゃならんのか。

『ん？　どうかした？』

　迎えの少女だけが事情を知らず、不思議そうに目を丸くした。

「君の祖母がおかしい件なんだが、ひょっとすると私のせいかもしれない」

『アナタのせい？』

　ステラは不ふ審しんげに形の良い眉まゆをひそめる。

　京太郎は、醜ぶ男おとこが常つね日ひ頃ごろから周囲に向けている気き後おくれを胸の中に感じながら、

「手違いで、君の祖母に影えい響きようを与あたえる術を使ってしまったってことだ」

『え。おばあちゃんに術を？　……いやいや、噓うそでしょ』

「そうだったらいいんだが、こっちに心当たりがある。悪気があったわけじゃないんだが」

『ふうん』

　不審な顔から一転、少女は興味深そうに京太郎の顔をまじまじと見た。

『じゃ、あんた、人族のくせにけっこうやるってこと？』

「私がすごいんじゃない。私の持ってるアイテムがすごいだけだ」

『言っとくけどそれ、謙けん遜そんでもなんでもないわよ。強力なマジック・アイテムを使いこなせてるってことはつまり、あんた自身がとんでもないってことなんだから』

「……ううむ」

　いちいち最初から全部説明するのも面めん倒どうに感じられる。

「まあ、いい。とにかく魔女さまに取とり次ついでもらえるかい」

『いいけど、そのまえにいっちょう、ヤらない？』

「ヤる？」

　内心、ドキリとする。色黒の女子高生は遊んでいるものだという奇妙な差別意識が働いていた。ステラが女子高生でもなんでもないことくらいわかっているのだが。

『あたし、最強の魔ま法ほう使つかいになるのが夢なの。だから今んとこ、魔族の中で一番強いおばあちゃんに師事してるってわけ。……でも、そのおばあちゃんに術をかけられるくらいなんだから、あなたも結構強いんでしょ？』

「いや、それはない」

　京太郎ははっきりとそう言った。先ほど頭によぎったふしだらな思いなど、すでに記き憶おくの奥底に封ふうじ込こめている。

『本当かなー？　だってアナタが乗っているそれ、魔ま獣じゆうでしょ？』

　ステラが指さしているのは、とぼけた顔で辺りを見回している〝ジテンシャ〟だ。

『魔獣と強力なマジック・アイテムを自在に操って、〝迷宮〟を自由に歩き回って、しかも亜人まで従えてる。そんな人族が弱っちいわけないじゃん』

「……そういうんじゃない。それに私とシムは対等な関係であって、別に従えているつもりはない」

『え、そうなの？』っていう感じでシムがこちらを見ているが気にしない。

『じゃあ、呪い専門ってことなのかな。人族にはそういうのもいるって話はきいたけど』

「……まあ、そんなところだな」

　実をいうとこれは、当たらずとも遠からず、といったところだった。実際、京太郎が使う術は、魔法というよりは呪じゆ術じゆつに近い。とはいえ、本来呪術は様々な手て間ま暇ひまと工夫を要するもので、本にちょっと文章を書き込むだけで行こう使しできるようなものではないが。

『ふうーん。ま、いいや。入って。お客さん用のテーブルで待っててもらうから』

　ステラに招かれ、蔦つたに覆おおわれた扉の中へ入る。

　すると、すぐに木の根が張り巡めぐらされ、扉が塞がれた。

　草花に囲まれた坂道をちょっと行って、簀すの子こが敷かれただけの簡かん易いな道路を進む。

　その先の平地で〝ジテンシャ〟を降り、残りの砂じや利り道みちはステラと肩かたを並べて歩くことになった。

　木の根のトンネルを通っていた時は薄暗かったが、ここは実に明るい空間だった。恐らくだが、太陽の下とほとんど変わらないくらいだろう。地面を見ると、綿わた毛げの絨じゆう毯たんを思わせる芝生しばふがすくすくとそだっている。

「いいとこだな、ここ」

　自然、この場所を褒ほめる言葉が出た。老後はこういうところでゆっくりと暮らしたいと思うのは、全人類共通の憧しよう憬けいなのではないかと思われる。

　しかし、その感想に反して、

『そう？　何にもなくてくっそ退たい屈くつな場所よ、ここ』

　ステラは田舎いなかを嫌けん悪おする地元民のような口ぶりだ。

『あなたは冒ぼう険けん家かなんでしょ？　羨うらやましいわ。世界のあちこちが見られて』

「冒険家……いや、まあ、うーん。まあ、結果的にあちこち行くことにはなってるが……」

〝冒険〟してる感じはない。自分の旅には、旅につきものの危険の大半が排はい除じよされているためだ。

「どっちかっていうと、──〝観光客〟という感じかな」

『なにそれ』

　少女は、鈴すずを転がしたように笑う。

　そこから少し進むと、腰ぐらいの高さの毛の塊かたまりが、花畑のあちこちに点在していた。

　何か、飼料の一種だろうかと思っていると、

『ステラ、ステラ、ステラ、──』

『その人、その人、だれ？──』

『ハーブの匂いがする、──』

　突とつ然ぜん、毛の塊が口をきいたのであんぐり口を開ける。

　その様子を見て、ステラはぷーくすくすと笑った。

『トロールよ。妖よう精せいを見るのは初めて？』

「いや、……ない」

『妖精が見えるなら、心が綺麗な証しよう拠こだわ』

「綺麗……ねぇ」

　それが、果たして三十過ぎの男にとって好意的に解かい釈しやくすべき事こと柄がらなのかがわからない。

『ステラ、ステラ、ステラ、──』

『応こたえて、応えて、応えて、──』

『寂しいよ、寂しいよ、寂しいよ、──』

　さざ波のようなトロールたちのささやきが聞こえてくる。

　声は少し、……というか、かなり哀かなしげだった。どうやらトロールはずいぶん寂しがり屋らしい。

『……んもう。朝話したでしょ。お客さんが来るってさ』

「そうなのかい」

『うん。おばあちゃんには、いつお客さんがくるかわかるのよ』

「へえ」

『でも、昨晩はめちゃくちゃイライラしてたから、ついにボケちゃったのかと思ったけどね』

「その……君のお祖ば母あさんは、そんなに腹を立てているのかい」

『そりゃもう。とにかくものに当たる当たる。あたし的には、久ひさ々びさにマジのおばあちゃんとヤりあえたのは楽しかったけどさ』

「ううむ……」

　この分だと、魔女にはしっかり頭を下げなくてはなるまい。

　魔女がこちらの情報を把握していることに関しては、さほど不思議ではなかった。火か竜りゆうを鑑かん定ていした時、この世界には《千せん里り眼がん》なる便利な魔法があることを知っている。魔女もそれに近い術を使ったのだろう。

　トロールたちの間を抜け、五、六分ほど木の道路を歩いていると、実に可愛かわいらしい家に行き当たった。

　それは、蒼あおいペンキを塗ぬった背の高い円柱を四つほど並べたような形をしていて、それぞれ赤、黄、緑、白色の三角屋根の帽ぼう子しを被かぶっている。

　ほう、と、京太郎は小さくため息をつきながら、大学時代、こうしたメルヘンチックな雰囲気が大好きな後こう輩はいと仲が良かったことを思いだした。

　家の傍かたわらには『不思議の国のアリス』に登場しそうな巨大キノコを改良したらしいテーブルがあり、その上にはすでに花はな柄がらのティーセットが並べられている。

　ティーポットの注そそぎ口ぐちから、わずかに湯ゆ気げが立っていた。

　どうやら淹いれ立たてらしい。

『いま、──おばあちゃんを呼んでくるから、適当に一いつ杯ぱいやっといてね』

　言うだけ言って、ステラはたたたっと魔女の家へと消えていった。

『ぼ、ぼ、ぼく、お茶、淹れますね』

「ああ、ありがとう……」

『あとで、〝ジテンシャ〟にも水を飲ませてきます』

「助かる」

　シムは働き者だった。彼を手伝うべきかとも思ったが、いまは少しでも『ルールブック』の内容を把握する時間がほしい。

　とはいえ、そこに書かれている内容は辞書、あるいはそれ以上に膨ぼう大だいで、ちょっと眺めた程度で何もかも頭に入るようなものではなかった。

『ルールブック』を開き、とりあえず、……先ほど見かけた〝トロール〟たちや、この世界の〝妖精〟に関する記述を調べようとする。

　その瞬間だった。

　空から降ふり注そそいだ強きよう烈れつな雷らい撃げきの嵐あらしにより、素敵でメルヘンなキノコのテーブルが吹き飛ばされたのは。

　坂本京太郎は、およそ十数メートルほど吹き飛ばされて、ふかふかの芝生の絨毯に転がる羽目になる。

「うぎゃあ」

　京太郎は叫んだ。これほど心の底から「うぎゃあ」と叫んだことなどこれまで一度だってあっただろうか、と思いながら。

　もちろん、痛みはない。

　だが眼鏡めがねがどこかに吹き飛んでしまった。ネクタイピンも。

　なにかとんでもないことに自分の身がさらされていることだけはわかっている。

　しゅうしゅうと煙けむりが上がる向こう側に、パーティ用のドレスみたいな紫むらさき色いろの服を着た女性が見えた。

　京太郎は目を細め、少しでもその正体を確かめようとする。

　──あれが……魔女？

『よう、管理者。のこのこ現れてくれやがってまあ、……どう料理してくれようかねえ？』

　声は、若い。

　だが、口調だけはどこか老ろう婆ばを思わせて、なんだか不安定な気持ちにさせた。

　地に膝ひざをつき、黒くろ焦こげた芝生を見て、京太郎は顔を上げる。

「あ、どうも、お世話になってます。私、〝金の盾たて異界管理サービス〟から来ました、──」

『五う月る蠅さい』

　京太郎は混乱しながら、さてどうしたものかと思案した。

　前職の時代から、クレーム対応には自信がない。どうやら自分の顔は生来、反省しているように見えない作りらしい。

　魔女は一見、ステラを一回り大人の女性として成熟させたような姿をしていて、肌は白、髪は金、やはり耳は尖っている。──シムの話では結構なお年寄りという話だが、とてもそうは見えなかった。

『ねえねえ、あなたのせいだよねえ？　昨日から、あたしの頭にばんばん警告音みたいなのが鳴なり響ひびくのはさあ？』

「その件に関しては……その。たいへんもうしわけなく……でもその、すでに対応はさせていただきましたので」

『あーたりまえでしょうがッ！　……ってか、あんたんとこ、新人にどういう教育してんのよ？』

「ええと……」

　京太郎が目を泳がせる。まさか、十数分の雑な講習を受けただけでこの世界に放り出されたとは言えない。

　魔女は京太郎の返答を待たずに、

『力ある者にゃあ、力ある者なりの責任と義務ってもんがあるだろっ！　そこんとこわかってんのかい？』

「はあ……」

『ここじゃああんたは、無能でいることは罪なんだよっ』

　そこで言葉を切り、

『……あんたじゃ話にならないわ！　上司呼びなさい上司を！』

「ひえっ」

　それこそ、坂本京太郎のトラウマをほじくり返す一言であった。

　京太郎はかつて、泣く泣く苦手な上司にクレーム対応を頼たのんだ結果、その貸しを笠かさに着て酷ひどい仕事を幾いく度どとなく命じられたことがあったのだ。

「それは……そのう……」

　言葉に詰つまっていると、魔女はすたすたと京太郎の前にやってきて、その両手で頰ほおをむぎゅっと摑つかみ、

『あははははははははははははははははははははははははははははは！』

　と、百万人殺した殺さつ人じん鬼きのように笑った。

『なーんちゃって！　じつはそんなに怒おこってないよ！　ジョークジョーク！』

「え」

『魔女ジョーク！』

　ちっとも笑えなかった。

　と、いうか今のは、冗じよう談だんに見せかけた本音だったのではないか、とも思う。

　その証拠に、嗤わらう魔女の瞳どう孔こうは完全に開いていて、これっぽっちも楽しそうじゃない。

「そ、そう……ですか」

　そして、魔女がぱちんと指を鳴らす。

　すると、雷撃の嵐で吹き飛んだはずのテーブル、ティーセット、そして眼鏡などが瞬時に復元し、そういえばいつの間にかどこかに行っていたシムが、不思議そうにこちらを見上げていた。
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『京太郎さま……どうかされたので？』

　目の前には、湯気の立つ紅茶がある。

　はっとして、自分自身がキノコの椅い子すに座ったままなことに気付いて、

「今のは……？」

『言ったろ？　魔女ジョークだってさ！』

　つまり……幻げん術じゆつとか、そういう……。

　内心、京太郎は焦あせりを禁じ得ない。

　何せ彼には、




【管理情報：その３

　管理者の精神に干かん渉しようするような術は一切受け付けない。】




　そういうルールを書き込んだ記憶があったためだ。

「いま……何が起こった？　……何をしたんです？」

『もう、あんただって知ってるはずだろ？　──一部の固有魔法は……』

『ルールブック』よりも優先される。

「そういうことか」

『そう。あんたらは決して、無敵ってわけじゃない』

　頭が痛くなる。今後は、固有魔法にはよくよく注意しなければ。

『見たとこ、あんたは新人の〝管理者〟みたいだったからね。魔族を嘗なめるのは危険だっていう、ちょっとした情報提供ってわけ』

「た、助かります」

『アハハッ！　なにマジになってんの？　今のも冗談よ！　いたずらしたかっただけ！　ふふふ！』

「そ、そうですか……」

　摑めない。京太郎は思った。

　今のが冗談の一言で済まされるわけがない。

　現に、京太郎はすでに魔女に対して逆らえない何かを感じてしまっている。

　道化と見せかけて、完全にマウントを取られた。それも恐らく、全て計算尽くで。

　若く見えるなどとんでもない。とてつもなく老ろう獪かいなコミュニケーション術を操る人物だ。

　京太郎は本能的に、自分より賢かしこいものを相手にする時用に心をシャットアウトして、

「──鑑定」

　さりげなく、口の中で呟く。





　──魔女サリー

○固有魔法

　《幻術の才》……幻術系の魔法に関する先天的な才能を持ち、独自に術を生み出すことができる。

　《不老》……老いることがない。

　《夢む幻げんのダイスロール》……《幻術の才》により生み出された術。効果は本人にしかわからない。

　《夢幻の世界》……《幻術の才》により生み出された術。効果は本人にしかわからない。

　《夢幻の口づけ》……《幻術の才》により生み出された術。効果は本人にしかわからない。

○通常魔法

　《転移Ⅲ》……周囲一キロメートル圏けん内ないの物体を強制的に転移させる。

　《千里眼Ⅴ》……周囲百キロメートル圏内まで視野を広げることができる。

　《地じ獄ごく耳みみⅢ》……周囲五キロメートル圏内で発された音声を自由に聴きくことができる。

　《念動力Ⅱ》……百キロまでの物体を念じただけで動かすことができる。

　《幸運Ⅴ》……もはやギャンブルは時間効率の良い稼かせぎ場に過ぎない。

　《幻術Ⅹ》……超ちよう広こう範はん囲いにわたって強力無比の幻術をかける。世界そのものの見方を変えさせることも可能。

　《無限器官》……《飢き餓が耐性》の強化版。食事を摂とらなくとも自動的に魔ま力りよくが回復し、また最小限の消しよう耗もうで術を行使できる。

　《雷かみなり系Ⅰ》……手のひらに雷の力を宿す。

　《雷系Ⅱ》……雷球を周囲に発生させ、目標に向けて飛ばす。

　《雷系Ⅳ》……天から雷を招しよう喚かんする。

　《雷系Ⅴ》……天から雷の嵐を招喚する。






「……ふむ」

『どうしたい？』

「いえ」

　目を逸そらす。

　こちらの意図がわかっているのか、いないのか。魔女は獲え物ものを前にした蛇のような目でこちらを凝ぎよう視ししている。

　とてもじゃないが、振ふる舞まわれたお茶を口につけるような気分にはなれなかった。

『ここでにらみ合っててもしょうがないし、──さっさと本題について語り合おうじゃないか』

「ですね」

　京太郎は努つとめて事務的な口調で、かといって敬意を払はらうことを忘れずに、

「今日は、──魔女……サリーさんと魔族の今後について話し合いをしたく……」

『いいねえ』

　言葉とは裏腹に、女はこれっぽっちも『いいねえ』と思っているようには見えない。

　京太郎は内心、ここで起こっている何もかもが、──夢ゆめ幻まぼろしの一種なのではないかと疑っていた。

「まずその……この世界の現状に関して、なんですけども」

『ああ、──滅びかけてるね。ここんとこ世界樹の調子もずっとおかしいし。長くはもたんだろう』

　魔女が、今日の天気について話すみたいに言う。

　すると、『ええーッ！』と、一人悲鳴を上げる者がいた。ステラだ。ちょっと色々ありすぎて存在感がなかったが、彼女もテーブルに着いていたらしい。

『おばあちゃん、それほんとうなの？』

『まあね。人族どもがはしゃぎすぎたせいさ』

『そんな！　あ、あたし、初はつ恋こいだってまだなのに！』

『落ち着きな。──滅ぶっていっても、今日、明日って話じゃない。百年後か……早けりゃ五十年後か。正確な日付けはわからんが、それくらいじゃないか？』

　京太郎は頷き、同意を示す。

『そう。……じゃ、そこそこ楽しむ時間はあるわけね？』

『そういうこと』

『ならいいけど』

　──えっ、いいのか？

　内心突っ込むが、異世界人と死生観についてあーだこーだ言っても仕方あるまい。

「そこまでご存じなら話は早い。……私は魔族を再び繁はん栄えいさせて、この世界を救うために来ました」

『ほうっ』

　魔女は興味深そうに身を乗り出し、

『てっきり、あんたらはあたしらのことが嫌きらいだとばかり思っていたがねえ』

「とんでもないです。……手をつくして救えるものを救わないのは……なんというか、良くないことだと思いますし」

『ふーん……』

　そして、その不可思議な女性は京太郎の顔をまじまじ見て、

『あんた……どーやらこれまでの管理者とはひと味違うヤツみたいだねえ？』

　そう言われるのは、今日、二度目だ。

　それが良いことなのか、悪いことなのか。

『とはいえ、あんただってまだこっちに来て日が浅いんだろ？　しばらくここの現状見て、気が変わらないことを祈いのるがねえ』

「……救いようのない出来事がこの世のどこかで起こっていることはわかってますよ。でもそれだけで世を拗すねるほど若くもないんです」

『言うねぇ。あたしに言わせれば、あんたなんてまだ生れたての雛ひな鳥どりみたいなもんだが』

「ははは」

　営業用のスマイルを浮うかべる。

　ちなみに、テーブルに着いてからこれまでの会話中で、魔女が笑みらしいものを浮かべた瞬間は一秒もなかった。

　先ほど大声を上げて笑ったときもそうだが、彼女にはどこか、感情が欠けつ落らくしているようなところがある。

　仮面でも被っているみたいに顔面は硬こう直ちよくしているし、瞳孔は相変わらず開きっぱなしで、瞬まばたきもせずにこちらを凝視しているものだから、やりにくいことこの上なかった。

　──やはり、〝お菓子の家〟の一件が尾おを引いているのだろうか。

　そりゃそうだよな。ステラ曰く、暴れ回ったって話だし。

　それでも、京太郎は思い切って訊たずねる。

「それで、ですね。私ここには、魔族の繁栄のためにできることがあれば、と思って来た次第なんです。できればその辺、お手伝いいただけませんか」

『手伝い？　あたしが？』

「はい」

『いやよ』

「え」

『嫌だって言ってんの』

「しかし……」

　京太郎は一瞬、ステラの方を見る。ステラは紅茶にぱさりぱさりと粉砂糖を入れて、味を調えているところだった。

「お孫さんもいますし。できれば、みんなニコニコ長生きできる世の中がいいのでは？」

『そのために人族と戦争しろっていうのかい。言っておくが、あたしに言わせりゃその方が地獄よ』

「そう……なんですか？」

　戦後の生まれの京太郎には、戦争というものの本質がわからない。

『そうさね。人族がいっつも腹の内で溜ため込こんでる他者への憎ぞう悪お、妬ねたみ嫉そねみや差別意識をこれでもかってくらい解き放つのが戦争ってモンだ。できりゃあ人族同士で殺し合ってもらうのがベストなんだが、〝勇者〟がそれを許さないからね。今んとこ、殺しと略りやく奪だつ趣しゆ味みの連中は、小さなところで小こ競ぜり合あいするしかない。……もしここで、あたしらがどこぞに移住してごらん？　すぐさま人族総出の袋ふくろだたきが始まるってもんよ』

「そうは……私がさせないつもりですが」

『無理無理無理。あんたら〝管理者〟じゃあ〝勇者〟を倒せないからね。この世界の原型を創つくった、──ホンモノの造物主がいるってんなら話は別だが。あんたらただの下した請うけだろ？』

「ふむ」

　詳くわしい知識を持たない京太郎には、イエスともノーとも応えられない。

　ただ、これほどの知ち恵え者しやに真っ向から反対されると、やはりこの仕事は生半可に解決できるものではないことがわかった。

『あたしらは、とっくの昔、……この、最後の箱庭に逃げ込んだ時点で、ゆっくりと滅びることを選んだのさ。いまさら足あ掻がくつもりはないよ』

「それは、……魔族の総意ですか？」

『違う。あたしが決めたことだ』

「そんな、何の権利があって……」

『あたしは〝魔ま王おう〟の妃きさきだよ？　そしてこの〝迷宮〟は最後の領地だ。ここに棲すまう者全ての、……魔族の行く末を決める権利がある』

「そうなんですか？　……しかし、もっとこう、民主的に国民投票で決める、とか……」

『あんたらがときどき口にする〝民主的〟なやり方はね、魔族には合わんのさ。あたしらは昔っから知ってるからね。知性も、その者の性質も、神は平等にお与えにならないってことをさ。……だから、一部の頭の良いものが群れを統治するのが正しい。才なき者は才ある者に命ぜられて死ぬ義務がある』

　これには、シムが発はつ憤ぷんした。

『ま、魔女さま、……！　そ、そ、そんな言い方……』

『経験的に、あんたがそれを一番わかってるだろう、亜人のぼうや。〝リザードマン〟が群れを統治できるかい？　〝ラットマン〟に狩かりができるか？』

『それは……』

『あたしは、この〝迷宮〟にいる誰だれよりも頭が良いし、強い。だからここの連中に、ゆっくりと死んでもらうことに決めたのさ。……もし、それが嫌だってんなら〝迷宮〟から出るのは自由だ。それは制限してない』

『うう……』

『このことは、群れの頭領、……あんたの父親、それにリムだって納得済みのことなんだよ』

　京太郎は腕うでを組み、なんとか魔女の意見を呑み込もうとする。

　理り屈くつは……わかるように思える。

　だが納得できるかどうかは別だった。

　坂本京太郎が住む現代社会では、老人や子供、身体の弱い人は社会によって守られるべき存在であり、無意味な死（それが、自分の意志によるものであっても）はなるべく避さけられるべき事柄であるためだ。

「しかし……」

　その時だった。




　じりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり！




　ほとんど空気が読めないタイミングで、定時が訪れた。

　──くそっ。

　時計を見ていなかったせいとはいえ、苦い気持ちになる。

　──誰だ、九時五時とか決めたのは。

　労働基準法遵じゆん守しゆすべしという考えの京太郎ですら、その時ばかりは定時を憎にくむ。

『……おやおや。時間切れ、かい？』

「はい。でも明日、九時過ぎにここに来ます。その時にまた」

『いいとも。最近来客も少なくて退屈してたところだ』

「それと、……この子、シムを一晩、泊とめてもらっても構わないですか？」

『構わんよ。特製のレモネードをご馳ち走そうしてあげよう』

　京太郎は友人の肩を叩たたいて、

「だそうだ。わかったね？」

　シムはこくりと頷く。

　そして京太郎は立ち上がり、胸の中にもやもやを抱かかえたまま、異世界を後にするのであった。





　　　　▼






　京太郎が元の世界に戻もどると、ウェパルと目が合った。

　彼女はひらひらと手を振って、

「おっつー」

　という。

「おやおや？　なんだか真面目シリアスな顔つきで。どーかした？」

「……いや」

　京太郎は頭の中で先ほどの魔女の言葉を反はん芻すうしている。

　──あたしらは、とっくの昔、……この、最期の箱庭に逃げ込んだ時点で、ゆっくりと滅びることを選んだのさ。いまさら足掻くつもりはないよ。

　これは厄やつ介かいな問題だった。

　死ぬ覚悟を決めた人に、再び生きることを強要するのは難しい。

　そもそもこの一件、暴力をもってでしか解決できないのか。

　嘆息混じりに、京太郎は自分の『ルールブック』を机に置き、ついでに余った〝食肉獣〟の缶かん詰づめを記念品代わりに飾かざった。

「何それ」

「『ルールブック』で出した生き物だよ」

「……生き物なの？　それ」

「ああ。中に美お味いしいものが入ってる」

「へー」

　ウェパルがそれをまじまじと見て、

「そういえば、おなかへったなー」

「食べるかい？　これ」

「あー……いや。やめとく。異世界の食い物とか、お腹壊こわすかもだし」

「そっか。けっこういけるんだが」

　京太郎は上の空で応えて、

「じゃあ、今日は帰るよ。お疲つかれ様さま」

「え」

　ウェパルが不思議そうな顔をした。

「え？」

　京太郎も不思議な顔をする。

「何かまずい？」

「いや、……別にまずいことはないけど」

　昨日今日と、いつもひょうひょうとしていた同どう僚りようがどこか、動どう揺ようしているように見える。それどころか頰が少し紅潮しているではないか。

　京太郎はそれを奇妙に思いはしたが、魔女に与えられた課題の方が大きく心を占せん有ゆうしていた。

　──まあ、風か邪ぜ気ぎ味みとかだろう。

　そう解釈して、

「じゃ、お疲れ様」

「ええと……おつかれー」

　京太郎は言って、力なく手を振るウェパルに背を向け……、

　──なあ、ウェパル。君さえ良ければ、こんど一いつ緒しよに飲みにでもいかないか。

　──ま、考えとくよ。

　ギリギリのところで思い出した。

　京太郎は実にさりげなく振り返り、

「ところで今日これから、空あいてる？」

「ん？　まあ、空いてなくはないけど？　……ソロモンから許可もとったし」

「じゃ、飲みにでもいかないか」

　彼女の口角が上がったところを見るに、正解を引いたらしい。

「……しゃーないな」

　何事も、一度は試してみるものだ。

　彼女の期待に背くところだったと危うく思いつつ、京太郎は胸を撫で下ろす。

　魔女に対する答えを見つけるのと同じくらい、この会社で信しん頼らいを得ることは重要だ。

　もし、自分が何かの理由で会社から首を切られたとして、……困るのは恐らく、京太郎だけではない。

　それだけは断じて避けなければならない事態であった。





　　　　▼






「ふーんふーん、ふふふふーん♪」

　ウェパルは上じよう機き嫌げんに鼻歌を歌いつつ、猫ねこのように京太郎の右腕にじゃれついている。

　──すごいな。これが西洋風のデートというやつなのか。

　とか、少し偏へん見けんじみたことを思いつつ。

「あのぉ……ウェパルさん？」

「なに？」

「いくらなんでも、昨日今日出会ったばかりの男に懐なつきすぎじゃないかな。……ぎゅうぎゅう胸を押おしつけるのはやめなさい」

　尻しり軽がる女おんなと思われても知らないぞ、という警告のつもりだったが、

「いいの、いいの♪　私、久々の外出でテンション上がってるから～♪」

「なんだか言葉が通じていない気がするが……」

「うふふ。……いやあ、今回は誘さそってもらってラッキーだったよ。ダメ元でソロモンに聞いたら、あっさりオッケーが出てさ」

　くすくすくす、と、甘あまえるように笑うウェパル。

　相変わらず、人肌が恋こいしくてたまらないとばかりに密着してくる。彼女の甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　京太郎は思う。

　──この娘こたぶん、男子ばかりのサークルに入って人間関係をめちゃくちゃにしたりとかするタイプの女だ。

　サークルクラッシャー娘の危うさはよく知っている。そういうのに童どう貞ていを喰くわれた結果、熱心な女性差別主義者となった友人のことも。

　しかし一方で、ちょっとした火遊びを楽しみたいという気持ちもなくはなかった。いくらなんでも、そこまで枯かれてはいない。

　──一応、どこかでゴムを買っておくべきだろうか。……いや、しかし……。

　そんな懊おう悩のうを知ってか知らずか、ウェパルはどんどんと京太郎を駅前へと引っ張っていく。

　そこで少しだけ本屋に立ち寄って、数冊ほど大判の本（チラリと覗き見たところ、なんと成年向けエロ漫まん画がの類たぐいであった）を買い込んでいるところを横目に、スマホで近所の居酒屋を検けん索さくする……が、

　──参ったな、女連れで行く居酒屋など知らんぞ。

　京太郎たちのいる桜台駅前は学生街が近いこともあって、安めの飲み屋で溢あふれかえっている。が、どう考えても初デートにふさわしい雰囲気のところはなかった。

　光ひかりヶが丘おかまで足を伸ばせば、以前、兄に紹しよう介かいしてもらった良い店を知っている。だが、奢おごらされる可能性があることを考えるとあまり調子に乗った出費は許されない。はてさて。

「おまたせー。じゃ、どこいくー？」

「色々考えてるところなんだが。……ちなみに、そっちはオススメ、あるかな」

「ないよ。だって私、そもそも外出する機会、ほとんどないし」

「え？　じゃあ、この辺の店、入ったことないの？」

「ないねぇ」

　──そうか。なら近場でもいいな。

　そこで京太郎は苦肉の策として、ちょっとだけオシャレな創作料理を出す個室系居酒屋を目指すことにする。

　そんなところ一人では入ったこともなかったし一生入ることもないだろうと思っていたが、そこそこゆっくりできて、旨うまいものを出すという噂うわさを耳にしていたのだ。

　結論から言うと、その選せん択たくは正解だった。

　そこは暖色系で統一された、落ち着いた雰囲気の店で、京太郎たちは二人、なんか薄うすいチーズでトマトを包んだような料理に舌した鼓つづみを打つ。

「いやー、ウマイウマイ。さすがしばらく暇ひましてただけあって、いい店知ってんじゃん」

「……たまたまだよ」

　無職時代のことはあまり触れないで欲しい、というのが正直なところ。

「ところでふと、気になったんだけどさ」

「なあに？」

「君、あの、ソロモンさんとは付き合ってるの？」

　そう訊ねたのに深い意味はなく、二人が並べば美男美女の白人カップルができあがると思っただけだ。

　すると、ウェパルはけらけらと笑った。

「ソロモンと私が？　……ないない、天地がひっくり返ってもね。あの人、愛妻家だから」

「えっ。ソロモンさんって結婚してるの？」

「うん。……まあ、奥さんとっくの昔にくたばっちゃったらしいけど」

「──そう、なのか」

　あの能天気そうな性格からは想像も出来ない、暗い過去だ。

「できれば彼とも飲みたいな」

「運が良ければね」

「ところでさ」

「ん？」

　京太郎は、聞くならこのタイミングを置いて他にないだろう、と思って、こう訊ねた。

「……私が管理している世界の、──前任者について、なんだけど」

「え？」

　ウェパルの眉み間けんに、くっきりと皺しわが寄る。

「どういう人？」

「なんでそんなの、気になるの？」

「いや。──なんというか、あの世界、全体的にあまりにもゲームっぽいからさ。どういう人なのかと思って」

「ああ。そういうアレね」

　他にどういうアレがあるのだろう。

「最初の〝管理者〟、──世界の〝造物主〟については、ぶっちゃけ私もよくわかってないんよ」

「そうなのか……」

「ただ、ちっこい女の子だったらしいけどね」

「え？」

「〝人族〟の街に行ってみな。その娘の像があちこちにあるから」

「へぇ……」

「意外と、世界なんてものは、私たちとは違う次元の存在の、夏休みの工作みたいなものなのかも」

「……なんかそういう映画あったな。例のあの、蒼い猫型ロボットが大だい活かつ躍やくする……」

「『創世日記』ね。あんがい、──あたしらが住んでるこの世界だって一緒かもよ？」

「怖こわいこと言うなよ」

「うひひ。……でもさ、お酒飲みながらこーいうソーダイな話するのってさ。さいこーじゃない？」

「まあ、それは否定しないけど」

　など、など。

　結局その日の二人はとりとめのない会話に終始して、特にロマンチックな雰囲気になることもなく別れることになる。




　ウェパルは本当に会社に住んでいるらしく、

「今日はありがと。また誘ってね」

　と言ったきり、ビルの中へと消えていくのだった。





　　　　▼






　帰りのコンビニにて。

　坂本京太郎は、実に十年ぶりにコンドームを手に取った、が。

　意外と高かったので止めにして、麦茶の素とコーンフレークを買うだけですませた。






幕間その５　『マルガレーテの述懐』






　ああ、ああっ、そうだね、わかってるよ、ラットマン。

　あいつはなんとかしなくちゃいけない。わかりきったことだ。不安だって？　わかってる。でもやらなくちゃ。やりとげなくちゃいけない。

　あの黒いローブの女も言ってただろ。

　あたしたちは、あの人がしてくれた恩義に応こたえなくちゃいけない。

　あいつは酷ひどい。めちゃくちゃだ。我が慢まんならない。そうさ。生かしておいちゃいけない。この世界の敵なんだ。あの〝ゴブリン〟どもにしてやった仕打ちじゃ足りない。殺さなくちゃ。うん、うん。きっとソフィアたちは哀かなしむだろうな、そんなことしたら。でも成なし遂とげなくちゃ。そうじゃないと世界が壊こわれちまう。だろ？




　なあ、ラットマン、あたしたちが最初にあったのってどこだっけ。──そうだ。思い出したよ。バルニバービの歓かん楽らく街がい。地じ獄ごくの底の底で泥どろ水みず啜すすってた日々だったね。

　あたしは娼しよう婦ふで、あんたは趣しゆ味みの悪い金持ちの玩具おもちやだった。

　あんたが〝風かぜ詠よみの杖つえ〟を〝盗ぬすんで来た時はどうしたものかって思ったよ。

　でも結局、ぜんぶうまくいった。二人、船に忍しのび込こんで、くたびれた犬みたいにグラブダブドリップの街に着いて、そして〝探索者スカベンジヤー〟になって……ソフィアにも出会った。

　そっからはずっと、上がり調子だったね。今じゃあ押おしも押されぬ政府公認の〝探索者〟だってんだからさ。

　ずっと言いたかったんだ。

　あんたとソフィアには、ずっと感謝していたって。ほんとさ。あんたたちのどっちか片方だけでもいなかったら、あたしはあの、思い出すだけでも忌いま々いましい路地裏で野の垂たれ死んでいただろうさ。

　あたしの夢を知ってるかい。……ああ、知ってるね。たしか、酔よった勢いで話したことがある。じゃ、わざわざここで言う必要もない。ほんとうの善行を働くには、資産が大切なんだよ。だってそうだろ？　手元にパンがなければ、それを誰だれかに分けてやることもできない。あたしは〝探索者〟になってそれを学んだ。あんたもそうなんだろ？

　黒ローブの女は言ったよね。「求めよ。さらば与あたえられん」って。そしてあいつは言った通り、あたしたちに必要なものを与えてくれた。

　あたしは、あいつの正体は神様の使いか、──あるいは〝勇者〟のうちの一人だと思ってる。……ありえないと思うかい。でも、そう信じることは勝手だろ？　つまり、あたしらがしていることは女神様の御ご意い志しってことさ。そうすりゃ、胸の中のモヤモヤも、悩なやみも、何もかも消えるってモンさ。




　……よし、よし。言われたとおりだ。間ま違ちがいない。あんたの鼻も間違いないって？　　よし、よし。それじゃあこの跡あとだ。〝迷宮〟の中で車輪の跡なんて、妙みような話さ。それもこれも、あの東洋人が悪あく魔まだっていう証しよう拠こなのかも知れない。違ちがうかも知れないけど。まあそういうことにしとこうじゃないか。よし。

　車輪の跡は〝世界樹〟まで続いてる。

　ここから先は慎しん重ちように進むよ。どんな罠わなが待ち受けているかもわからない。とくに〝ゴーレム〟には見つからないことだ。

　ここから先は何もないって噂うわさだけど。

　でも、あの人が言ってくれたんだから。きっと間違いない。

　なあ、ラットマン。そういえばあたしたち、人のものはよく盗んできたけど、人を殺したことって、一度だってあったっけ？　……ない。あらそう。そうか。これが初めての殺人か。胸がぞくぞくするねぇ。……いや、ムカムカするの間違いか。

　なんであたしら、ここに居るんだっけ。ちょっとよくわからない。ソフィアたちの元に帰りたい気がする。これまでどおり、あいつらと街に戻もどって、酒場で一いつ杯ぱいやって、馬ば鹿か騒さわぎして、また一段落したら〝迷宮〟に潜もぐる毎日に戻りたいよ。

　でも、そうだね。──やらなくちゃいけない。




　世界を救うんだ。

　あの異世界人を殺して。

　そうだろ？






第六話






　次の日、京きよう太た郎ろうは朝一番の排はい便べん行こう為いの後、全身を洗せん浄じようし、昨日作りっぱなしのまま鞄かばんの底で潰つぶれていたサンドイッチに気付いて悲しみに暮れながらそれを食べた。

「うまい」

　誰だれにともなく呟つぶやき、洗面所で歯を磨みがく。

　昨日の経験から、とりあえず水だけは持って行った方が良いことに気付いていた。

　いちいち『ルールブック』を使うのは手て間まが掛かかるし、向こうの不衛生そうな生なま水みずを飲んで腹を壊こわすわけにもいかない。

　ということで、空からのペットボトルに作り置きの麦茶を入れ、小さく砕くだいてある氷を入れてから鞄の中に突つっ込こむ。

　時間が余あまっていたので、最近凝こっているソーシャルゲームのログインボーナスを取得し、ちょっとだけデイリーミッションを消化しながら、

　──うまいこと『ルールブック』の力を使えば無限にガチャできるのでは？

　という想像を弄もてあそんでいると、出かけなければならない時間が来た。

「よしっ」

　一声気合いを入れて、京太郎は会社に向かう。

　到とう着ちやくしたのは、九時十分前だった。

　これならさすがに大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていると、やはりシャッターが開あいていた。

「おはよう」

「……おはよー」

　社内を見回したところ、今日もソロモンは見み当あたらない。ウェパルが一人、自分の席に座って漫まん画がを読んでいるだけだ。

　何を読んでいるのだろうと思っていると、彼かの女じよの机には、駅前の本屋で買い込んだエロ本が積まれている。

「君、会社でなんてもの読んでるんだ」

「え？」

　ウェパルは少し不思議そうな顔をして、目の前にある、乳丸出しの女性が温泉に浸つかりながら頰ほおを赤らめている表紙の漫画を見た。

「これ？」

「他に何がある」

「でもこれ、純愛ものだけど」

「……純愛かどうかは関係なくない？」

「そうかな」

　まったく、──ヘンテコな娘むすめだ。

　京太郎は内心、やはりこいつは人間ではないのではないか、という想いを強くする。

〝ウェパル〟でググったら、なんか悪あく魔まの名前らしいし。

　ちょうどその時、始業のベルが鳴なり響ひびいた。

「じゃ、いってきます」

「いてらー」





　　　　▼






　異世界の扉とびらを開いて、すぐ違い和わ感かんに気付いた。

　だが、明確に何がおかしいかはわからない。

　──ん？

　一面の緑みどり。ぽつぽつと点在する〝トロール〟。『不思議の国のアリス』に出てきそうなキノコのテーブルに、とんがり帽ぼう子しみたいな屋根の魔ま女じよの家。

　一見、昨日と変わらぬ平へい穏おんに満ちた空間、だが。

　何かが奇き妙みようだ。間ま違ちがい探さがしのように。

　はて、どうしたのかな？　と思ってしばらく腕うでを組むこと数分。

　一面の緑は、どこかまだら模様になっている。

〝トロール〟たちはみんな、何かに怯おびえているようだ。

　キノコのテーブルに至っては、一部欠けている席があった。

　そして最後に、三角屋根の帽ぼう子しを被かぶった魔女の家が一つ、土台のあたりからなくなっていることに気付く。

　家があった場所には、瓦が礫れきの山ができていた。

「なんだ、──これ？」

　例の魔女がまた何か幻げん覚かくを見せているのだろうかと思っていたら、

『きょ、きょきょきょきょ、京太郎さま、お待ちしておりました！』

　ちょうど消しよう滅めつした家のあたりから、銀色の毛並みを埃ほこりで汚よごしたシムが、半泣きで現れる。

「どうした？」

『そそそそそそ、それがその！　あのその！』

「少し落ち着きなさい」

『ま、まま、魔女さまが、攫さらわれちゃいましたのですっ』

「は？」

　京太郎は目を丸くして、

「誰が？」

『魔女さまですっ、きのう会った、あの人！　耳が長くて、……あとえっと、色白！　金きん髪ぱつ！　なんだかいつもへらへら笑ってる！』

　この子ひょっとして、自分のことをお爺じいちゃんだと思ってないか。

「そりゃさすがにわかるけど。……何で？」

『し、知りませんっ』

　眉まゆをひそめる。では、警察に連れん絡らくは？　携けい帯たい貸そうか？　と言いかけて、それが愚ぐ問もんだと気付いた。

　朝の出勤直後に聞かされる話としては刺し激げき的てきすぎるな、と思う。

「ええと……」

　焦しよう燥そうは、遅ち刻こく気ぎ味みでやってきた。

「……それひょっとして、めちゃくちゃマズいのでは？」

『も、もちろんです。すごぉくマズいです！　だって……』

　シムはその後、魔女がいなくなった〝迷宮〟がいかに人族の侵しん略りやくに対して脆ぜい弱じやくかを一から説明しようとしていたが、

「いい。──わかってる」

〝チレヂレの呪のろい〟がどうとか。

　魔ま族ぞくの主ぬしがどうとか。

　そういうことについては、昨晩湯船の中でたっぷり考え込んでいる。

　思想的信条はどうあれ、魔女は今後、仕事をスムーズに進める上では決して欠かかせないパートナーだ。

「……どうやら、私の首がかかった事態らしいな」

『は、はいッ！』

「賊ぞくの正体は？」

『それが、わからないんです。でもたぶん、人族じゃないかと』

「なんだと？」

　京太郎は驚おどろく。

「つまり、──つけられた？」

『かも、しれません……』

　しゅん、と、銀色の尾おが垂たれる。

「参ったな。どうにかして魔女を取り返さなければ。エロ同人みたいな展開になる前に」

『あ、あのその……エロドージンとは？』

「なんでもない。──ところで、ここにはもう一人いたよな。あの日焼けした女の子」

『ええ、ステラさんですね』

「そうそれ」

『彼女はその、し、死にました』

「なんだって？」

　シムがあっさりとそういうものだから、京太郎はびっくりする。

「死んだって……その、……え？　死んだのかい。命がなくなって？」

『は、はい。恐おそらくは』

〝人狼ウエアウルフ〟の少年は、とぼとぼした足取りで吹ふき飛とんだ魔女の家を指さす。

『賊は、何か風に関係した魔ま法ほうを使うようです。……それを受けて、ステラさんは家ごと吹き飛ばされてしまったようです』

「……そうか」

　元気の良い娘だったのに。可か哀わい相そうに。

　京太郎は、魔女の家があったところに手を合わせて、「なむなむ」と呟く。なぜかシムもそれに続いた。

『ナムナム……』

「意味わかってる？」

「……いいえ。なんとなく、雰ふん囲い気きで。どういう意味でしょう？』

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつの略だ。極ごく楽らく浄じよう土どに行きますように……みたいな意味だったと記き憶おくしている」

『ゴクラクジョード？』

「死んだ後、魂たましいが昇のぼっていくとされる場所……みたいな感じ？　正確じゃないかもしれないけど」

　こういう時、ネットが使えないと不便である。

『へえ……変わってますね。死んだ魂の逝いく場所があるなんて』

「こっち側じゃあ、そういう考え方はしないのかい」

『ええ。肉体を離はなれた魂こん魄ぱくは、大気中で分解されて世界中に散らばるとされています。その時、魂に宿るとされる意識は完全に消滅します』

「へえ。宗教にしては、なんだか救いがないなぁ」

『宗教と言うより、科学的な事実のようです。ぼくたちの世界では、魂の実在が証明されていますので……』

「ふーん」

　二人で異世界の死生観に関する造ぞう詣けいを深めていると、……突とつ然ぜん、ちゅどーん！　とミサイルが着ちやく弾だんしたような音がした。

　驚いてそちらを向くと、失われたはずの魔女の家の残ざん骸がいが、何らかの衝しよう撃げきを受けて吹き飛ぶ。

　同時に、土やら木くずやら瓦礫やら家具やらガラスやらが宙を舞まい、京太郎たちの頭の上に雨と降り注いだ。京太郎は嘆たん息そく混じりに上着を脱ぬいで、シムの頭の上に被せる。

　どしゃがしゃごしゃ、と、不快な音を立てて、本来なら死んでいてもおかしくない量の瓦礫を頭から受けた。

　もちろん京太郎（と、その上着）は、〝無敵〟ルールによって護られているため、何の痛つう痒ようも受けずに済んでいる。

　続けざま、どんっ、どんっ、と鈍にぶい音を立てて、瓦礫があった場所、……に隠かくされていた地下への扉が開く。

　そして、一言。

『勝手にぃ……殺すなぁッ！』

　どうやら話を聞いていたらしい、ステラであった。

『そしてそのまま何ごとも無かったみたいに話を進めるなぁ！』

　ピンク色の絹糸で織られた寝ね間ま着き姿で現れた彼女は、あたりの瓦礫を八つ当たり気味に蹴けり飛とばしている。

　京太郎は、シムに被せていた上着を再び着直して、

「やあ、よかったよ。無事で」

　ステラはジト目でこちらを見て、

『ほんとにそう思ってる？』

「当たり前だろう」

　京太郎は大人の余よ裕ゆうで、

「君みたいに美しい人が死ぬのは世界の損失だからね」

　対するステラの態度は、想定していた百倍は冷たかった。

『ハァ？　うざっ！　スペシャルにうざっ！』

　たまにお調子者を演じてみるとこれである。

『それとあと！　──あたしにも状じよう況きよう説せつ明めい、くわしくよろしく！　ぶっちゃけあたし、さっき起きたばっかり！　目覚めたらこの状況！　なんなのよこれ！　パジャマが汚れちゃったじゃない！』





　　　　▼






　その後、シムから聞き出した情報をここにまとめておく。




『朝、夜明けの時間に──ぼく、朝は早いたちなんです──目を覚ましたぼくは、魔女様に命ぜられて朝食の準備を手伝っていました。

　朝食はライ麦のパンやソーセージ、〝おおはさみ〟と呼ばれる甲こう殻かく類るいの身にクリームソースをかけたもの、野菜をブロック形に刻んだサラダにトマトを煮に込こんだ（と思おぼしき）スープの予定だったんです。ひょっとすると京太郎さまとご一いつ緒しよできるかも、って思って。ちょっと手の込んだものを作ろうって話になって。

　あ、ちなみにこの〝おおはさみ〟というのは第三階層でしか採とれないすごく貴重なものでして、亜デ人ミの村ではお祭りの日にしか食べられないもので、その硬かたい外皮に包まれた肉はとても甘あまくて柔やわらかくて、いちど口にしたらきっと京太郎さまにも喜んでもらえるかと……あっ、話が逸それました。

　それで、ごはんを作るのに井い戸ど水みずが必要だって。

　それでそれで、ぼくは一往復で必要な分を汲くめるよう、ちょっと大きめのバケツを二つ、抱かかえていきました。

　それでそれでそれで、途と中ちゆう、〝トロール〟さんたちとおしゃべりしたりして、普ふ段だん何食べてるの？　あっ、その辺の草？　それで保もつの？　便利な身体からだだね、みたいなことを。……そしたら、トツゼンでした。

　スポーン！　って、もう地面から根こそぎ引っこ抜ぬかれたみたいに魔女様の家が吹き飛んでいったんです。そこってたしか、ステラさんが住んでるって聞いてたから。……まさか地下棲ずみとは思わなくって。てっきりぼく、勘かん違ちがいして……あ、それはいいからさっさと続きを？　あっ、はい。

　で、ぼく、すっかり慌あわてちゃって……でも慎しん重ちように、身を隠しながら魔女の家に向かったんです。

　そしたら、妙みような二人組がいました。

　片方は人族の女性で、もう片方は、──亜人……？　でも、かなり血が薄うすい亜人です。顔に毛が生えてませんでしたし。でも、あの体格から想像するに、……恐らく、〝ラットマン〟の混血ではないかと。

　そいつら、ぐったり気を失った魔女様を抱えて、連れて逃にげているようでした。

　ぼく、放っておけないと思ってそいつらに飛びかかって。

　……でも、ダメでした。杖つえの形の〝マジック・アイテム〟の術を受けて、ぼく、びゅーん、って吹っ飛ばされちゃって。

　それで、さっきまで気を失っていたんです』




　京太郎はしばし、子供のお遊ゆう戯ぎ会かいのセリフみたいに話すシムを微笑ほほえましく見守っていたが、意見を求められていることに気付いて真顔に戻もどる。

「やはり、──この場所が人族にバレたのは、我われ々われの責任だろうか」

『タイミングが良すぎますし……他に考えられない、かと』

　シムが、しゅんとしてうつむく。そうしたわんこを目の前にした人間の習性として、脊せき髄ずい反射的にその頭部をもしゃもしゃしてやりたくなったが、むしろそれは彼かれの自じ尊そん心しんを傷つけることになるだろう。

『おばあちゃんは、──その、よくわからん二人組に、無む抵てい抗こうで攫われていったの？』

『はい』

『あ　ほ　く　さ』

　ステラは肩かたをすくめて、のんびりした歩調で井戸に向かう。

　そして、ぽいっと中に木き桶おけを放って、たっぷりの地下水を汲み、わりと冷たいはずのそれを、その場でさばーっと頭からひっかぶって、

『っぷはー！』

　気持ちよさそうに水を浴びた。そして、猫ねこのようにぶるぶるぶるっと水を払はらって、

『やっぱ朝はみずごりにかぎる！』

　──どんな日課だよ。

　……と、ツッコミかけると、ステラはキッとこちらに向き直った。

『──ひとつ、いっとく。この件、シムの不ふ手て際ぎわじゃないわ』

『えっ？』

『おばあちゃんが無抵抗で攫われるなんてね、天地がひっくり返ったってありえないことなの。……この屋や敷しきがその辺の木こっ端ぱ〝探索者スカベンジヤー〟に見つかることもね。……だから、』

　そこで、辛しん酸さんを口に含ふくんだような顔つきで言葉を切って、

『だから、あとあとぷんすかする前に、この話のオチを先に言っとく。……これたぶん、自作自演よ』

「なんだって？」

『おばあちゃんには、《夢む幻げんの口づけ》ってやべー術がある』

　その術の名前だけは、昨日彼女を〝鑑かん定てい〟したときに見た。

『《夢幻の口づけ》には、──ええと、ちゅーした相手の現実認識を改変する能力があるの。……あれを喰くらった人は、条件付きでおばあちゃんのいうことをなんでも聞いちゃうようになる』

「なにそれ。怖こわ……」

　まあ、あれほどの美人とキスできるなら、それも悪くないと思ってしまいそうだが。

『たぶん今回の一件、おばあちゃんなりにあたしらを試そうとしてるんだと思う。試験の合格条件は……そうね。賊をボコって無事おばあちゃんを取り戻すこととか、そんなんでしょ』

「しかし……」

　京太郎は妙な顔をした。シムもほとんど同じ顔だ。

「なんだってそんな、手の込んだ真ま似ねを？」

『知らないわよ。いじわるばばあだからでしょ』

「君、実のおばあちゃんにそのような言い方……」

『そう言うなら、あんたも一度、あの人の孫をやってみたらいい。……あの人、死病に罹かかったふりなんかして、死ぬ前に抱だっこしたいからとかどうとか言って、北の大地から生まれたての熊くまの子供を攫ってこいとか滅め茶ちや苦く茶ちや言ったことあるのよ？』

「……それで、攫ってきたのかい」

『攫ってきたわよきましたよ！　そしたら三日でけろっとして、なんか思ったより可愛くないしあちこちでうんちするし、飽あきちゃったから今度は返して来いって……！』

　憤ふん懣まんやるかたなし、といった具合にステラが地じ団だん駄だを踏ふむ。

『ちなみにあたし、そのとき八歳さいかそこら！　まだ基き礎そ的てきな術を覚えたばっかり！　ワンパンで大樹なぎ倒たおすのよゆーな母熊さんとサシでヤりあう羽は目めになりました！』

「大変だったんだな」

　京太郎は、肺の中の空気を全て吐はき出してから、

「……まぁ、魔女さんが何を試ためしたいのか知らないが、……乗っかるか」

　万が一、ということもあるし。

　それにその、試験とやらに合格すれば、今後は魔女との協力関係を築けるだろう。それはつまり、魔族全体に人脈が広がる、ということでもある。

　話し合いで彼女を説得するより、その方がよほどわかりやすい。

「……で？」

『ん？』

「そっちはどうする？」

『あたし？』

「魔女は私たちを試したいんだろ。──なら、君には関係のないことだ」

　すると、なんでかステラはちょっとだけ頰を紅潮させて、

『……い、いくわよ。手伝う』

「そうか。助かる」

　やはり何だかんだ言って、肉親は心配だということか。

『それに、ひょっとすると、──あたしのワガママが原因かもしれないし』

「？」

『なっ、なんでもない！　とにかく行く。行くから！　あたしも連れてってね！』

「ああ……もちろん」

『言ったわねっ!?　約束よ！』

「？？？」

　よくわからない。だが戦力が増えるのはいいことだ。

「では、とりあえず着き替がえて〝ジテンシャ〟に乗ってくれ。濡ぬれたパジャマのまま戦いたいなら話は別だが」

『わかってる！』





　　　　▼






　その後、ステラが魔女の家に戻って着替えている間、京太郎たちが立てた作戦は単純だった。

　──まず、〝ジテンシャ〟に乗って賊を追いかける。追いついたら、なんとなく状況判断して人質を取り返す。

　以上。

　わかっている。

　一いつ般ぱん的てきに言ってそれは〝作戦〟と呼べるほど立派なものではない。だが仕方がなかった。これが試験なのであれば、先手を打つことを禁じられているようなものだ。

　すでにシムと京太郎の間では、最適解が一つ、頭に浮うかんでいる。




【名めい称しよう：うちゅうさいきょうむてきビームガン

　番号：ＳＫ‐８

　説明：ハンドガンサイズのビームガン。撃うった相手を気絶させる。狙ねらったものは絶対に外れない。なお、この銃じゆうによって生き物が死ぬようなことはない。

　補ほ遺い：この銃は〝管理情報〟のルールに囚とらわれず、管理者の近くでも使えることとする。】




　このルールによって生み出された、祭りの屋台で売ってそうなショボい見た目の銃がある。

　これの引き金をバン、バン。

　それで終しまいだ。

「〝狙ったものは外さない〟んだから、──まあ極きよく端たんな話、ここから撃っても当たると思われる、が……」

『正直、それやっちゃうと、試験もくそもないですよね……』

「だな」

『ときどき思うんです。やっぱり、ぼくたちがしてることってすごく間が抜けていて、さっさと人間と戦争始めた方が簡単に仕事が終わるんじゃないかって』

「人に迷めい惑わくかけてする楽な道はいつだってあるさ。──でも、我々はそれをしない。そうだろ？」

　京太郎はぼんやり〝ビームガン〟を眺ながめながら、何気なく言う。

　──ちょっと気き障ざかな。

　と思って鼻の下を掻かき掻かきしていると、

『えへへ。……で、ですよね？　さすがきょーたろーさまです』

　シムの視線に明らかにポッと熱いものが混じっていることに気付いた。

　──チョロいのはこいつだけか。

　実を言うと、未いまだにさっきステラに言われた『うざっ』という言葉が頭に残っている。

　若い娘から言われる『うざっ』が、かくも心を引ひき裂さくとは。

　正直、ちょっと泣きたい。





　　　　▼






　普段着に着替えたステラは、なんと箒ほうきで空を飛んで移動するつもりらしい。

　京太郎は目を剝むいた。映画やアニメに出てくる〝魔女〟そのまんまのイメージである。

「子供の頃ころからずっと気になってたけどそれ、痛くならないのか。……お尻しりとか」

　この仕事に就つく前、暇ひまに飽あかせて公園の鉄棒に捕つかまってみたことがある。

　三十秒もその状態を維い持じできなかった。

『え？　わりと痛いけど？　めっちゃガマンしてる』

「じゃあなぜ箒に乗るんだ。そうするメリットはなんだ」

『さあ？　ぶっちゃけ木の棒ならなんでも浮かせられるんだけど。……あ、箒の方がついでにお掃そう除じできたりするから、とか？』

「……適当言ってるだろ」

『うふふ。バレた？　いろいろ理由があんの。でもめんどいから説明しなーい』

「やれやれ……」

　嘆息しつつ、〝ジテンシャ〟をぽんと叩たたき、走らせる。

　ひゅぅぅぅ……と、風を切るような音がして、ステラがゆっくり浮き上がっていく。

「あ、一つだけ、言っておいて良いか」

『何？』

「なるべく、でいいんだが。殺しはなしにしてもらえるか？」

『えっ。──でも、相手って政府公認の〝探索者〟でしょ？　だったら〝不死〟よ？』

「だから、……まあ、なるべく、だ」

『ふーん』

　中空で静止したステラのスカートの中が見える。ショートパンツだった。この世の中には夢と浪ろ漫まんが欠けているな、と思った。

『でも、その結果、お祖ば母あちゃんが殺されそうだったり、──仲間の誰かが死にそうな場合は？』

「その時は容よう赦しやする必要はない。たったひとつしか命がない方、優先だ」

『あいよー♪』

　同時に、焦あせらされていた〝ジテンシャ〟がもの凄すごい勢いで走り出す。

〝世界樹〟の根によって隠いん匿とくされた扉が開いた。





　　　　▼






　元来た道（この辺の道はどれも同じに見えたが）を〝ジテンシャ〟が駆かけ抜ぬけて、〝世界樹〟を見み渡わたせる広大な空間に出る。

「おっと、──」

　すると、来るときに見かけた〝ゴーレム〟たちがちょっと遠巻きに整列しているのが見えた。

　まるで見世物を観察するようなその有あり様さまに、京太郎は妙な顔を作った。

　そして、水路に沿って進む道路の先でぱたりと倒れている人ひと影かげ。辺りには他に誰も見えない。

　遠目にも美しいそのブロンドの女の正体は、──

「どう思う？」

『魔女さま……、でしょうか？』

「うん。それはわかる。……だがあれ、たぶん、──」

『はい。罠わなですね』

　京太郎は嘆息した。

「茶番は止やめて普ふ通つうに勝負しましょう、みたいに言えないものだろうか」

　シムは無言で首を横に振ふる。

　京太郎は嘆息して、ぼんやりと今晩の献こん立だてについて考えた。

「シムってさ」

『え』

「ラーメンって食べたことある？」

『ら、ラーメン、ですか？　すいません、ちょっと存じ上げません』

「じゃ、こんどインスタント麺めん買ってくるから、一緒に食わない？」

『光栄です』

「ところでこの世界、お湯ってどうやってわかすのかな？」

『それは普通に……火をおこしたりして、』

　ぴくり、と、気を失っているはずの魔女のおしりが揺ゆれた。

「……ずっと同じ格好してると、身体の一部分がすげー痒かゆくなったりして気になってしょうがなくなることってあるよな」

『ああ。……ありますね』

　京太郎はしばらく魔女を観察し、『ルールブック』片手にミント味のタブレットを口に含み、ついでに〝ビームガン〟を手に取った。

「では、──格好良いとこ見せましょう」

『おねがいします』

　京太郎が〝ジテンシャ〟を降りて、玩具おもちやにしかみえない銃をあちこちに構えながら進む。特に意味のある行動ではない。映画の真似をしているだけだ。

　ところで、玩具とはいえ銃を持つという行為には不思議と人を高こう揚ようさせる何かがある。

　人殺しをするテンションというのは、こういうことなのだろうな、と、京太郎は思った。

　世界で一番格好良いと思って、誰ともなく口を開く。

「いいか。この世には二種類の人間がいる」

　そして、周囲に気を配りながら魔女に接近。

　彼女の肩をさっと揺らしつつ、

「弾たまを込めた銃を持ってる奴やつと、自分の墓を掘ほる奴だ。お前は墓を掘るほう……」

　で、その顔を覗のぞき込こみ、──ぎょっとする。

　倒れていたのは魔女ではなかった。似ているが違ちがう。

　その顔には見覚えがあった。

　彼女の傷を癒いやしてあげたためだ。確か名前は、マルガレーテと言ったか。

「いないいない、ばあッ！」

　きらりとナイフが閃ひらめく。

　あぶない！　という本能的な思いと、

　いや平気だ、〝無敵〟ルールがある、という理性的な思いがぶつかりあう。

　結果、〝念のため躱かわす〟ほうを選んだのは大正解。

　必殺の一いち撃げきは、京太郎の頰ほおを掠かすめて、ぴっと血を噴ふき出させた。

　ぞっとする。それは、異世界に来て初めての負傷であった。

「噓うそ、だろっ!?」

「ちぃ！」

　マルガレーテの顔は、以前見かけた蒼あお白じろいものとは打って変わって凶きよう相そうに歪ゆがんでいる。

　もう一度ナイフが振るわれた。かろうじてそれを躱す……というか、半ばひっくり返るような形で尻しり餅もちをつく。

　この時の京太郎には知るよしもないが、彼にとって幸いだったのは、マルガレーテが後衛から術で支し援えんするタイプの〝探索者〟であったことだろうか。これがソフィアであればすでに三度は殺されていたところである。

「待て！　話せばわかる」

　殺人者を目の前にしてとっさに〝反はん撃げき〟という行動が頭に浮かぶような経験を積んでこなかった京太郎は、まず手持ちの銃を使うことはせず、動物的な反射行動、──頭部と心臓を保護するために、刃は物ものに向けて手をかざす。

　墓を掘る方の人種は、どう考えても坂本京太郎であった。

「終わりだ、終しゆう末まつ因いん子しめッ！」

　そのシューマツなんちゃらとは人違いです！　という弁べん解かいを言うまでもなくマルガレーテが飛びかかってくる。

　だが、そんな彼女の横っ面に、一本の箒が突つき刺ささった。

「ぐ、はっ！」

　綺き麗れいな顔が台無しにクラッシュして、頰ほお骨ぼねの折れた音がする。

　視界の隅すみに、ステラを捉とらえた。どうやら《念動力》で援えん護ごしてくれたらしい。

『貸し、一つね！』

　そういうのは生き残ったあとのんびり話すべきではなかろうか。

　こちとら大海原で溺おぼれているような気分だというのに、少女は余裕満面だ。

　女〝探索者〟の身体が大きく跳はねて、人形みたいに石いし畳だたみの上を転がる。

　その身体を受け止める人影。背が低めの彼にも見覚えがある。確かソフィアのチームのメンバーだった一人だ。

　恐らく彼が、シムが言っていた〝ラットマン〟の混血だろう。

「姐あね御ご！　平気ですか!?」

「大丈夫だ。──くそったれ、せっかくのチャンスを」

「だから拙せつ者しやがやるって……」

「あんたみたいな女がいるかッ」

　今こそ京太郎は、ヒトは文化的に物事を解決できる生き物であると証明しようとする。

「待て。話せばわかる。望みは何だ」

　盗とう賊ぞくの本ほん懐かいは殺しではない。ナイフを突きつけただけで生活が豊かになるならそれでいい、……と、思う、はず。少なくともこの前遊んだオープンワールド系のゲームはそういう話だった。

　しかし、京太郎の指は自分でも驚くほど震ふるえている。

　ゲームの世界での自分は、「面めん倒どうだから」とかその程度の理由で平気で人を殺してきた。

　そしてこの異世界は、ゲーム的な価値観で支配されている。

「望み？　そんなの、──あんたの命。それだけだ」

「馬ば鹿かな。私が何をした」

「世界に仇あだなす何もかもを、──するつもりだろうがっ！」

　瞬しゆん間かん、マルガレーテがナイフを投とう擲てきした。

　京太郎は横に転げるように立ち上がり、道路脇わきの用水路に飛び込む。

　その一いつ瞬しゆん前に、ラットマンが妙な杖を取りだし、ナイフの軌き道どうを操っているのが見えた。

　何をする気だろうか。──いや、何をする気だとしてもろくな結果を生む気がしない。

　水路は思ったよりも深く、水流は思ったよりも激しく、京太郎は水路のなかでもがく。

　水中で彼は、マルガレーテが投げたナイフを見た。

　そしてようやく、──得心する。

　そうか。道理で。

　マルガレーテが使っているのは、──〝スタン・エッヂ〟であった。

　たぶん、あのロアとかいう少年から借りたものだろう。

　記憶が蘇よみがえる。

　護身用に、〝スタン・エッヂ〟を追加でもう一本作りだした時。

　この短たん剣けんのみ例外的に管理者の周辺でも起動を許すことにしたのだ。

　──本当に、……この、うっかりさんめ。

「馬鹿めっ！　自分で自分の首を絞しめな！」

　よくわからないが、ラットマンが使う〝マジック・アイテム〟は、かなり精せい密みつな動作が可能らしい。〝スタン・エッヂ〟のスイッチが入り、その周囲一帯に強きよう烈れつで、しかしその正確な正体は不明のエネルギーが浸しん透とうする。

　京太郎の身体が、そのエネルギーの影えい響きよう下かに入る刹せつ那な、京太郎はぎりぎりで〝ビームガン〟の引き金を引くことに成功した。

　バン、……。

　果たして、水中から発射された光線が敵に当たるかどうか、──そんな疑問が頭によぎる。

　だが大丈夫。必ず当たる。

　これは京太郎が、自らの手で〝かくあれ〟と『ルールブック』に書き込んだものなのだ。

　──できればもう一度、……引き金を……。

　だが遅おそかった。

　京太郎の全身が、雷かみなりで打たれたように痺しびれる。

「ぐ、ボ……ッ！」

　全身の筋肉が一度に弛し緩かんし、肺の中に水が入った。このままでは生きていられない、と本能的に思う。

　さすがは『ルールブック』製、というべきか。

〝スタン・エッヂ〟を創った際に思おもい描えがいたとおり。──京太郎の意識は、一瞬にして深しん淵えんに呑のまれた。
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　意識を取り戻したのは、それから五分後だろうか。

　身体が自由になったのは、突然だった。

　ぱっと目を開けると、にっこり笑っている魔女と目が合う。

『おはよう』

「おはようございます」

　どうやら自分は水中より助け出され、今は膝ひざ枕まくらをされているところらしい。

　ステラを成熟させたような見た目の彼女は、こうしてみると妙に親しかった。

「試験は、──不合格ですか？」

　まず、訊たずねる。

　気を失った後の流れはよくわからない。

　だが、彼女の穏おだやかな顔色から、何もかも終わったのだと確信した。

『アッハハ』

　魔女は、化け粧しようっ気けがないにもかかわらず、鮮あざやかなピンク色の唇くちびるを薄く笑みの形にして、

『試験って、何の話？』

「あなたは、我々を試しているんだと、ステラが」

『ウフフフフフ』

　魔女は、なんだか花のような甘い匂においがする。

『ああそれ、孫のかんちがい』

「え？」

『厄やつ介かいなことにね。──どーやら〝勇者〟が敵に回ってるらしい』

「マジすか」

『マジ。あたしもあぶなかった。まあ、今回のことでおおよそどいつかわかったけど』

「えっと……どこのどいつなんです？」

　そろそろ、この魅み惑わく的てきな枕から退くべきか思ったが、欲望の方が勝っている。

『おしえなぁい』

　ちょっとこのＢＢＡババア、可愛かわいすぎない？

「意地悪しないでくださいよ」

『じゃ、今こそあんたに試験を一つ。──この事態を丸く収める方法。──どうだい』

「え？」

　その次の瞬間だった。

　京太郎が寝ね転ころんでいるすぐ横に、シムが吹き飛んでくる。

『……ぐう、……ごほ、ごほッ！』

「え？」

『ごめん……なさ……！　きょーたろ……さま……っ』

　身を起こしかけて、その両肩を押おさえられる。

　すぐ耳元で、

『まだ起きちゃダメ。楽にして。話したいことは、まだある』

　ちょっとこのＢＢＡ、えっちすぎない？

『事態が解決したって、いついった？』

「そんなぁ」

　それならそれで、もっとこう……必ひつ要よう事じ項こうだけ手っ取り早く話す、とか。

『ってか、この状況でイチャイチャすんなババア！』

　遠く、ステラのツッコミが入る。

『イヤだね。安全な道を征ゆく若者の足下に茨いばらを敷しくのは、あたしの趣しゆ味みなんだ』

　なんとか首だけ動かしてシムが飛んできた方向を見る。

　すると、ちょっと目を離した隙すきにえらいことになっていた。

　マルガレーテは、どうやら倒れている。これは恐らく例の銃を受けたためだろう。

　問題は、残されたもう一人。

　確か、〝ラットマン〟と呼ばれた影の薄い方。

　そいつは明らかに、──人の形ではなくなっていた。

　鼠ねずみを擬ぎ人じん化かした化け物。……というのが、それの外見を顕あらわす最も端たん的てきな表現であろうか。

『ＧＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　ビリビリと、ここまで振しん動どうが伝わってくる。

　体積はぜんたい、十倍ほどに膨ふくれ上あがっているだろうか？

　ラットマンは今、周囲に整列している〝ゴーレム〟に勝るとも劣おとらない巨きよ大だい化かを果たしていた。

　目も、腕も、一様に人間のそれではなくなっている。

　とりわけ不気味なのは、その口元だろう。

　明らかに食物を摂せつ取しゆするための機能を逸いつ脱だつしている。何ならちょっと引っ張れば頭の上半分が取れてしまうのではないかと思うほど、口が裂けていた。

「なんだ、あれ……」

『気の毒に。──亜人の血を弄ばれたんだろう』

「どういうことです？」

『この国のどこかに、──純血主義の〝勇者〟が潜ひそんでるってことさ。まあ十中八九、フェルニゲシュを始末したのはそいつだね』

「ふむ……なるほど」

「なるほど」と言ってみたが、特に実感のこもった言葉ではない。

　ただ、魔法ってそういうものなのかな、と思った。

　京太郎は再び柔らかい太ももに後頭部を預けて、

「つまり、今後の仕事が大変だってことだ」

『辞めるかい？』

「え？」

　京太郎は眉をひそめる。

『あたし、知ってるよ。──あんたらの世界の人間は、厭いやになったら別の仕事を求めることができるってさ。……生まれつきの身分に囚とらわれないって』

　京太郎は押し黙だまった。

　なるほど。確かにこの一件からは、明確な害意を感じる。

　斬きられた頰は、今になって少し痛みが増してきていた。

　つまり今後は、──実際に命を奪うばわれるかもしれなくて。

「辞めませんよ」

　京太郎ははっきりと言った。

『それは、何な故ぜ？　命より大切なものなんて、他にないだろ』

「そりゃそうなんですけど」

『それなら……』

　それ以上は言わせず、

「私は、私の世界でずっと、──無む為いな生活を送ってきました。……でも、この仕事に就いて初めて、──自分が何者か、わかった気がするんです」

『………………』

「だから、辞めません」

『そーかい』

　魔女は、相変わらずへらへら笑っている。

「──って感じなんですけど。どーすか。そろそろ自由に動いてもいいっすか」

『いいよ』

　お許しが出ると同時に、がばっと起き上がる。

〝ビームガン〟はない。たぶん水に流されて消失した。あとでちゃんと始末せねば。

　状況を確認。

　怪かい物ぶつに真っ向勝負を挑いどんで、若じやつ干かん苦戦中なステラ。

　すぐそばで倒れているのはシム。

〝ジテンシャ〟は少し離れたところで怯えている。

「ひとつ、いいですか？」

『なんだい』

〝スタン・エッヂ〟は今、気を失ったマルガレーテが握にぎったまま。

　怪物と化したラットマンが、その重要性に気付いている様子はない。

「あのナイフの件ってきっと、──ただの偶ぐう然ぜんですよね」

『何の話か、まったくわからん』

「結構」

　深く嘆息する。因果応報。業務的過失。独ひとり相撲ずもうだったか。

　きっとこれからも、似たようなことがたくさん起こるだろう。

　新任であることは言い訳にならない。成長しなくては。

　なにより、──この世界の平和のために。

『ＧＩＩＩＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！』

　ラットマンはどこか、──「殺してくれ」と願っているかのようだ。

　希望的観測かも知れない。たぶんそうだろう。

　ヤツは目が合うやいなや、ステラを放置して真っ直ぐこちらへ突とつ撃げきしてきた。

『しまっ、……京太郎、──ッ！』

　悲鳴じみたステラの声が聞こえる。

　京太郎は真っ直ぐ怪物に向かって歩く。

　ミント味のタブレットを口に含みながら。

『ＧＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　絶ぜつ叫きよう。京太郎の頭に振り下ろされる、丸太ん棒のような両腕。

　そしてそれを、京太郎は真っ向から受け止める。




　客観的に見て、──それは、どうみても物理学に反した光景だった。




　誰もがその異常性を認めざるを得ない光景だった。

　ラットマンの右腕が、まるで時間を止められたみたいにぴくりとも動かなくなっている。まるで、突撃してきたトラックが急停車したみたいに。

『なっ、……なにが……？』

　状況をよく知らないステラだけが、驚きよう愕がくの表情を向けている。

　京太郎は顔色も変えず、──その暴力的な巨きよ体たいに語りかけた。

「ええと、……この言葉、聞こえてるかな」

　怪物と化した彼は、今やどうみても理性を保てているようには見えない。

「聞こえていても、聞こえていなくてもいいや。──できれば君の主あるじに伝えてくれ。私は坂さか本もと京太郎。『金の盾たて異界管理サービス』から派は遣けんされてきた、この世界の管理者だ」

『ＧＵ………ＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ……！』

　鈍どん重じゆうな腕が持ち上げられて、……再び京太郎の頭の上に振り下ろされる。

　だが、結果は同じだった。発生するはずの衝撃は完全に打ち消され、ピタリとラットマンの腕が静止する。

「私に文句があるのなら、──直接会って話をしよう。君の安全は保障する。私は文化的な人間だからね」

　そして京太郎は、小さく、風に紛まぎれてしまいそうな声で、

「──頼たのむ」

　と呟く。

　その次の瞬間だった。

　どう、と、その質量に比べれば控ひかえめな音がして、一本の、きらきらと光を反射する柱の如ごときものが、京太郎の目の前に顕けん現げんする。

　現れたソレは、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる暇も与あたえず、ラットマンを呑み込んだ。

『…………あっ………！』

　シム少年の、驚きとも歓かん声せいともとれる声。

『噓………………』

　まったく状況についていけていないステラが、空を見上げる。

　現れたそれは、一匹ぴきの巨大な蛇へびのように見えるものだった。

　だが、断じて蛇ではない。まず、蛇に四本の足は生えていないはずだし、髭ひげを蓄たくわえているはずもない。空を飛ぶはずもないし、何より、その理知的な眼は、明らかに知性あるものの──。

　京太郎は、彼の項こう目もくをもう一度確認する。

[image: ]




【名称：龍りゆう

　番号：ＳＫ‐６

　説明：管理者の味方となってくれる無敵の神しん獣じゆう。

　私の故郷、日本で語られる〝龍〟と同じ形を取る。

　空中を自在に浮ふ遊ゆうし、竜たつ巻まきを引き起こし、その手の宝玉に照らされたモノの邪じや心しんを一瞬にして消し飛ばす。

　この神獣は管理者が望んだ場所、望んだ空間にいつでもどこでも出現する。】




　必要な仕事を果たした〝龍〟は同時に、煙けむりの如く消失した。




　京太郎は背を向けて、

「では、──戻って昨日の続きを話しましょう。仕事は山のようにあるんだから」

　そういうとほぼ同時に、ラットマンがいた場所から淡あわき光の球の如ごときものが飛ぶ。

　それを目で追って、




　──あれが〝不死〟の魂魄というやつか。




　七色の軌き跡せきを残して飛び去るそれは、一筋の虹にじのように見えた。






エピローグ『救世紀行』






【名称：ジテンシャ

　番号：ＳＫ‐１

　説明：管理人である、坂さか本もと京きよう太た郎ろうの足になる乗りもの。ペダルをこぐことで車輪が回り、前進する。

　車体は白色でかなり軽く、こぐのにほとんど力がいらないのが特とく徴ちよう。

　サドルは凸でこ凹ぼこでも尻しりが痛くならないよう、柔やわらかめのクッションにしてほしい。

　あと車輪はかなり頑がん丈じようにできていてちょっとやそっとでは壊こわれないってことで。

　補ほ遺い：嗅きゆう覚かくは鋭えい敏びんで、どのような動物の痕こん跡せきも追えるようにする。

　補遺２：ペダルは不要。自動で動くことにする。あと背もたれもつけて、移動中は本を読めるような感じにしてほしい。

　補遺３：タイヤを強化。今より大きめのサイズに。多少の凸凹でも問題なく走行できるようにする。

　補遺４：全体的に巨大化してもらって、座席を二つに増やしてもらいたい。具体的に言うと、馬車に近い形状がベスト。

　補遺５：荷物置き用のちょっとしたスペースも追加。

　補遺６：強力な自己再生能力を付ふ与よ。

　補遺７：座席を三つ、いや四つに。

　補遺８：この世界の住人が〝ジテンシャ〟を見た場合、ごく一般的な馬車に見える。

　補遺９：乗り心地をパワーアップ。車輪はほんの数ミリだけ反重力パワーで浮いているってことで。

　補遺１０：透とう明めいになり、気配を消す能力を身につける。

　補遺１１：座席をリクライニングできるように。】




　次つぎ々つぎと後付け設定を加えられ、なんだかだんだん巨大化していくその怪かい物ぶつを前にして、『ルールブック』を仕し舞まう。

　──これで〝人族〟の街でも目立たないはずだな。

　幾いくばくかの議論の末、次の目的地は決まっていた。

〝人族〟の街で情報を収集する。

　収集すべき情報は、六名の〝勇者〟たち。

〝鉄てつ腕わんの勇者〟　リカ・アームズマン、

〝反はん魂ごんの勇者〟　ライカ・デッドマン、

〝不殺の勇者〟　ユーシャ・ブレイブマン、

〝無敵の勇者〟　アキラ・ソードマン、

〝最初の勇者〟　ノア・リードマン、

　そして、名無しの少女。

　この中から、害意ある〝勇者〟とそうでない者を見つけ出し、協力を要よう請せいする……と。

　何もかも上う手まくいくとは思えないが。

　まあ、やってみないことにはわからない。

　ちなみに襲しゆう撃げき者しやの一人、マルガレーテは〝魔女〟の家で未いまだに眠ねむっている。

〝魔女〟曰いわく、「この娘むすめには利用価値がある」とのこと。

「……拷ごう問もんとかしたりしませんよね？」

　すると〝魔女〟は『ウヒヒヒヒヒ』とあんまり美人がやらないタイプの笑い声を上げて、

『あんたの良心が痛むなら、それはしないようにしよう』

　と言った。





　　　　▼






「じゃ、──出発するか」

『はい』

〝人族〟の街に向かうため、シムはすでに《擬ぎ態たい》で人間の姿に変身している。

　今の彼かれは、十代前半の美少年、といった感じ。

　二人並ぶと、なんだか彼の方が物語の主人公じみているのが微び妙みような気分だ。

『うんうん。乗り心地はまあまあってとこね♪』

　後部座席から、声。

　そこにはステラの姿がある。

　なんだかニコニコ上じよう機き嫌げんの彼かの女じよは、どうやら祖母が出した〝試験〟に打ち勝ったのだと思い込んでいた。

　どうやら彼女、今回の一件を始めから終わりまで、〝魔女〟が仕組んだことだと思い込んでいるらしい。

　それもこれも、自分が京太郎たちと同行したいとワガママを言ったから。

　試験に打ち勝った自分は、冒ぼう険けんの旅へ出る権利がある、と主張したのである。

　──まさか、あの時の「連れてって」が、かなり長期的なやつだとは思わなかったな。

　ぶっちゃけわりと寝ね耳みみに水みずの話であったが、〝魔女〟はあえてそれを否定しなかった。

　もちろんそうなると、京太郎も彼女と口裏を合わせないわけにはいかない。彼女には借りがあるのだ。

〝魔女〟は別わかれ際ぎわ、優しげに微笑ほほえんで、京太郎に囁ささやいた。

[image: ]

『滅ほろびる前の世界を、──あの娘に見せてやってくれ』

　と。

　対する京太郎は応こたえる。

「滅びやしませんよ。だから、のんびり待っていてください」





　　　　▼






　道中は安定した道のりで、揺ゆれも少なく、快適だった。

　どれくらい快適かというと、後部座席のステラがそうそうにお昼ひる寝ねタイムに入ったくらい。

『ＭＯＯＯＯＯＯ～♪』

　京太郎が生み出した、異世界における最初の友だちは、機き嫌げん良よく〝迷宮〟を進む。

〝迷宮〟入り口までの道のりは、〝人族〟による出入りが盛さかんなためか、どこか観光地のようだ。

　ふと、どこかのマナーが悪い〝探索者スカベンジヤー〟の落書きを見かける。

　そこにはこうあった。




『汝なんじ等らここに入るもの　一切の望みを棄すてよ。』




　なんだか退たい屈くつしたので、京太郎は二人目の友人に声をかけようとして、──なにやら、『救世紀行』と題された手記を熱心に書いていることに気付いて、止やめる。

　そこで京太郎は、今後、何かの足しになるかと思って『ルールブック』を開き、適当なページを開いた。

　そこにはこうあった。




【名めい称しよう：宇宙

　番号：ＳＴ‐４２

　説明：この世界が存在するところ。無限に近い広がりを持っていて、生命エネルギーがほとんど存在していないことを除いて、特に細かい設定は決めていない。

　ただ、その辺の設定はうまいことこの世界観に合うように、時と場合によって形を変えるようにしたい。その方がいろいろと盛り上がる気がする。

　時々、大きな勘かん違ちがいをしている人と会うことがある。

　その人によると、我ら〝造物主〟は何もかも最初に詳しよう細さいな設定を決めて、その完かん璧ぺきなパズルのピースを一つ一つ選び取るように世界を構築しているというのだ。実のところそれは大きな誤りである。我々はあんまり難しいことは考えていない。時と場合によって一番愉ゆ快かいになる選せん択たく肢しを選び続けているだけなのだ。

　だから私は、この世界がこの後どうなろうが、この世界の人々がどう苦しんだり楽しんだり、喜劇を起こしたり悲劇を起こしたりしようがあんまり気にはしないつもりでいる。

補遺：なお、これを読んでいる人はたぶんお察しの通り、いま私はテレビゲームにハマっている。かれこれ二十年はゲームばかりして過すごしている。だからこの仕事に私情が交じっていると思うなら、それはまさしくその通り。

　もし自分のいるこの世界に対して何か不満があるのなら、悪いけど我が慢まんして受け入れてほしい。世の中そういうもんだって。

補遺２：でも、気が向いたらたまに顔出して、みんなに「ごめんね」って言うかも。】




【名称：宇宙の果て

　番号：ＳＴ‐４３

　説明：この世界が存在する宇宙の、その果て。記事作成中。】







　ぱたんと本を閉じる。

　──これは、……絶対にシムには見せられんな。

　すると、何かを察さつした友人が、不思議そうな顔を向ける。

『どうかされました？』

「ああ、いや……」

　京太郎は視線を泳がせて、流れゆく車上の風景に目を向ける。

「ええと。──あとどれくらいで着くかな」

『そうですね……三十分もかからないかと』

「そっか」

　京太郎はたっぷり間を作ってから、ぽつりと尋たずねる。

「街」

『え？』

「これからいく街の名前って、なんていうんだっけ」

『ああ、──グラブダブドリップです』

「グラブ……、なんど聞いても覚えられんな」

　すると、ステラの声。いつの間にか起きていたらしい。

『別名の方が覚えやすいわ』

「ん」

『みんなはもっと単純に、こう呼んでる。──〝探索者の街スカベンジヤーズ・タウン〟ってね』






あとがき






　はい。津つ田だ夕ゆう也やです。

　ご覧らんの通りの新刊でございます。よろしくお願いいたします。




　ところで関係ないのですが私、いま財布の中に一円玉が八枚入っているだけです。

　小学生の頃だってここまで困窮したことはありませんでした。なのに八枚。

　皆様ご存じでしょうか。「さて休憩がてら珈琲コーヒー飲料でも摂せつ取しゆしようかな」と思って財布を探っても一円玉が八枚入っているだけの恐怖を。まともな社会生活を営いとなむ人間であれば必ず見つかるであろうギザギザ縁ふちのアレが一枚もない恐怖を。

　産まれてこの方ム●ミン谷を中心に放ほう浪ろうし、友人のカバ的生き物に名言っぽいことを吐いて生きてきたこの私も遂ついに年ねん貢ぐの納め時がやってきた、といったところ。

　なにせ一円玉が八枚なのですから。




カバ的生き物「勤労の義務ってなんのこと？」

私「したくないことを、することさ」




　かつて友人に話したその言葉が自分の胸にブーメランっています。

　なにせ財布の中に一円玉が八枚。八枚しかないのです。きょうび駄菓子も買えません。これがこの世の地獄か。




　……と、いう未来を見越して半年くらい前に書かれたのがこの一作です。

　カバ的生き物である友人はかつて、私にこう言いました。「異世界モノを書け」と。

　何故か？　「異世界人はデコピン一発で致命傷を負うのでちょろい」とのこと。故に巷ちまたで流行の「冴さえないおっさんの人生逆転ワンスアゲインもの」を書く場合、これ以上ないくらい都合が良い舞台になりうる、というのです。

　彼の言葉には説得力がありました。私もいろいろと異世界モノを読んできましたが、なるほどそうらしい。

「よし。ではまず資料集めからだな」

　そして私は、ムー●ン谷なんぞよりもっと現実的で地に足の着いた、剣と魔法のファンタジー系異世界への取材旅行を試こころみました。もちろん案内はこのたび新米管理者となった本作の主人公、坂さか本もと京きよう太た郎ろうくんでございます。ええ、ええ。異世界旅行に詳しい方はとうにお気づきでしょうが、本作は完全なノンフィクションなのでございます。印税は彼と折せつ半ぱんするということで話が決まっております。

　そんな彼とは、とある友人のツテで知り合ったばかり。

　正直お互いコミュ障気味なので会話は捗りません。

　しかし取材を初めて数日経ったころ、彼は私に、こんなことを言いました。

「動物が生きていこうとする意志は、どんな世界でも強く激しく、賢さかしいものです。……その、異世界人がちょろいというのは少し、甘い見通しではありませんか？」

　と。説教を。いつもはカバ的生き物に説教する側の私に、です。

　しかしそれはそれで慧けい眼がんだな、と思いました。

　何せ実際、彼が案内するその不思議な世界は、活気と精力に満ち満ちた空間だったのですから。

　私は京太郎くんに約束しました。

　きっとこの取材旅行を活かした、すてきな冒険活劇を書いてみせる、と。

　そんな風にして書かれたのが本作です。

　お楽しみいただければ、これ幸い。




　さて。

　以下は関係者各位への謝しや辞じとなります。

　まず、本作を出すに当たって多大なご尽力をいただいたファミ通文庫担当者様。

　素敵なイラストを描いていただいた冬ふゆゆき様。

　そして、本の出版に携たずさわっていただいた、全ての方々。

　そしてもちろん、これを手に取っている読者様。本当にありがとうございました。




　ところで実を言うとこの小説、ネットで続きを読むことができたりします。

（https://kakuyomu.jp/works/1177354054886450593）

　よろしければこちらもお読みいただければ。

〝魔女〟の家に到着したあたりから読むと小説版に繋がりますよ。




　ところで私、一つだけ噓うそを吐つきました。

　……そう。財布の中身です。いま財布の中に、一円玉が八枚きりということ。

　実はこれ、真っ赤な噓になります。改めて数えると十二枚ありました。

　なぜそのような得体の知れない噓を吐いたか？

　その心理を正確に理解することができれば、ひょっとするとこの宇宙に関する理解をもう少しだけ深めることができるかもしれません。





　　　　一月　（インフル五日目のオクスリを摂取したばかりの）津田夕也
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